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道
路
に
課
金
す
る
際
の
根
拠
と
し
て
は
、
大
き
く
分
け

て
、
道
路
の
建
設
や
維
持
管
理
な
ど
の
費
用
を
賄
う
た
め

の
課
金
と
混
雑
や
そ
れ
に
伴
う
大
気
環
境
の
悪
化
な
ど
を

防
止
す
る
た
め
の
課
金
と
の
二
つ
が
あ
る
。
本
稿
に
お
い

て
は
、
｢道
路
課
金

(ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
)｣
を
後
者
の

意
味
で
用
い
る
こ
と
と
す
る
が
、
前
者
と
峻
別
す
る
場
合

に
は
特
に
｢混
雑
課
金
｣
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
(※
1
)。

後
に
述
べ
る
よ
う
に
、
一
般
に
混
雑
を
緩
和
す
る
目
的
課

金
の
性
格
を
持
つ
も
の
に
つ
い
て
も
資
金
調
達
の
目
的
を

持
ち
合
わ
せ
る
も
の
も
少
な
く
な
く
、
実
際
の
課
金
制
度

に
お
い
て
両
者
を
区
分
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は

な
い
。
そ
こ
で
、
本
稿
及
び
以
下
の
海
外
の
事
例
紹
介
に

お
い
て
は
、
混
雑
を
緩
和
す
る
目
的
を
も
っ
た
課
金
と
し

て
の

｢道
路
課
金
｣
に
つ
い
て
概
観
す
る
こ
と
と
す
る
。

三

欧
米
愁
導
入
が
違
毬
道
路
課
禽

自
動
車
が
も
た
ら
す
交
通
混
雑
と
そ
れ
に
付
随
す
る
環

境
負
荷
の
増
大
へ
の
対
応
と
し
て
、
自
動
車
利
用
に
対
し

て
課
金
す
る
と
い
う
道
路
課
金
の
概
念
は
、
一
九
二
〇
年

代
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
た
。
道
路
課
金
の
基
本
的
な
考
え

方
は
、
渋
滞
を
引
き
起
こ
す
程
度
に
よ
っ
て
通
行
者
に
料

金
を
課
し
て
交
通
行
動
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
す
で
に
混
雑
し
て
い
る
道
路
に
車
両
が
追
加
的
に

増
大
す
る
と
、
他
の
自
動
車
に
つ
い
て
も
さ
ら
な
る
速
度

の
低
下
を
も
た
ら
す
が
、
も
し
あ
る
道
路
利
用
者
が
自
分

の
引
き
起
こ
す
速
度
低
下
に
応
じ
て
料
金
を
徴
収
さ
れ
る

と
す
る
と
、
そ
の
者
は
、
他
者
へ
及
ぼ
す
混
雑
へ
の
影
響

に
つ
い
て
料
金
と
い
う
形
で
認
識
し
て
道
路
を
利
用
す
る

時
間
と
場
所
を
決
め
る
こ
と
と
な
り
、
混
雑
が
抑
制
さ
れ

る
こ
と
と
な
る

(※
2
)
。

こ
う
し
た
道
路
課
金
は
、
一
九
七
五
年
に
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
で
導
入
さ
れ
た
も
の
の
、
自
動
車
走
行
に
課
金
す
る
こ

と
に
よ
る
抵
抗
感
の
大
き
い
欧
米
で
は
久
し
く
導
入
さ
れ

る
こ
と
が
少
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
課
金
は
む
し
ろ
中

央
集
権
的
な
政
策
決
定
の
仕
組
み
に
よ
り
導
入
が
可
能
で

あ
っ
た
例
外
的
な
も
の
で
あ
る
と
す
る
見
解
さ
え
あ
っ
た
。

そ
の
後
、

一
九
八
六
年
に
ノ
ル
ウ
ェ
ー
に
お
い
て
、
道

路
建
設
の
財
源
調
達
の
た
め
の
法
律
を
根
拠
と
し
な
が

ら
、
事
実
上
都
市
内
の
混
雑
抑
制
の
目
的
を
も
っ
た
課
金

が
導
入
さ
れ
た
。
ま
た
、
一
九
九
〇
年
代
中
頃
か
ら
米
国
、

ス
イ
ス
等
に
お
い
て
混
雑
へ
の
対
応
や
環
境
改
善
を
意
識

し
た
課
金
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
背
景
に

あ
っ
た
の
は
、
九
〇
年
代
に
お
け
る
電
子
情
報
技
術
の
進
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化
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
の
課
金
シ
ス
テ
ム
の
ほ
と
ん
ど
は
、

そ
の
全
部
又
は
大
宗
に
お
い
て
電
子
的
な
課
金
シ
ス
テ
ム

を
採
用
し
て
お
り
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
、
相
対
的

に
安
価
か
つ
正
確
な
課
金
を
可
能
に
し
た
と
言
え
る
。

表 1 各国の道路課金の目的規定

都市等 課金の目的

英

国

ロンドン

舒鰍働驚
勺
傭

離
妙

樹
箒

樅
膿

鯛
環

通
臥鮫

鱗
帳
鰓

ロンドン以外

鉢獨
勺
策郷繃蘂諦護嗽凝鮴

欧

州

ドイツ 日
]彰想齢

緘
副
憾

偽
域遼漸

精
胸椴飜

朧轡皺

米

国
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憾鰭k駕贓説

し
影
蹴

纖
憾
飼

蹴
段

鯛鼎
浄

簿録轢

テキサス ェ
進

ジ

促
ロ

用

ブ

利
通
の

交

設
上
鰯

向
関

境

び
環
及

気
路

大
道

、
の

減
存

削
既

の

、

滞
発

渋
開

通

の

交
法

蹴
筋

ュ
期

シ

画

:

ッ
の

的
ラ

違
和

目

、
調
緩

の

約
金
滞

法
節
資
渋

拠

料

卜

び

根

燃

ク

及

特
に
二
〇
〇
三
年
二
月
に
英
国
の
ロ
ン
ド
ン
市
内
で
混

雑
課
金
が
導
入
さ
れ
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
に
ド
イ
ツ
で

大
型
車
課
金
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
自
動
車
の
交

通
行
動
に
対
し
て
課
金
す
る
い
わ
ゆ
る
道
路
課
金
が
混
雑

緩
和
に
つ
い
て
の
現
実
の
政
策
手
段
と
し
て
認
識
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

三

者
国
の
諜
禽
制
鷹
の
特
徴

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
得
ら
れ
る
示
唆
に
つ
い
て
は
、
さ

ら
に
詳
細
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
分
析

に
お
い
て
は
、
各
国
の
道
路
課
金
制
度
に
は
以
下
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
。

1

法
制
度
上
、
課
金
の
目
的
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
存

在
し
な
い
又
は
包
括
的
で
あ
り
、
制
度
上
は
、
課
金
に

よ
り
収
入
を
得
る
こ
と
と
課
金
に
よ
り
交
通
行
動
を
変

化
さ
せ
る
こ
と
の
境
界
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
る
。

表
1
に
見
る
よ
う
に
、
各
国
の
道
路
課
金
に
つ
い
て

は
、
法
律
上
の
課
金
目
的
が
明
示
的
に
規
定
さ
れ
て
い

な
い
例
が
あ
る
ほ
か
、
単
に
自
動
車
交
通
量
の
削
減
だ

け
で
な
く
、
道
路
整
備
や
関
連
の
交
通
シ
ス
テ
ム
整
備

の
資
金
調
達
の
た
め
と
い
う
目
的
が
同
時
に
規
定
さ
れ

て
い
る
例
が
多
い
。
こ
の
背
景
に
は
、
混
雑
課
金
に
対

す
る
関
心
の
高
ま
り
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
道
路
は
無

料
で
あ
る
こ
と
が
通
常
で
あ
っ
た
欧
米
に
お
い
て
、
料

金
に
よ
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
資
金
調
達
に
対
す
る
関

心
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2

課
金
収
入
の
使
途
は
、
一
般
財
源
よ
り
も
む
し
ろ
、

課
金
対
象
の
交
通
と
関
連
し
た
目
的
に
支
出
さ
れ
て
い

る
例
が
多
い
。

前
記
1
と
も
関
連
す
る
が
、
表
2
に
見
る
よ
う
に
、

道イテセ 2005.3 5



表 2 各国の課金制度とその使途

都市等 課金の使途

英

国
ロンドン

伽
鹸

酌
偕

努
渉鰐纖

癲臟競礬
･

欧

州
ドイツ

設建艇廟運
ル

て
降
れ

ト

主
ン

、
或
十

皺
労

監
ラ

営
ス

運
ラ

の

フ

ム

ン

テ

イ
ス

の

シ
運

料
関

行
通

通
交

米

国
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資
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達

運
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初

充
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ビ

効
癪
軌

金

ま

通

資
締
交

営
り
共

運
取
公

テキサス リ村道路システムの改善

3 英国におけるロンドン以外の課金制度概要

都市･箇所 概 要

ダートフォード橋

還
引

償
に

の

両

金
車

飴
努

連
行

･
通

設

を端
橋

橋

め

ド

た
一
い

オ
,な

フ

せ

ト

さ
一
化

ダ

悪

た

を
れ
雑
ん

さ

混

い

設

通

て

建
交
し

り

、
用

は
俶
麺

業

た

金

事
し
課

I

了

き

F

終
続

P

が

き

ダーラム ズ緘
砕鍼

臟
禄

心
模仰

槻纖彰
含
喘

舵
輌

や

る嬬鰤
艫
迩

界
い群ム趾

0

ラ

把

る

ー
虹
い

ダ

糠
て

エジンバラ (検討中)
里
小轆入疎

も
隊
m

域
潔拗鰔

一
し鷲の金爛

懲
心
混

中
I
ン

市

ド

、と

ン

部
ロ

心
る

中
す

市
金

近
年
の
各
国
の
道
路
課
金
に
よ
り
得
ら
れ
た
収
入
の
ほ

え
ら
れ
る
。

と
ん
ど
は
、
道
路
整
備
等
交
通
関
連
の
目
的
に
使
途
が

3

米
国
で
は
、
一
つ
の
課
金
制
度
に
つ
い
て
、
個
別
の
立

限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
限
定
さ
れ
た
使
途
に
つ

法
が
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
英
国
で
は
単
一
の
立
法
で

い
て
は
、
課
金
に
よ
り
負
担
が
増
大
す
る
者
に
対
し
て

多
様
な
課
金
制
度
を
構
築
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

の
不
公
平
感

･
負
担
感
を
調
整
す
る
作
用
が
あ
る
と
考

米
国
に
お
い
て
は
、
課
金
は
各
州
個
別
の
立
法
を
根

拠
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
英
国
で
は
ロ
ン

ド
ン
に
適
用
さ
れ
る
法
律

(G
L
A
法
附
則
)
と
そ
の

他
英
国
全
土
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
法
律

(弓
>
8
Oe

が
道
路
課
金
を
規
定
し
て
い
る
。特
に
注
目
す
べ
き
は
、

弓
>
Noooは
、
表
3
に
見
る
よ
う
に
、
実
施
中
又
は
実

施
が
検
討
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
都
市

･
箇
所
に
お
い

て
、
異
な
る
性
格
の
事
業
に
適
用
さ
れ
、
又
は
適
用
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。
実
際
の
各
課
金
制
度
の
導
入
に
当

た
っ
て
は
、
弓
>
8
OOに
基
づ
き
、
交
通
大
臣
が
課
金

指
令
を
発
出
す
る
こ
と
等
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
。

四

お
わ
り
に

今
後
、
我
が
国
に
お
け
る
道
路
課
金
の
制
度
設
計
を
検

討
す
る
場
合
に
は
、
各
国
の
道
路
課
金
が
理
論
的
に
描
か

れ
る
よ
う
な
画
一
的
な
も
の
で
は
な
く
、
目
的
や
地
域
の

状
況
に
あ
わ
せ
て
非
常
に
多
様
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。

※
1
!
｣Oのの
》
〇
O野
禽
-守
目
-のN
g
o
大
食
ローの舒
>
②
日
~崖
凸
℃●◇)
'男
OPQ

勺
[一o一口笹
怜oH
O
O
D
00
のの口
o
b
マニPD
P熊
の【H]-①□
寡
少!
の
こ[く
のて
o
｢

甘
言
自
著
5
ロ巴
せ
霜
会
杼
丸
一
目
コ当
の℃oR
p□
o口
男
霧
の彗
合
切
o雪
会
に
お

い
て
、
。ヵ
o乱
せ
ュ
oB
噂
は
、
課
金
行
為
を
総
称
す
る
語
と
定
義

さ
れ
て
い
る
が
、
我
が
国
に
お
い
て

｢
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
｣

と
は
、
混
雑
緩
和
等
の
目
的
を
も
っ
た
課
金
を
意
味
す
る
こ
と

が
多
い
。
な
お
、
｢
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
｣
は
、
国
立
国
語
研

究
所
の
第
三
次
外
来
語
言
い
換
え
提
案

(平
成
一
六
年
一
〇
月

八
日
)
に
お
い
て
、
｢道
路
課
金
｣
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。

※
2
･i
Q
OB
のN-拝
営
g
営
Q
の日
宦
凸
"
"
参
照
。



藁
圏
薹
圓
鬘
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/
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圓
の
圏
ー
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プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
状
況
に
つ
い
て
藁
圓
薹
嚢
圓

藁
圓
◎
鬮
ー
ト
ラ
ラ
イ
ジ
ン
グ

鯖

道

路

経

済

研

究

所

常

務

理

事

梶

太
郎

端麗
銚譜
研纜
瘢
轢鰭
劫
収“鴫
瑞
螂
須
藤

長

騙

圃
ン
ド
ン
の
□
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
ス

キ
ー
ム

ロ
ン
ド
ン
の
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
議
論
は
、

一
九

六
四
年
の
英
国
の
ス
ミ
ー
ド
レ
ポ
ー
ト
を
契
機
と
し
て
い

る
。
英
国
で
は
一
九
九
一
年
か
ら
、
運
輸
省

(□
8
目
B
o旦

き
[
炉
g
者
o己

が
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
検
討
を
開

始
し
、
一
九
九
八
年
の

｢交
通
白
書
｣
(>
Z
の"
合
巴
け
門

が
g
g
oユ
…
汗
寿
[
け
｢
①≦
凌
o
口
巴

で
国
の
交
通
政
策
の

一
つ
と
し
て
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
位
置
づ
け
ら
れ

た
。一

九
九
九
年

一
一
月
に
大
ロ
ン
ド
ン
市

(
Q
a
三
g

で
8
8
口
>
三
g
湾
も

に
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
の

権
限
を
付
与
す
る
大
ロ
ン
ド
ン
市
法

(Q
3
聟
禽
せ
o
□
a
o
ロ

ア
に
茸
o副
堵
き
ス

Q
せ
>
>
o●
)
が
成
立
し
た
。

二
〇
〇
〇
年
五
月
に
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
を

公
約
し
て
新
設
の
ロ
ン
ド
ン
市
長
に
当
選
し
た
リ
ビ
ン
グ

ス
ト
ン
氏
は
、
二
〇
〇
一
年
七
月
に
公
表
さ
れ
た
ロ
ン
ド

ン
市
長
の
交
通
戦
略
(醇
の
区
環
軋
れ
了
営
者
o二
の口
巴
満
ち

の
柱
の
一
つ
と
し
て
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
位
置
づ
け

た
。二

〇
〇
二
年
二
月
、
ロ
ン
ド
ン
市
長
は
、
ロ
ン
ド
ン
交

通
局

(幻
胃
者
oヨ
き
H
せ
o口
Q
o口
(以
下
、
｢
T
f
L
｣
と

い
う
こ

が
作
成
し
た

｢
ロ
ン
ド
ン

･
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
の
詳
細
実
施
計
画
｣
(
一
言

Q
冠
巴
g
g

口
Q
o
b

(n
g
雪
巴
N
o
ロ
ニ

n
o
b
m
霧
口
o
b
g
聟
鵤
日
m
o
a
o[
N
o
o
ご

を
修
正
の
う
え
承
認
し
、
二
〇
〇
三
年
二
月
一
七
日
に
ロ

ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
開
始
さ
れ
た
。

以
下
で
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
ス

キ
ー
ム
概
要
を
紹
介
す
る
。

1

課
金
の
対
象
区
域
･
対
象
日
･
対
象
時
間
･
対
象
車

両課
金
対
象
区
域
は
、
行
政
、
司
法
、
ビ
ジ
ネ
ス
、
金
融
、

娯
楽
の
セ
ン
タ
ー
を
含
ん
だ
、
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
の
二
二

蛔
で
あ
る
。

課
金
日
時
は
、
平
日
の
午
前
七
時
か
ら
午
後
六
時
半
ま

で
で
あ
る

(祝
祭
日
は
除
か
れ
る
)。

課
金
対
象
車
両
は
、
原
則
区
域
内
を
走
行
す
る
全
車
両

で
あ
る
。
た
だ
し
、
二
輪
車
、
タ
ク
シ
ー
、
緊
急
車
両
、

九
席
以
上
の
公
共
バ
ス
等
は
課
金
免
除
さ
れ
る
。
ま
た
、

身
体
障
害
者
車
両
、
代
替
燃
料

(C
N
G
、
水
素
等
)
利

用
車
両
、
電
気
自
動
車
等
は
登
録
手
数
料
の
み
が
必
要
な

一
〇
0
%
割
引
、
登
録
し
た
区
域
内
の
住
民
は
九
0
%
割

り
と
な
っ
て
い
る
。



2

課
金
額
･
課
金
の
徴
収
方
法
･
課
金
収
入
の
使
途

･
T
f
L
が
車
両
を
撤
去
。
未
収
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
、
一

課
金
額
は
全
車
種
一
律
一
日
五
ポ
ン
ド
で
あ
る
。
課
金

三
五
ポ
ン
ド
の
撤
去
費
用
及
び
T
f
L
に
よ
る
保
箏

区
域
内
を
走
行
し
よ
う
と
す
る
者
は
、事
前
又
は
当
日
に
、

商
店
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
等
で
入

域
許
可
証

(有
効
期
間
が
異
な
る
四
種
類
が
存
在
)
を
購

入
す
る
。
ま
た
、
二
五
台
以
上
の
車
両
を
所
有
等
し
て
い

る
者
向
け
の
フ
リ
ー
ト
契
約
と
呼
ば
れ
る
一
括
契
約
制
度

も
存
在
す
る
。

課
金
区
域
内
を
走
行
す
る
者
が
、
課
金
を
支
払
っ
て
い

る
か
杏
か
の
確
認
は
、
路
上
の
各
ポ
イ
ン
ト
に
設
置
さ
れ

た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
撮
影
し
、

そ
の
結
果
を
入
域
許
可
証
を
取
得
し
た
車
両
の
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
と
照
合
す
る
こ
と
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

課
金
収
入
は
、公
共
交
通
機
関
の
改
善
と
運
賃
引
下
げ
、

歩
行
者

･
自
転
車
利
用
者
の
た
め
の
環
境
整
備
等
に
充
当

す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

3

課
金
違
反
者
へ
の
措
置

課
金
不
払
い
に
対
し
て
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
る

(
一

四
日
以
内
で
あ
れ
ば
四
〇
ポ
ン
ド
、
一
五
~
二
八
日
以
内

は
八
〇
ポ
ン
ド
、
そ
れ
以
降
は

三

一〇
ポ
ン
ド
)
。

三
つ
以
上
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
未
収
の
違
反
が
あ
れ
ば
、
以

下
の
措
置
が
と
ら
れ
る
。

･
T
f
L
が
車
両
を
輪
止
め
で
固
定
し
、
拘
束
。
未
収

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
及
び
拘
束
解
除
手
数
料
四
五
ポ
ン
ド

を
納
付
す
れ
ば
解
除
。

三
五
ポ
ン
ド
の
撤
去
費
用
及
び
T
f
L
に
よ
る
保
管

期
間
一
日
に
つ
き
一
五
ポ
ン
ド
の
保
管
費
用
を
納
付

す
れ
ば
返
還
。

霊

園
ン
ド
ン
の
□
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
薊

果
、
影
響

T
f
L
が
二
〇
〇
四
年
四
月
に
公
表
し
た

｢
ロ
ン
ド

ン
･
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
影
響
調
査
年
次
報
告
書
｣

(]官
需
8
の
目
自
警
白
日
偏
物
8
8
G
、盲
目
巴
力
g
o巳

に
よ
る

と
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
に
よ
る
効
果
、
影
響
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

1

渋
滞

課
金
区
域
内
の

｢渋
滞
｣
は
平
均
三
0
%
減
少
し

(図

1
)、
課
金
時
間
帯
中
の
平
均
速
度
は
約
一
七
皿
/
h
で

あ
る

(導
入
前
の
二
〇
〇
〇
年
段
階
に
お
け
る
平
均
速
度

は
一
四
･
一
如
/
h
)。
課
金
区
域
の
渋
滞
の
減
少
は
、

主
に
停
止
又
は
の
ろ
の
ろ
運
転
に
費
や
す
時
間
量
の
減
少

と
い
う
形
で
現
れ
て
お
り
、
0
~
-
○
蹴
/
h
の
走
行
時

間
は
約
1
/
3
削
減
さ
れ
て
い
る

(図
2
)。

課
金
区
域
に
乗
り
入
れ
る
主
要
な
放
射
状
ル
ー
ト
の
渋

滞
は
約
二
0
%
減
少
し
、
課
金
区
域
境
界
ル
ー
ト
は
約

四
%
交
通
量
が
増
加
し
た
が
、
運
用
管
理
の
改
善
に
よ
り

渋
滞
は
減
少
し
て
い
る
。

ロ
ン
ド
ン
の
他
の
区
域
と
課
金
区
域
と
の
間
を
移
動
す

移
動
所
要
時
間

(分
/
細
)

ゞ

図

る
標
準
運
転
者
の
パ
ネ
ル
調
査
で
は
、
移
動
時
間
は
平
均

一
四
%
短
縮
さ
れ
、
所
要
時
間
の
標
準
偏
差
は
課
金
区
域

外
か
ら
課
金
区
域
内
へ
の
移
動
に
つ
い
て
二
七
%
減
少
、

課
金
区
域
内
か
ら
課
金
区
域
外
へ
の
移
動
に
つ
い
て
三

四
%
減
少
し
て
い
る
。
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図 I 課金時間帯における課金区域内の渋滞レベル
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る
も
の
は
、
約
六
万
五
、
0
0
0
~
七
万
台
減
少
し
て
い

課
金
時
間
帯
に
課
金
区
域
に
流
入
す
る
交
通
量
、
流
出

る

(
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
前
の
二
〇
〇
二
年
は

一

す
る
交
通
量
は
、
台
数
ベ
ー
ス
で
そ
れ
ぞ
れ
一
四
%
、
一

九
万
五
、
O
0
〇
台
前
後
、
導
入
後
の
二
〇
〇
三
年
は
一

八
%
減
少
し
て
い
る
。
流
入
交
通
量
の
う
ち
自
動
車
に
ょ

三
万
台
未
満
)。
そ
の
内
訳
は
、
五
0
s
六
0
%
が
バ
ス
、

八 す
一

2 180,000

0‐lo lo‐20 20‐30 30‐40 40‐50 60十
速度区分 (k膨時)

図 2 課金時間帯における課金区域内走行速度別消費時間量

ニ 九 る る

口 の 表 1 課金時間帯に課金区域内に流入する自動車台数の減少量 (推定)
1 は

種類 変化内容 自動車台数の減少量 (推定)

台嬢) 割合の

通過する自動車移
動

課金区域周辺の迂風 その他の変化
1 5,鯛)~ 20グ脚

･ち約20~ 30%

最終目的地に向か
う自動車移動

バス、地下鉄及び鉄道への移行 35,000~ 40,鮒
ミ約50~ 60%

自転車、徒歩、バイク、タクシー、自動車の相乗
り (カーシェアリング) への移行

5,000~ lo,000

約l5~ 25%課金時間箱以外の移動 5,000以下

他の目的地への移動、回数の減少 5,000以下

合計 65,000~ 70,000 100%

1) 台数は ｢m 1pacts m onitoring second A nnua1R epo箕｣ (TransportforLondon、 2004.4) の表5.1の数字
2) 割合は ｢Im pacts m onitoring second A nnua1R eport｣ (T ransportforLondon、 2004.4) のp.60の記述

地
下
鉄
、
鉄
道
と
い
っ
た
公
共
交
通
へ
の
移
行
、
二
0
･

三
0
%
が
課
金
区
域
の
迂
回
で
あ
る

(電
話
調
査
等
に
基

づ
く
)
(表
1
)。
ま
た
、
課
金
時
間
帯
に
課
金
区
域
内
を

走
行
す
る
交
通
量
は
、
台
キ
ロ
ベ
ー
ス
で
一
二
%
減
少
し

づ 三 地 表 2 課金時間帯に課金区域内を走行する車両の台キロの変化く 0 下 (2oo2年と課金後の2003年の平日の年平均)

車両タイプ 2002年v畑 (百万) 2003年v如 (百万) 変化パーセンテージ

四輪以上の型可 L 44 (88%) L 23 (85%) -Z5%

課金可能な車両 、 1,13 筋%) 0.85 綣8%) 娑璃、
自動車 0,77 (47%) 0.51 (35%) ‐34%
ノゞ ン 0,29 鱒%) 0,27 (19%) ‐5%

ローリーその他 0,07 (4%) 0.07 (5%) ‐7%
免許登録タクシ- 0,26 (l6%) 鯛1 ℃れぬ 十銘努
バスとコ-チ 0.05 倦め 0･“ て5%) 、

ナ教魁

二輪車 こ
、 、 〇,20 ( 1芻) 0‐23 薹6%) ^‐#甥

全車両 l,脳 (loo%) 1,45 (100%) 一“郊、

(注) 斜体で示した変化は、 95 % 信頼性レベルで統計的に有意。
2002年と2003年の各年における課金区域交通量全体への寄与割合 (% ) も併記する。



な
変
化
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

て
い
る
。そ
の
う
ち
課
金
車
両
は
二
五
%
減
と
な
る
一
方
、

課
金
免
除
と
な
っ
て
い
る
タ
ク
シ
ー
は
二
二
%
増
、
バ
ス

は
二
一
%
増
、
二
輪
車
は
一
四
%
増
と
な
っ
て
い
る

(表

2
)0

　

　

バ
ス
藥
客
数

(千
人
)

3

バ
ス
交
通

課
金
時
間
帯
に
お
い
て
、
課
金
区
域
内
へ
流
入
す
る
バ

ス
は
乗
客
数
ベ
ー
ス
で
三
七
%
増
、
台
数
ベ
ー
ス
で
二

七
%
増
、
課
金
区
域
か
ら
流
出
す
る
バ
ス
は
乗
客
数
ベ
ー

ス
二
九
%
増
、
台
数
ベ
ー
ス
二
六
%
増
と
な

っ
て
い
る

(図
3
)。
バ
ス
乗
客
の
増
加
の
約
半
数
は
、
渋
滞
課
金
が

原
因
と
推
定
さ
れ
て
い
る

(課
金
実
施
以
前
も
、
バ
ス
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
る
)。

4

事
故

事
故
件
数
は
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
前
か
ら
ロ
ン

ド
ン
全
体
と
し
て
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
特
に
、
課
金

区
域
内
の
課
金
時
間
帯
で
大
き
く
減
少
し
て
い
る

(
一
五

0
~
三
五
〇
件
/
年
)。
な
お
、
二
輪
車

(課
金
免
除
)

の
増
加
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
故
に
関
与
す
る
二
輪
車
数

は
減
少
し
て
い
る
。

5

環
境

課
金
区
域
内
の
道
路
交
通
か
ら
発
生
す
る
鞍

臘
の
排

出
量
は
、
交
通
量
の
減
少
、
交
通
速
度
の
上
昇
に
よ
り
約

一
二
%
削
減
さ
れ
て
い
る

(し
か
し
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
の

大
気
質
は
、
二
〇
〇
三
年
の
異
常
な
気
象
パ
タ
ー
ン
に
よ

り
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
よ
る
効
果
は
評
価
で
き
な

い
と
し
て
い
る
)。
ま
た
、
⑩
、
燃
料
は
、
交
通
量
の
変

化
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
%
、
二
0
%
削
減
さ
れ
て

い
る
。
騒
音
は
、
課
金
区
域
内
外
の
測
定
地
点
で
は
顕
著

表 3 ロードプライシング制度の定量可能な費用と便益の予備的推定
(単位 は00万ポンド/ 年、 数字は概算)

1 年間の費用

ロンドン交通局の一般管理費その他費用 5

制度の運用 90

追加バス費用 20

支払者遵守コスト (電話代など) 15

< 合計 > 130

1 年間の便益

商用の自動車とタクシー乗員の時間短縮 75

私用の自動車とタクシー乗員の時間短縮 40

用車の乗員の時間短縮 “

バス乗客の時間短縮 20

自動車
、

タクシー及び等商用車の乗員の信頼性のベネフィット ゆ

バス乗客の信頼性のベネフィット m

ミギト及び運転費用の節約 m

交通事故の軽減による費用銭 15

白効率の乗員が公共交通機関に移行することによる不利益 拗
く合計 > 180

1 年間の純便し益 (1年間の便益 - 1 年間の 即

6

費
用
便
益
分
析

一
年
間
の
費
用
が
一
億
三
、
0
0
0
万
ポ
ン
ド
、
一
年

間
の
便
益
が
一
億
八
、
0
0
0
万
ポ
ン
ド
、
一
年
間
の
純



便
益
が
五
、
0
0
0
万
ポ
ン
ド
と
試
算
し
て
い
る
(表
3
)。

7

ビ
ジ
ネ
ス
と
経
済
に
与
え
る
影
響

ロ
ン
ド
ン
交
通
局
が
二
〇
〇
三
年
秋
に
実
施
し
た
、
課

金
区
域
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
直
近
区
域
の
企
業
約
七
〇
〇

社
へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
よ
る
と
、
営
業
実
績
へ
の
影
響

と
し
て
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
要
因
で
あ
る
と
回
答
し

た
企
業
の
割
合
は
、
小
売
り
部
門
で
一
人
%
、
サ
ー
ビ
ス

部
門
で
六
%
で
あ
っ
た

(図
4

･
5
)
。

ま
た
、
事
業
所
/
事
務
所
の
運
営
費
用
に
対
す
る
ロ
ー

ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
大
多
数
の
事
業

者
が
、
ほ
と
ん
ど
又
は
全
く
影
響
し
て
い
な
い
と
見
て
い

る

(図
6
)。

ロ
ン
ド
ン
交
通
局
は
、
負
の
効
果
を
経
験
し
た
部
門
及

び
活
動
が
一
部
に
あ
っ
た
こ
と
を
除
け
ば
、
ロ
ー
ド
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
は
ロ
ン
ド
ン
経
済
に
比
較
的
軽
微
な
影
響
を
与

え
た
、
ま
た
二
〇
〇
三
年
中
に
特
定
の
企
業
部
門
か
ら
報

告
さ
れ
た
マ
イ
ナ
ス
傾
向
の
要
因
は
、
お
お
む
ね
幅
広
い

経
済
的
要
因
で
あ
る
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

8

ロ
ン
ド
ン
市
民
の
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
対
す
る

意
見

課
金
導
入
後
に
、
制
度
と
そ
の
効
果
を
支
持
す
る
方
向

に
意
見
が
シ
フ
ト
し
て
い
る

(ロ
ン
ド
ン
市
民
に
対
す
る

約
一
、
0
0
0
件
の
電
話
聞
き
取
り
調
査
)
(表
4
)。

鰻済的要因
　　　

図 4 小売部門の営業実績への認識された影響

企業要因
　　

　
ド
#折ね

因搦観
　う%　　

経済的要因
50%

図 5 サービス部門の営業実績への認識された
影響

　シ%
ド
イ
6

一
ラ

ロ
ブ

琺　
　

ず

わ
　　図 6 事業所/事務所の運営費用に対するロードプライシングの影響
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霊

□
ン
ド
ン
の
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
西

部
拡
大
計
画

検
討
の
経
緯
･
今
後
の
予
定

二
〇
〇
三
年
の
夏
以
降
、
ロ
ン
ド
ン
市
長
及
び
ロ
ン
ド

ン
市
長
の
依
頼
を
受
け
た
T
f
L
は
、

ロ
ン
ド
ン
の
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

の
対
象
地
域
を
西
側
に
拡
大
す
る
こ

と
の
可
能
性
を
検
討
す
る
た
め
、
ロ

ン
ド
ン
市
内
の
自
治
区

(げg
oに筑適

及
び
主
要
な
利
害
関
係
者

(
片
環

　
　　　　　
　
　
　　

の己

と
の
非
公
式
協
議
や
一
般
公
衆

や
利
害
関
係
者
へ
の
諮
問
を
実
施
し

て
き
た
。

二
0
0
四
年
七
月
に
は
、
T
f
L

が
そ
れ
ま
で
の
一
般
公
衆
や
利
害
関

係
者
等
へ
の
諮
問
結
果
を
と
り
ま
と

め
て
ロ
ン
ド
ン
市
長
に
報
告
し
、
｢
ロ

ン
ド
ン
市
内
渋
滞
課
金
制
度
の
西
方

拡
張
I利
害
関
係
者
及
び
一
般
公
衆
へ

の
諮
問
後
の
市
長
へ
の
報
告
書
｣

(カ
8
目
許
o
彗
の
区
P
て
o
H
舸
o
--o
名
目
的

▲n
o
b
の□
言
科
【一0
ロ
メンこさ
"丁
の
[P
六
の
け
0
一○
の
汽
の
u

閃
こ
の一□
の
の
の①
②
〕
(Oさ
す
①
[
Ô)H

閃
鈍
ロ
ーの
袋
町
o
ロ
の

目
Q
葺
の
ャ
口
宣
言
)
と
し
て

一
般
に
公

表
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
市
長
は
、
こ
の
報
告
書
を
受
け
、
二
〇
〇
四

年
八
月
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
対
象
地
域
を
西
側
へ

拡
大
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

｢交
通
戦
略
改
訂
版
｣

(弓
言

区
Dて
o[ガ
ゴ
g
等
o
ユ
の
#
巴
の循
て
力
,
拡
5
已

を
公
表

表 4 ロンドン市民のロードプライシングに対する意見

課金導入前 課金導入後

坤
月

年003
貌

年003
銅

鉾
月

加
7

杵
月

こ
性

を
要

湖
重

渋
の

の
と

部
こ

心
す

中
ら

ン
滅
*

ド
上
絆

ン
以
?

ロ
れ
は

重要 85 78 48 57 50
どちらでもない 7 6 13 13 u
重要でない 8 14 35 27 36

滯課金制度に賛成か
、

反対
?

友賛 40 39 50 59 48
どちらでもない 19 18 18 15 21

ふり膠 40 4l 31 24 28
人
し

個
轡

に
謬

た
像

な
ツ

あ
の

が
る

毀
す

制
響

の
影
?

こ
に
か

はい 69 62 58 60 53

いいえ め 35 42 約 46

課金は効果的になるか / 効
果的であったか? *

的果 お 72 " 鉛 税
全然効果なし 18 18 に,〕 祷れ性 AY

す
い轢をら量

滅
運
/

交
る

は
れ

金
さ

課
想

滯
手
!

渋
と
る

同意する 璃 50 73 " ね
どちらでもない ブ‘ 〔さ AU ワ‘ 6る
同意しない 36 36 15 員 “

公共交通力把文害される限り
、

課金に我慢する !

同意する 臨 翰 85 幻 税
どちらでもない 強 吃 Qu ハ』 ぬU
意しない 聰 吃 m 0O 12

自動車の移動が改善さ
限り

、
課金に孑刺曼する !

同意する 聰 聰 “ “ $
どちらでもない 臨 聰 ハソ 13 蜷
同意しない 臨 吃 20 16 22

* この結果には｢分からない｣は含まれない。 ** ドライバーだけの質問
** 2003年4月からこの質問には｢ロンドン市内渋滞課金制度は、 ロンドン都心の交通渋滞を緩和してい

る｣という前置きが付けられている。

し
た
。

今
後
は
、
ロ
ン
ド
ン
市
内
の
自
治
区
と
の
非
公
式
契
約

(貫
け
Hロー巴
g
m品
の日
g
･
、
西
部
拡
大
の
詳
細
実
施
計
画

(の
目
のB
の
○
且
巴

案
の
作
成
及
び
案
に
対
す
る
意
見
聴

取
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
新
聞
報
道

(二
〇

〇
四
年

三

月
三
〇
日
、
燭
日
g
oぶ
屡
ヨ
ヨ
①の)
に
よ
れ
ば
、

区
域
拡
大
の
導
入
時
期
は
、
二
〇
〇
六
年
後
半
と
い
う
当

初
の
予
測
よ
り
遅
れ
、
二
〇
〇
七
年
二
月
頃
に
ず
れ
込
む

可
能
性
が
高
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

2

｢交
通
戦
略
改
訂
版
｣
に
示
さ
れ
た
課
金
区
域
西
部

拡
大
計
画
の
概
要

=

課
金
区
域
･
課
金
の
対
象
日
･
対
象
時
間

ハ
ロ
ー
ロ
ー
ド
、
ウ
ェ
ス
ト
ク
ロ
ス
ル
ー
ト
、
ア
ー
ル

ズ
コ
ー
ト

･
ワ
ン
ウ
ェ
イ
シ
ス
テ
ム
及
び
チ
ェ
ル
シ
ー

･

エ
ン
バ
ン
ク
メ
ン
ト
で
囲
ま
れ
る
西
部
地
域
を
取
り
込
む

よ
う
に
既
存
の
課
金
区
域
を
拡
張
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ

て
い
る

(た
だ
し
代
替
案
も
検
討
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
)

(図
7
)。

課
金
日
時
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
半
ま
で

(祝
祭
日
は
除
く
)
と
い
う
課
金

時
間
帯
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
既
存
制
度
と
同
様

で
あ
る
。

た
だ
し
、
ロ
ン
ド
ン
中
心
部
の
夜
間
営
業
を
助
け
る
た

め
に
課
金
終
了
時
刻
の
午
後
六
時
へ
の
繰
り
上
げ
が
検
討

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
か
ら
新
年
ま

“ 道行セ 20053



で
の
課
金
日
に
つ
い
て
課
金
の
中
止
も
検
討
さ
れ
る
予
定

で
あ
る

(な
お
、
こ
の
変
更
が
実
施
さ
れ
た
場
合
は
、
既

存
の
区
域
と
拡
大
さ
れ
た
区
域
の
両
方
に
適
用
さ
れ
る
)。

②
課
金
額
･
課
金
の
徴
収
方
法

既
存
制
度
と
同
様
に
全
車
種
一
律
一
日
五
ポ
ン
ド
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。
課
金
額
は
、
既
存
の
区
域
と
拡
大
後
の

区
域
を
統
合
し
て
一
元
的
料
金
と
す
る
こ
と
が
提

案
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
既
存
の
課
金
徴
収
方
法
以
外
に
、
G
P

S
、
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
及
び
移
動
通
信
技
術
の

課
金
徴
収
方
法
へ
の
活
用
可
能
性
を
調
査
す
る
と

さ
れ
て
い
る
。

㈱

課
金
区
域
拡
大
の
実
施
費
用
･
課
金
区
域
拡
大
の

予
測
効
果

課
金
区
域
拡
大
の
実
施
費
用
は
、
一
億
~
一
億

二
、
0
0
0
万
ポ
ン
ド
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

課
金
区
域
の
拡
大
に
よ
り
、
拡
大
さ
れ
た
区
域

の
交
通
量
を
課
金
時
間
帯
で
五
~
-
○
%
減
少
さ

せ
、
渋
滞
を

一
0
~
二
0
%
軽
減
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
既
存
の
区
域
の
内
部
で
は
、
区
域
拡
大

に
よ
り
、

一
~
二
%
の
交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
る
。

3

市
民
等
の
反
応

｢
ロ
ン
ド
ン
市
内
渋
滞
課
金
制
度
の
西
方
拡
張
l利

害
関
係
者
及
び
一
般
公
衆
へ
の
諮
問
後
の
市
長
へ
の
報
告

書
｣
に
よ
れ
ば
、
課
金
区
域
の
西
部
拡
大
計
画
に
つ
い
て
、

諮
問
に
回
答
し
た
住
民
の
う
ち
二
人
%
が
計
画
支
持
、
六

二
%
が
計
画
不
支
持
と
回
答
し
て
い
る
。

一
方
、
同
じ
く
諮
問
に
回
答
し
た
企
業
の
う
ち
一
八
%

が
計
画
支
持
、七
二
%
が
計
画
不
支
持
と
回
答
し
て
い
る
。

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ
ラ
イ
ジ
ン
グ

1

ダ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
橋

(実
施
中
)

ロ
ン
ド
ン
東
部
の
ダ
ー
ト
フ
ォ
ー
ド
に
は
M
25
環
状
道

路
の
一
部
と
し
て
テ
ム
ズ
両
岸
を
結
ぶ
二
本
の
ト
ン
ネ
ル

が
供
用
さ
れ
て
い
た
が
、
慢
性
的
な
渋
滞
に
悩
ま
さ
れ
て

い
た
。
そ
こ
で
、
渋
滞
緩
和
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
ダ

ー
ト
フ
ォ
ー
ド
橋

(潔
ロ
け
a
判
す
こ
ロ
o
o六
Q
o
のの曰
也

が

建
設
さ
れ
、
一
九
九
一
年
一
〇
月
三
〇
日
よ
り
有
料
道
路

と
し
て
供
用
開
始
さ
れ
た
。

建
設
の
根
拠
法
で
あ
る

一
九
八
八
年
の
□
P[ヰ
o
HQ
-

弓
官
ロ
o
o封
o
5
のの日
豊
治
(□
Dコ
け
盈
虚
官
コ
o
oズ
o
o
のれ
□
m

き
●
は
、
建
設
費
用
の
償
還
期
間
を
二
〇
年
間
と
し
た

う
え
で
、
通
行
料
収
入
を
建
設
費
の
償
還
に
充
当
す
る
こ

と
を
規
定
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
一
九
九
九
年
二
月
の
段
階
で
二
〇
0
三
年
九

月
に
は
改
修
工
事
費
分
ま
で
の
償
還
も
完
了
す
る
と
の
見

通
し
が
た
っ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
以
後
に
通
行
料
課
金
を

継
続
す
べ
き
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
課
金
の
廃
止
は
M
姫
環
状
道
路
東
部
の
交
通

量
増
加
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
た
た
め
、

二
〇
0
三
年
以
降
も
課
金
を
継
続
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
一
九
八
八
年
法
で
は
課
金
の
継
続
に

対
応
し
き
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
以
外
の
地
方
自

治
体
に
も
一
定
の
条
件
下
で
ロ
ン
ド
ン
と
同
様
の
ロ
ー
ド

道イテセ 2005.3 β

出典 : ｢The M ayorsT ransportstrategy R evision｣ (M ayorofLondon、 2004.8) p.11

図 7 既存の課金区域と課金区域の拡大が提案された西部区域
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プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
を
認
め
た
二
〇
〇
〇
年
交
通
法

②

二
〇
〇
〇
年
交
通
法
に
よ
る
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

(炉
穹
ので
oユ
>
R
8
oe

に
基
づ
き
、
二
〇
〇
二
年
四
月

の
導
入

四
日
に
新
た
に
詳
細
実
施
計
画

(弓
ゴ
①
>
鍔
N
弓
[口
臭

男
o
“o
(g
ユ
流oa
-･浮
こ
ロ
o
o寿
Q
o
粉
日
釣
合
彗
鱒
目
循
の
og
日
↓

○
五
g
N
O
O
け

が
成
立
し
た
。
な
お
、
課
金
収
入
は
同
橋

の
維
持
管
理
等
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

2

ダ
ー
ラ
ム
(実
施
申
)

勘

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
ま
で
の
経
緯

ダ
ー
ラ
ム
市
の
川
に
囲
ま
れ
た
半
島
状
に
突
出
し
た
旧

市
街
は
、
ダ
ー
ラ
ム
寺
院
と
城

(世
界
遺
産
)、
大
学
、

住
居
等
か
ら
成
っ
て
い
る
。
こ
の
半
島
部
へ
車
で
ア
ク
セ

ス
す
る
場
合
、
混
雑
し
た
観
光
地
で
あ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
･

プ
レ
イ
ス
と
サ
ド
ラ
ー
通
り
を
通
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。課

金
導
入
前
の
一
九
九
二
年
三
一月
に
は
こ
れ
ら
の
狭

い
通
り
を
一
日
当
た
り
約
三
、
六
〇
〇
台
が
通
行
し
、
約

一
七
、
0
0
0
人
の
歩
行
者
が
通
行
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、

一
九
九
四
年
に
ダ
ー
ラ
ム

･
カ
ウ
ン
テ
ィ

･
カ
ウ
ン
シ
ル

は
マ
ー
ケ
ッ
ト
･
プ
レ
イ
ス
と
サ
ド
ラ
ー
通
り
へ
の
車
両

ア
ク
セ
ス
の
制
限

(進
入
車
両
の
重
量
制
限
、
バ
ス
の
進

入
禁
止
等
)
を
開
始
し
た
。
そ
の
結
果
、
車
両
通
行
量

は
一
日
当
り
二
、
0
0
0
台
に
減
少
し
た
が

(制
限
前
よ

り
四
五
%
減
)、
そ
れ
で
も
な
お
、
歩
行
者
へ
の
大
き
な

障
害
に
な
っ
て
い
た
。

の
導
入

二
〇
〇
〇
年
交
通
法
の
制
定
は
、
以
下
の
四
点
を
主
な

目
的
と
す
る
道
路
利
用
者
課
金
に
よ
っ
て
、
ダ
ー
ラ
ム
市

旧
市
街
の
交
通
問
題
に
対
し
て
、
以
下
の
よ
う
な
有
効
な

解
決
法
を
と
る
機
会
を
与
え
た
。

･
歩
行
者
の
安
全
性
の
改
善

･
身
障
者
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善

･
世
界
遺
産
地
域
の
活
性
化

圓鬮 課金対象道路

鬮鬮 車両進入禁止道路

出典 :D urham C ounty C ound lのH P
(http:〃･vw ･v.durham .gov.uk/dum am cc/uspJ1s"pw s
C harge十Saddler十Street十M arket十Place十D urhanr1)

図 8 課金対象道路とサドラー通りの様子

･
市
中
心
部
の
活
動
地
域
と
し
て
半
島
部
の
生
命
力
を

保
持

二
〇
〇
〇
年
交
通
法
に
基
づ
き
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
よ

り
、
月
曜
か
ら
土
曜
の
一
〇
時
か
ら
エ
ハ時
に
サ
ド
ラ
ー

通
り
を
通
行
す
る
車
両
に
対
し
、
ニ
ポ
ン
ド
の
課
金
が
開

始
さ
れ
た

(課
金
時
間
帯
以
外
は
無
料
)
(図
8
)。
課
金

の
徴
収
は
、
旅
行
者
の
利
便
や
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
入
り

口
で
の
混
雑
防
止
の
た
め
、
出
口
で
行
う
こ
と
と
さ
れ
、

通
行
料
の
支
払
と
通
行
免
除
許
可
証
を
検
知
す
る
装
置
と

連
動
す
る
ボ
ラ
ー
ド

(車
止
め
の
低
い
鉄
柱
)
が
出
口
に

設
置
さ
れ
た
。
な
お
、
通
行
料
を
支
払
わ
な
く
と
も
ボ
ラ

ー
ド
を
通
過
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
そ
の
場
合
、
そ
の

車
両
は
監
視
カ
メ
ラ
に
よ
り
撮
影
さ
れ
、
後
日
三
0
ボ
ン

ド
以
下
の
罰
金
通
知
を
交
付
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。以

下
の
車
両
は
課
金
を
免
除
ま
た
は
減
免
さ
れ
る
。

･
恒
久
的
な
居
住
者
の
車
両

･
公
共
輸
送
車
両

･
緊
急
車
両

･障
害
者
乗
車
車
両

課
金
収
入
は
、
大
聖
堂
へ
の
新
た
な
バ
ス
サ
ー
ビ
ス
と

身
障
者
へ
ス
ク
ー
タ
ー
を
提
供
す
る
のけ
obヨ
o富
三
て計
画

へ
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

③

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
の
効
果

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
の
効
果
は
車
両
通
行
台
数

の
大
幅
な
減
少
に
表
れ
て
い
る
。
一
九
九
一
年
三
一月
一
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三
日
の
サ
ド
ラ
ー
通
り
の
通
行
台
数
は
三
、
六
〇
〇
台
で

あ
り
、
交
通
規
制
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
成
果
が
定
着
し
た

二
〇
〇
一
年
で
は
一
、
0
0
0
台
程
度
と
な
っ
た
。
課
金

制
度
導
入
後
の
二
〇
〇
二
年
=
一月
一
三
日
は
五
四
七
台

(
一
九
九
一
年
比
八
五
%
減
)
と
な
り
、
そ
の
後
は
更
に

減
少
傾
向
に
あ
る

(図
9
)。
特
に
物
流
車
の
減
少
が
著

し
く
、
課
金
時
間
帯
を
含
む
九
時
か
ら
一
七
時
一
五
分
に

お
け
る
通
行
台
数
は
、
二
〇
〇
一
年
に
は
一
日
当
た
り
二

〇
二
台
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
三
年
に
は
九
七
台
と
、
約

半
数
と
な
っ
た
。

ま
た
、
歩
行
者
数
は
二
〇
〇
三
年
の
同
時
期
と
比
較
す

る
と
、
二
〇
〇
三
年
に
は
約

一
0
%
増
加
し
た

(図
中
)。

3

エ
ジ
ン
バ
ラ

(検
討
中
)

エ
ジ
ン
バ
ラ
市
は
、
二
〇
〇
六
年
中
頃
以
降
、
交
通
渋

滞
、
駐
車
問
題
、
大
気
汚
染
の
増
加
へ
の
対
抗
措
置
と
し

て
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
開
始
す
る
こ
と
を
検
討
し

て
い
る
。

エ
ジ
ン
バ
ラ
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
詳
細
実
施
計
画

(弓
言

□
攝
コ
m
島
忌
日
鱈

n
o
□
㈱
総
o
コ
辞
彗
四
口
鈎
o
a
巴

で
提
案
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
ス
キ
ー
ム
は
、
市
中
心
部

コ
ー
ド
ン

(お
お
よ
そ
世
界
遺
産
の
境
界
地
域
)
と
シ
テ

道行セ 20053 6
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ィ
バ
イ
パ
ス
内
側
の
市
中
心
部
外
側
コ
ー
ド
ン
ヘ
進
入
す

る
車
両
に
対
し
、
七

"
0
0
~
一
人
…
三
〇
ま
で
の
間

(市
中
心
部
外
側
コ
ー
ド
ン
は
ピ
ー
ク
時
間
の
七
…
○
○

~

-
○
…
0
0
の
み
)、
ニ
ポ
ン
ド
の
料
金
を
課
す
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
課
金
収
入
は
、
二
〇
年
以
上
の
期
間
の

合
計
で
一
五
億
ポ
ン
ド
が
ト
ラ
ム
網
を
含
む
地
域
交
通
の

整
備
の
た
め
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

(図

=
)。五

藁
国
食
害
へ
の
□
ー
ド
ヲ
ラ
イ
シ
ン
グ
適

用
の
フ
イ
ジ
ビ
リ
テ
イ
調
査

運
輸
大
臣

(弓
灯

の
oR
の封
切

魚

の
言
お
す
門
弓
H胃
考
o己

は
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
、
現
有
の
道
路
容
量
の
有

効
利
用
に
ど
の
程
度
資
す
る
か
を
検
討
す
る
た
め
に
包
括

的
な
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
を
実
施
し
、
二
〇
〇
四
年
七

月
に
調
査
報
告
書
で
あ
る

｢英
国
に
お
け
る
ロ
ー
ド
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
に
関
す
る
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ
ィ

･
ス
タ
デ
ィ
｣

(罷
8
等
*--堵
の日
号

o吟
Ho
mo
せ
き
日
鵤
日
暮
の
[一閃
)
を
公
表

し
た
。
以
下
こ
の
フ
ィ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
の
概
要
に
つ
い

て
述
べ
る
。

1

世
論
の
重
要
性

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
世
論
が

こ
の
制
度
の
導
入
を
望
ん
で
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
国
民
が
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
を

支
持
す
る
か
否
か
は
、
国
民
が
関
心
を
寄
せ
て
い
る
問
題

に
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
が
解
決
策
と
な
る
か
ど
う
か
で

あ
る
。
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
、
単
な
る
歳
入
増
の
手

段
で
は
な
く
、
交
通
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
全
体
の
便
益

を
生
み
出
す
た
め
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

2

交
通
の
現
在
と
未
来

自
動
車
交
通
量
が
さ
ら
に
増
大
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
そ
れ
に
伴
い
渋
滞
が
増
加
し
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
が
広

が
る
。
ト
リ
ッ
プ
長
、
自
動
車
一
台
あ
た
り
の
搭
乗
者
数

も
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。
渋
滞
対
策
は
、
公
共
交
通
機

関
の
改
善
、
道
路
容
量
の
増
加
、
土
地
利
用
計
画
の
改
善
、

カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
パ
ー
ク

･
ア
ン
ド

･
バ
ス
ラ
イ
ド

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
し
か
し
、
交
通
需
要
が
高
い
地
域

で
は
、
こ
れ
ら
対
策
に
よ
り
交
通
需
要
を
削
減
し
て
も
す

ぐ
に
新
し
い
需
要
が
生
じ
る
の
で
、
そ
の
効
果
は
長
続
き

し
な
い
。

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
、
交
通
を
時
間
と
場
所
で
区

別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
渋
滞
の
解
消
を
目
指
す
だ
け
で
な

く
、
大
気
汚
染
な
ど
の
環
境
費
用
の
削
減
も
目
的
と
し
て

い
る
。

3

全
国
的
な
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
役
割

現
在
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
で
は
料
金
所
、
自
己
申

告
、
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
ー
ブ
タ
グ

(※
1
)
及
び
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
自
動
認
識

(※
2
)
な
ど
の
方
法
が
使
用
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
方
法
は
市
内
中
心
部
を
取
り
扱
う

場
合
に
は
効
果
的
で
あ
っ
て
も
、
道
路
等
イ
ン
フ
ラ
に
よ

っ
て
明
確
な
境
界
線
が
設
定
で
き
な
い
よ
う
な
複
雑
で
大

規
模
な
都
市
部
に
は
対
応
で
き
な
い
。
し
か
も
、
こ
れ
ら

の
方
法
で
は
ゾ
ー
ン
内
の
移
動
回
数
、
移
動
距
離
を
識
別

で
き
な
い
。

時
間
別
、
距
離
別
及
び
場
所
別
に
課
金
す
る
こ
と
が
で

き
、
環
境
費
用
を
含
む
様
々
な
目
標
を
設
定
で
き
る
技
術

が
全
国
的
に
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
展
開
し
て
い
く
際

の
鍵
と
な
る
。
お
そ
ら
く
G
P
S
を
利
用
し
た
高
度
な
車

載
器
が
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
ど
の
水
準
の
技
術
が

必
要
と
な
る
か
は
、
制
度
の
要
求
す
る
精
度
及
び
今
後
の

技
術
開
発
の
進
展
に
左
右
さ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
二
○

一
四
年
ま
で
は
G
P
S
を
利
用
し
た
車
載
器
等
が
廉
価
に

市
販
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
推
測
し
て
い
る
。

運
輸
省
(□
8
目
日
の巳
庁
｢
弓
｢営
冶
o己
の
全
国
交
通
モ
デ

ル

(※
3
)
の
予
測
結
果
で
は
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

を
全
国
的
に
適
切
に
導
入
す
れ
ば
、
都
市
部
の
渋
滞
を
ほ

ぼ
半
減
さ
せ
、
大
気
汚
染
、
騒
音
及
び
社
会
分
断
な
ど
の

環
境
上
の
問
題
を
大
幅
に
改
善
で
き
る
可
能
性
が
示
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
効
果
は
自
動
車
の
半
数
以
上
が
燃

料
税
と
し
て
支
払
う
額
よ
り
も
少
な
い
額
を
ロ
ー
ド
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
よ
う
な
制
度
設
計
に
よ
っ

て
達
成
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
の
全
国
的
な
導
入
に
よ
り
年
間
一
〇
〇
億
~
一
二
〇

億
ポ
ン
ド
の
時
間
費
用
の
節
約
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
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る
。全

国
的
な
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
に
は
設
置

費
、
運
用
費
及
び
支
払
い
･
問
合
せ
を
処
理
す
る
た
め
の

事
務
管
理
費
等
年
間
に
し
て
三
〇
億
ポ
ン
ド
を
下
ら
な
い

と
推
定
さ
れ
る
。
特
に
、
車
載
器
の
費
用
が
最
大
と
な
る

の
で
、
政
府
と
し
て
は
、
産
業
界
と
協
力
し
て
、
適
切
か

つ
廉
価
な
車
載
器
を
開
発
し
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
な
ど
他
の
技
術
と
の
シ
ナ
ジ
ー

(相
乗
効
果
)
を
追
求

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

イ
シ
ン
グ
導
入
に
よ
っ
て
自
動
車
税
の
取
扱
い
を
ど

う
す
る
か
の
提
案
を
作
成
す
る

･
道
路
利
用
者
の
意
向
と
行
動
に
関
す
る
詳
細
な
調
査

計
画
を
策
定
す
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
社
会
の
各
層

の
様
々
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
正
し
い
効
果
が
得
ら

れ
る
価
格
を
維
持
し
つ
つ
道
路
利
用
者
に
訴
求
力
の

あ
る
課
金
提
案
を
作
成
し
評
価
す
る

･
現
行
の
技
術
の
試
験
評
価
を
続
け
、
改
善
す
る
、

な
ど
。

※
1
!
マ
イ
ク
ロ
ウ
ェ
!
ブ
を
使
っ
た
長
距
離
の
読
取
り
が
可
能
な
非

接
触
式
の
I
D
及
び
デ
ー
タ
蓄
積
シ
ス
テ
ム
。

※
2
ー
高
輝
度
C
C
D
カ
メ
ラ
に
よ
り
得
ら
れ
る
画
像
か
ら
、
ナ
ン
バ

ー
プ
レ
ー
ト
上
の
す
べ
て
の
文
字
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
認
識
し
、

各
車
両
の
デ
ー
タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
り
読
み
込
む
シ
ス
テ

ム
。

※
3
ー
運
輸
省
が
様
々
な
交
通
政
策
の
比
較
分
析
を
す
る
た
め
の
ツ
ー

ル
と
し
て
開
発
し
た
自
動
車
を
は
じ
め
複
数
の
交
通
手
段
を
対

象
に
し
た
総
合
的
な
モ
デ
ル
。
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〇
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日
o已
自
費
m
l
の
の8
□Q
安
部
目
｣

刃
g
oユ
。
(二
〇
〇
四
年
四
月
)

◎

、野
営
の℃
oコ
窓
｢
サ
ob
Q
oロ
も男
g
o
コ
ぢ
茸
の
K
Oて
o｢
罷
o-け
そ
穹
喰

n
oロのに古
野一宮○ロ
ノキ二島}
②-漏昊あ
げ0一Q①-“!
□
この“コ@②の①字
Ô)守】①｢
○)門鰭朴雪口
のP□
○□の

営
o
B
巴
y
を
昌
隻

(二
〇
〇
四
年
七
月
)

⑥
区
淺
o[
o吟
せ
obQo丸
-□
]①
宝
"てo『け
コ
鴛
臀
oコ
の#
嘗
の塑
男
のく凝
5
ロ.

(二
〇
〇
四
年
八
月
)

⑦
□
考
当
日
旨
[
封
｢
自
国
□者
o蕁
匙
忽
皀
淨
巨
窃
の言
号
o｢
3
"0
せき
目
m
言

彗
の
【只
海
の日
Qて
寄
せ目

(二
〇
〇
四
年
七
月
)

道イテセ 2005,3 Z7

4

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
導
入
に
向
け
た
課
題

中
央
政
府
は
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
導
入
に
向
け
て

法
令
上
の
環
境
整
備
に
加
え
て
関
係
行
政
機
関
、
地
方
自

治
体
、
利
害
関
係
者
と
の
協
議
で
き
る
枠
組
み
な
ど
も
整

備
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
方
、
地
方
自
治
体
は
ロ

ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
要
素
と
す
る
交
通
戦
略
を
策
定
す

る
必
要
が
あ
る
。

中
央
政
府
と
関
係
行
政
機
関
は
地
方
自
治
体
に
ロ
ー
ド

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
奨
励
し
、
導
入
の
た
め
の
専
門
的
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
等
支
援
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

政
府
が
全
国
的
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
向
け
て
取
る

べ
き
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
主
に
次
の
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。

.
国
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
、
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
の
情
報
を
国
民
に
提
供
し
、
議
論
を
先
導
す
る

･
道
路
利
用
者
か
ら
の
課
金
の
収
受
法
、
ロ
ー
ド
プ
ラ



鱗
圓
薹
讓
鬱
‐蜷
鸚
/
轡
国
の
圓
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
状
況
に
つ
い
て
鱗
圓
薹
襲
鬮

鰹
ぞ魂
臨
も獨
豊
欄
埣沙羸
露
駒
鷲

村
山
明
生

曰

米
国
の
バ
リ
ュ
ー
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
バ

イ
圓
ツ
ト
ブ
□
ジ
E
ク
ト

ー

バ
リ
ュ
ー
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
と
は

米
国
で
は
、
市
場
原
理
に
基
づ
く
渋
滞
緩
和
へ
の
取
組

み
の
こ
と
を
、
広
く
バ
リ
ュ
ー
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

(<
巴
こ
の

ャ
き
目
也

と
呼
ん
で
い
る
。
バ
リ
ュ
ー
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
、

ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

(力
o
po
せ
き
目
也

よ
り
も
広
い

意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、
高
速
道
路
等
の
道
路
の
使
用
へ

の
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

(課
金
)
の
み
な
ら
ず
、
多
人
数
乗
車

車
両

(雲
超
す
o
o
o自
営
oて
<
母
国
布

(以
下

｢
H
O
V
｣

と
い
う
。と

レ
ー
ン
の
使
用
、
車
両
の
使
用
、
駐
車
場
の

使
用
へ
の
課
金
な
ど
、
多
様
な
課
金
戦
略

(勾
行
目
領

の
口
巴
諸
拓
也

が
そ
の
意
味
の
中
に
含
ま
れ
る
。

一
九
九
人
年
、
米
国
で
は
、
二
一
世
紀
交
通
最
適
化
法

　　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(弓
田
◇
ぬ
□
)
に
基
づ
き
、
バ
リ
ュ
ー
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に

関
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
州
、
地
方
自
治
体
又
は
そ
の
他
公
的
機

関
に
よ
る
広
範
か
つ
広
く
多
様
な
課
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

創
設
、
運
用
、
モ
ニ
タ
ー
に
対
し
、
連
邦
資
金
を
助
成
す

る
も
の
で
あ
る
。こ
の
助
成
を
受
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、

バ
リ
ュ
ー
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

･
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
。

2

課
金
戦
略
の
タ
イ
プ

現
在
、
米
国
で
実
施
中
又
は
検
討
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
、
大
き
く
、
｢A

既
存
道
路
へ
の
課
金
｣
、
｢B

新

規
レ
ー
ン
へ
の
課
金
｣
、
｢C

既
存
ま
た
は
建
設
中
の
有

料
道
路
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
へ
の
課
金
｣
、
｢D

駐
車
や

車
両
の
使
用
へ
の
課
金
｣
と
い
う
四
つ
の
課
金
戦
略
の
タ

イ
プ
に
分
類
さ
れ
る
。
各
課
金
戦
略
の
タ
イ
プ
で
実
際
に

実
施
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
表
に
示
し
た
通
り

で
あ
る
。

二
以
降
で
は
、
実
施
中
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
、
｢カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト

一
五
号
線
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
｣
、
｢
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ス
テ
ー
ト
ル
ー
ト
九

一

号
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
｣
、
｢
テ
キ
サ
ス
州
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー

ト
一
〇
号
線
、
u

s
,

ハ
イ
ウ
ェ
イ
二
九
〇
号
線
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
｣、
｢
フ
ロ
リ
ダ
州
リ
ー
郡
の
有
料
橋
に
お
け
る
変

動
課
金
｣
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要
を
紹
介
す
る
。
ま
た
、

既
存
の
無
料
道
路
に
可
変
料
金
課
金
を
導
入
す
る
際
の
よ

り
公
平
な
方
法
を
検
討
す
る
中
で
展
開
さ
れ
て
き
た
新
し

い
課
金
概
念
で
あ
る
F
A
I
R

(舸
"の[
g
o
甘
言
ヨ
名
目
盛

力
諸
E
彗
-き
巴

レ
ー
ン
に
つ
い
て
も
紹
介
す
る
。

脇 道イテセ 2005.3



1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト
一
五
号
線

(I
ー
郎
)
(写
真
1
)

霊

力
リ
フ
オ
ル
三
戸
州
イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヲ震う 表 課金戦隧姦総務蓼施中のプ□ジエクト

に
制
限
の
な
い
、
無
料
の
本
線
車
線
で
は
混
雑
が
発
生
し

て
い
た
。
そ
こ
で
、
運
転
者
の
み
の
乗
車
車
両

(の目
的布

o
8
旨
営
【
く
嵜
行
お

(以
下

｢
S
O
V
｣
と
い
う
。
)
)
に

対
し
て
有
料
で
H
O
V
レ
ー
ン
を
開
放
す
る
こ
と
に
よ

り
、
余
剰
容
量
を
有
効
利
用
す
る
と
と
も
に
、
本
線
車
線

の
エ
ク
ス
プ
レ
ス
レ
ー
ン
は
、
一
九
八
八
年
に
二
名
以
上

乗
車
の
H
O
V
の
み
が
通
行
可
能
な
二
車
線
の
H
O
V
レ

ー
ン
と
し
て
、
本
線
車
線

(片
側
四
車
線
の
計
八
車
線
)

の
中
央
分
離
帯
部
分
に
開
通
し
た
が
、
利
用
者
が
少
な
く

余
剰
容
量
が
存
在
し
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、
乗
車
人
員

課金戦略のタイプ 実施中のプロジェクト

A . 既存道路の使用への課金

運転者のみの乗車車両は利用が禁止されてい
る既存のH O V レーンを有料で利用すること
を認める

特定地域に入る場合に道路や橋で課金する
(コードントール)

1車線か、 それ以上の一般車線を有料化し、
混雑時に交通量の多い無料車線を利用した車
両には、 有料車線を利用できるようクレジッ
トを与える (F A I R レーン)

運転者のみの乗車車両は利用が禁止されてい
る既存のH O V レーンを有料で利用すること
を認める

･カリフォルニア州インターステート15号線
･テキサス州インターステート10号線
･テキサス州U ,Sノ、イウェイ290号線

特定地域に入る場合に道路や橋で課金する
(コードントール)

1車線か、 それ以上の一般車線を有料化し、
混雑時に交通量の多い無料車線を利用した車
両には、 有料車線を利用できるようクレジッ
トを与える (F A I R レーン)

B . 新規レーンの使用への課金

既存の高速道路に新規の有料車線を建設する

新規のH O V レーンにおいて、 乗員基準を満
たしていない車両の有料利用を認める

混雑する幹線道路の交差点に、 有料のバイパ
スレーンを建設する

既存の高速道路に新規の有料車線を建設する ･カリフォルニア州ステートルート91号線

新規のH O V レーンにおいて、 乗員基準を満
たしていない車両の有料利用を認める

混雑する幹線道路の交差点に、 有料のバイパ
スレーンを建設する

C . 既存または建設中の有料道路、 橋梁、 トン

ネルの使用への課金 ･カリフォルニア州オレンジ郡のサンホアキン
ヒル有料道路 (ピークプライシング)

･フロリダ州リー郡の有料橋 (変動課金)
･ニューヨーク州ニューヨーク都市部のハドソ
ン川横断路 (変動課金)

･一ユージャージー州のニュージャージー ･タ
ーンパイク (変動課金)

D . 駐車や車両の使用への課金

走行距離を基準として保険料、 税金、 リース
料金などを決定し、 課金する

カーシェアリングによりマイカーを持たない
人の移動時間を短縮する (特に自動車での交
通の方が便利なオフピーク時)

都市部で駐車場を提供する地主や雇用主に、
H O V 車両や短時間駐車だけにスペースを提
供するためのインセンティブを与えるため、
駐車スペースの供給を制限することで運転者
のみの乗車車両の駐車費用を増加させる (キ
ャッシュアウト (C ash o ut))

走行距離を基準として保険料、 税金、 リース
料金などを決定し、 課金する

･ジョージア州アトランタ (走行距離を基準と
した保険)
･ミネソタ州 (自動車固定費の変動化)
･オレゴン州 (走行距離を基準とした道路利用
料)

･ワシントン州シアトル (G P S による課金)

カーシェアリングによりマイカーを持たない
人の移動時間を短縮する (特に自動車での交
通の方が便利なオフピーク時)

.カリフォルニア州サンフランシスコ

都市部で駐車場を提供する地主や雇用主に、
H O V 車両や短時間駐車だけにスペースを提
供するためのインセンティブを与えるため、
駐車スペースの供給を制限することで運転者
のみの乗車車両の駐車費用を増加させる (キ
ャッシュアウト (C ash o ut))

･ワシントン州シアトル (プロジェクト休止)

一般家庭に毎週一定額を支給する代わりに、
所有車両のうち一台を使わないようにしても
らい、 どのような代替移動手段を利用したか
を記録してもらう (キャッシュアウト (C ash
o ut))

･ワシントン州シアトル

出典 : F H W A のH P
(http://w w w .鑪w a.dot.gov/policy/otps/typesproj,m m http://w w w .鉦w a,dot.gov/policy/otps/projdesc,m m
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の
混
雑
を
緩
和
す
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
た
、
H
O
V
レ

ー
ン
の
低
乗
車
車
両
課
金

(露
警
o
o8
せ営
oミ
弓
o□
(以

下

｢H
O
T
｣
と
い
う
。))
レ
ー
ン
化
計
画
が
立
案

･
導

入
さ
れ
た
。

I
l
胚
の
H
O
T
レ
ー
ン
化
計
画
は
、
一
九
九
六
年
一

二
月
か
ら
三
年
間
の
実
証
実
験
と
し
て
、
連
邦
道
路
局

(舶
のo
R
巴
国
超
す
名
義

>
Q
B
自
国
攝
g
口
(F
H
W
A
))
の

バ
リ
ュ
ー
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
補

助
を
受
け
、
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
行
政
連
合

(の
き
□
お
m
o

◇
粉
8
圏
ロ
自

負
Q
9
のB
白
目
窃

(以
下

｢
S
A
N
D
A
G
｣

と
い
う
。))
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。
計
画
は
二
段
階
で
実

施
さ
れ
、
第

一
段
階
の
エ
ク
ス
プ
レ
ス
･
パ
ス

(□
×
℃
8
のり

好
め↓

計
画

(実
施
日
一
九
九
六
年
一
二
月
~
一
九
九
八

年
三
月
)
で
は
、
参
加
者
は
月
極
料
金
を
支
払
う
こ
と
に

よ
り
I
ー
15
エ
ク
ス
プ
レ
ス
レ
ー
ン
を
無
制
限
に
利
用
で

写真 1 -

San D ieg。A SS。Ciation ofG 0venm nents

き
た
。
第
二
段
階
の
I
ー
15
フ
ァ
ス
ト
ラ
ッ
ク

(慰
め刊
｢色

計
画

(実
施
日
一
九
九
九
年
三
一月
ま
で
)
で
は
、
時
間

帯
や
H
O
T
レ
ー
ン
の
交
通
量
に
基
づ
き
S
O
V
の
H
O

T
レ
ー
ン
利
用
料
金
が
変
化
す
る
可
変
料
金
制
が
実
験
さ

れ
た
。
こ
の
課
金
は
、
当
初
は
期
限
付
き
で
認
め
ら
れ
て

い
た
が
、
州
法
の
改
正
に
よ
り
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

2

H
O
T
レ
ー
ン
の
目
的

S
A
N
D
A
G
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る

｢HZ
J榊
"男
の
弓
>
]国
広

輯
拐
ゴ
呉
｣
(※
)
に
よ
れ
ば
、
計
画

の
主
な
目
的
は
、
｢H
O
V
レ
ー
ン
の
余
剰
容
量
を
利
用

す
る
こ
と
｣
、
｢I
-
邸
に
お
け
る
公
共
交
通
や
相
乗
り
サ

ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
、
I
ー
蟻
利
用
者
に
移
動
に
関
す
る

選
択
肢
を
提
供
す
る
こ
と
｣、
｢こ
の
計
画
が
交
通
渋
滞
を

緩
和
で
き
る
か
を
テ
ス
ト
す
る
こ
と
｣
と
さ
れ
て
い
る
。

3

課
金
額
と
そ
の
決
定
方
法

H
O
T
レ
ー
ン
を
S
O
V
で
通
行
し
よ
う
と
す
る
場

合
、
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
通
行
料
支
払
い
用
の
プ
リ
ペ
イ
ド

口
座
を
開
設
し
、
保
証
金
を
支
払
っ
た
上
で
車
載
器

命
皀
け
舜
タ
グ
)
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
課
金
は
、

S
O
V
が
D
S
R
C
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
さ
れ
た
ガ
ン
ト
リ

ー
を
通
過
す
る
際
に
、
車
内
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
装
着

さ
れ
た
慰
め弓
｢難封タ
グ
と
ア
ン
テ
ナ
間
の
通
信
に
よ
り
行

わ
れ
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
プ
リ
ペ
イ
ド
口
座
か
ら
自
動
的
に

弓
落
さ
れ
る
。

課
金
額
は
、
時
間
帯
に
応
じ
て
設
定
さ
れ
、
0
･
五
ド

ル
~
四
ド
ル
の
通
行
料
金
が
課
さ
れ
る
。
極
端
に
渋
滞
が

生
じ
た
場
合
は
、
最
大
八
ド
ル
ま
で
変
動
す
る
。
課
金
時

間
帯
は
、
五
…
四
五
~

±
…
0
0

(南
線
、
週
日
)、

三
代
0
0
~

一
九

"
0
0

(北
線
、
週
日
)
で
あ
る
。

週
末
は
終
日
課
金

(北
線
)
さ
れ
る
。

通
行
時
間
帯
別
の
料
金
予
定
表
は
、
過
去
六
カ
月
間
の

実
績
交
通
量
を
基
に
決
定
さ
れ
て
お
り
事
前
に
公
表
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
に
課
金
さ
れ
る
料
金
は
、
六
分

ご
と
に
計
測
さ
れ
た
交
通
量
を
も
と
に
決
定
さ
れ
、
料
金

は
六
分
間
隔
で
二
五
セ
ン
ト
ず
つ
変
動
す
る
。

通
行
料
は
H
O
T
レ
ー
ン
に
渋
滞
が
生
じ
な
い
よ
う
に

H
O
T
レ
ー
ン
の
実
交
通
量
を
基
に
決
定
さ
れ
、
本
線
の

交
通
量
は
考
慮
し
て
い
な
い
。
H
O
T
レ
ー
ン
の
最
大
交

通
容
量
に
対
し
て
実
交
通
量
が
少
な
い
場
合
は
通
行
料
が

下
が
り
、
逆
に
実
交
通
量
が
増
え
車
線
の
余
裕
容
量
が
減

少
す
る
と
通
行
料
は
上
昇
す
る
。
そ
の
た
め
、
実
際
の
通

行
料
金
は
、
料
金
予
定
表
の
料
金
と
異
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
実
際
の
料
金
は
、
H
O
T
レ
ー
ン
流
入
ラ
ン
プ
手
前

に
設
置
さ
れ
た
料
金
情
報
板
に
表
示
さ
れ
る
。

4

課
金
収
入
の
使
途

二
〇
〇
三
年
の
年
間
通
行
料
収
入
は
、
お
よ
そ
三
五
二

万
ド
ル
で
あ
る

(S
A
N
D
A
G
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
)
。

通
行
料
金
収
入
は
、
｢プ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
及
び
運
営
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に
関
し
て
発
生
す
る
コ
ス
ト
の
弁
済

(州
当
局
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
た
め
に
連
邦
政
府
か
ら
s
A
N
D
A
G
に
提
供
さ

れ
た
政
府
資
金
、
通
常
は
交
通
関
連
計
画
の
た
め
に
州
当

局
が
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
財
源
へ
の
償
還
)｢

｢
S
A
N
D
A
G
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
す
る
上
で
計

画
･
管
理
の
た
め
に
支
出
し
た
費
用

(事
業
運
営
費
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
高
速
パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
取
締
り
、
運

輸
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
)
の
償
還

(収
入
の
三
%
を
超
え
な

鮠

　
　

　
　

　

　

　

　

　
　

　
　
　

　

　

妙
餐

刷
'
＼

)

交

合

鈎

第

当
加

,

1

る

第

3

Y

間
増

俶

え

鯨※ 2… トリガーポイント :最適交通量 (※ 3 ) の上限の92%以上 (3,l28台 / 時間 ･方向)
※ 3 …最適交通量の上限 :91Express Lanesでは各日 ･各時間 ･各方向で3,400台

出典 ; ｢SR 91ExpressL anesTollpolicy｣ (http://w w w .octa,net/91express/policy/tollpolicy.pdf)

課金額決定プロセス (超ピーク (S uper Peak) (※ 1 ) 時の渋滞管理課金
ピーク :トリガーポイント (※ 2 ) に達するか、 これを超える交通量がみられる時間帯及

時間当たり料金増加 時間当たり料金を
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,リ
′、¥

イ
事、

る
･7

イ
ー

加

(

量

増

(
、
ト

通

争お
、美
、麹
き
ざ
こが
へ貼
三
風
回

め

上

金

ス

ン

交

諸

説
八月斧
余
し≧

日露
釜
ぬ

き轢
き壤

磨

ぎ

纖
海

鰺㈱

掻繃

　
　
　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　

　

　
　

,汲

9

シ
化計1“罨

な

選
〆熟
議
"総讓

　
　

　

　　

時
二通
･

超
び
ト

0
台
と
比
較
す
る
と
一
四
0
%
の
増
加
で
あ
る
o

、、

濃̂

で

超
刈

亘

カ
リ
ラ
寿
ル
ニ
ア
州
ス
テ
ー
ト
ル
ー
ト
丸

一
罨
線
づ
曰
ジ
晝
ク
ト

ー

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

ス
テ
ー
ト
ル
ー
ト
九
一
号
線

(S
R
班
)
の
エ
ク
ス
プ

レ
ス
レ
ー
ン
は
、

一
九
九
五
年

三

一月
に
、
渋
滞
の
ひ
ど

か
っ
た
区
間
の
道
路
中
央
に
新
設
さ
れ
た
四
車
線

(片
側

二
車
線
)
の
H
O
T
レ
ー
ン
で
あ
る

(従
前
の
本
線
車
線

数
は
八
で
あ
り
、
H
O
T
レ
ー
ン
が
新
設
さ
れ
た
区
間
の

総
車
線
数
は
-
一
二
。
課
金
は
、
E
T
C
シ
ス
テ
ム
を
用

い
た
時
間
帯
別
口
変
料
金
制
に
よ
り
テ
わ
れ
た
。
酒
一丁
こ

あ
た
っ
て
は
、三
名
以
上
乗
車
の
H
O
V
は
割
引
料
金
の
、

S
O
V
や
二
名
乗
車
車
両
は
正
規
料
金
の
支
払
い
が
必
要

で
あ

っ
た
。

当
初
、
H
O
T
レ
ー
ン
の
運
営
は
、
民
間
の
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア

･
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト

･
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
テ
ー
シ
ョ



ン

･
カ
ン
パ
ニ
ー

(n
巴
脳
o自
慰
電
コ
<
"
の
り
営
者
oR
芝
5
ロ

o
o
B
せ
き
て
(以
下

｢
C
P
T
C
｣
と
い
う
。
)
)
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
三
年
-
一
月
三
日
、
オ
レ
ン
ジ

カ
ウ

ン
テ
ィ
交
通
運
輸
公
社

(
0
[D
b
m
の
n
o
□
□
曙

弓
紐
b
ag
コ
p□
o
口
◇
こ
葺
o
謡
曙

(以
下

｢
O
C
T
A
｣
と
い

う
。こ

が
、
レ
ー
ン
運
営
権
を
二
億
七
五
0
ド
ル
で
購
入

し
、
現
在
は
、
O
C
T
A
が
運
営
を
行
っ
て
い
る
。

O
C
T
A
に
よ
る
買
収
後
の
二
〇
〇
三
年
五
月
一
九
日

か
ら
は
、
s
o
v
や
二
名
乗
車
車
両
が
通
行
に
あ
た
り
正

規
料
金
の
支
払
い
を
要
す
る
点
は
変
わ
ら
な
い
が
、
三
名

以
上
乗
車
の
H
O
V
に
つ
い
て
は
、
原
則
無
料
で
H
O
T

レ
ー
ン
を
通
行
で
き
る
よ
う
変
更
さ
れ
て
い
る
(た
だ
し
、

平
日
一
六
"
○
○
~

一
人
…
0
0
の
東
向
き
車
線
利
用
は

五
0
%
の
割
引
料
金
)。

2

H
O
T
レ
ー
ン
の
目
的

O
C
T
A
策
定
の
け
ニ
ャ
o
--oて
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
H

O
T
レ
ー
ン
の
主
な
目
的
は
、
｢安
全
性
･
信
頼
性

･
予

測
可
能
性
の
あ
る
通
行
機
会
の
提
供
｣、
｢
フ
リ
ー
フ
ロ
ー

速
度
で
の
交
通
容
量
の
最
適
化
｣
、
｢借
入
金
の
返
済
と
返

済
率
の
維
持
｣、
｢平
均
乗
車
人
員
の
向
上
｣
、
｢利
用
者
の

需
要
と
供
給

(道
路
容
量
)
の
バ
ラ
ン
ス
維
持
｣、
｢H
O

T
レ
ー
ン
の
財
政
的
健
全
性
を
維
持
す
る
た
め
の
十
分
な

収
入
の
確
保
｣
、｢S
R
明
連
絡
道
路
の
改
修
費
用
の
提
供
｣

課金額を維持、または
Exh満田の引き上げ対象灘

認
)

と
さ
れ
て
い
る
0

図 2 課金調整後プロセス (超ピーク時の課金調整額のみを対象とする)

3

課
金
額
と
そ
の
決
定
方
法

H
O
T
レ
ー
ン
を
通
行
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
ド
ラ
イ

バ
ー
は
、
I
j
胚
の
場
合
と
同
様
に
、
通
行
料
支
払
い
用

の
プ
リ
ペ
イ
ド
口
座
を
開
設
し
、
保
証
金
を
支
払
っ
た
上

鐵
飜

で
車
載
器

(舶
“のび
“槐
ハタ
グ
)
を
借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な

螺蛔
診

“
課

金
は
、
週
日
も
週
末
も
二
四
時
間
行
わ
れ
る
0

課
金

繃
超

額
は
、
進
行
方
向
に
よ
り
異
な
り
、
曜
日
と
一
日
の
時
間

ら
き

下

金

時

“

澱

開

診

ば

孃

週
日
も
週
末
も
二
四
時
間
行
わ
れ
を

課
金

額
は
、
進
行
方
向
に
よ
り
異
な
り
、
曜
日
と
一
日
の
時
間

帯
ご
と
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
課
金
額
は
H
O
T
レ
ー
ン

の
使
用
に
よ
っ
て
回
避
で
き
る
隣
の
無
料
車
線
の
渋
滞
に

定義/ 詳細

課金額が調整された時間帯の方
向別交通量を12週間にわたって
監視(休日、事故発生時、社会
的出来事のあった時を除く)

課金額調整済みの超ピーク時
間帯の交通量を監視　　　　　

向
監
的

う
る
に
る

蝋
臥

当該時間帯/方向の過去12週
間の平均交通量を算出(休日、
事故発生時、社会的出来事の
あった時を除く)

よ
る
遅
延
の
レ
ベ
ル
を
反
映
し
、
H
O
T
レ
ー
ン
が
自
由

鵤

に
流
れ
る
交
通
条
件
を
維
持
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い

2

る
。設

定
さ
れ
た
課
金
額
は
、
六
ヵ
月
間
は
変
更
し
な
い
。

る
必
要
が
あ
る
か
杏
か
の
決
定
は
、
車

“

超ピーク時間帯ごとの調
、6ヶ月間維持

適量低下のパター、



線
の
毎
時
間
の
交
通
量
を
三

週
間
モ
ニ
タ
ー
し
て
行
わ

当
さ
れ
て
お
り
、
州
法
上
の
使
途
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
使
わ

れ
る
。
モ
ニ
タ
ー
の
結
果
、
時
間
平
均
交
通
量
が
三
、
二

れ
て
い
る
。

0
0
台
以
上
と
な
る
時
間
帯
は
○
･
七
五
ド
ル
、
三
、
三

〇
〇
台
以
上
と
な
る
時
間
帯
は
一
ド
ル
、
料
金
を
増
加
さ

せ
る
。
料
金
を
増
加
さ
せ
た
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
そ
の

後
一
二
週
間
交
通
量
モ
ニ
タ
ー
が
行
わ
れ
、
時
間
平
均
交

通
量
が
二
、
七
二
〇
台
以
下
に
な
れ
ば
0
･
五
ド
ル
料
金

を
減
少
さ
せ
、
二
、
七
二
〇
台
超
で
あ
れ
ば
料
金
額
維
持
、

三
、
二
〇
〇
台
以
上
と
な
れ
ば
料
金
増
加
と
な
る
。
ま
た
、

十
分
な
通
行
利
用
が
な
い
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
は
、
需

要
を
刺
激
す
べ
く
通
行
料
は
下
げ
ら
れ
る
。

二
〇
〇
五
年
一
月
三
一
日
か
ら
有
効
と
な
る
料
金
表
で

は
、
一
･
0
五
~
七
ド
ル
の
通
行
料
課
金
が
な
さ
れ
て
い

る
。
運
転
者
は
、
H
O
T
レ
ー
ン
に
入
る
前
に
料
金
情
報

板
を
確
認
し
て
、
最
新
の
料
金
表
を
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
｣る
。

4

課
金
収
入
の
使
途

二
〇
〇
四
年
の
年
間
通
行
料
収
入
は
、
お
よ
そ
二
、
六

四
〇
万
ド
ル
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

通
行
料
金
収
入
は
、
｢プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
民
間
投
資

の
回
収
｣
、
｢
施
設
の
運
営
警
備
、
施
設
の
維
持

(匹
くは
五
の
勾
①①"
環
/
s
R
労
連
絡
道
路
の
改
修
等
)｣
、

｢施
設
の
た
め
に
発
行
し
た
既
発
債
の
償
還
｣
、
｢州
に
対

す
る
リ
ー
ス
料
の
支
払

(借
入
金
の
返
済
と
返
済
率
の
維

持
含
む
)｣
、
｢O
C
T
A
の
内
部
借
入
の
返
済
｣
等
に
充

5

交
通
状
況

s
R
班
の
無
料
車
線

(片
方
向
四
車
線
)
で
は
車
が
時

速

一
六
~
三
二
蹴
で
流
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
H
O
T
レ

ー
ン

(片
方
向
二
車
線
)
で
は
車
が
時
速
一
〇
四
如

(時

速
六
五
マ
イ
ル
)
で
流
れ
て
お
り
、
最
も
忙
し
い
時
間
帯

の
交
通
量
の
四
0
%
を
さ
ば
い
て
い
る
。

四

扉
葺
捗
ス
州
イ
ン
タ
ー
茨
扉
ー
ト
=
◎
磨

縁
、
U
。
黛
ハ
イ
ラ
霊
イ
三
九
〇
号
線
ブ
圃

ジ
害
ク
ト

A◎
に
暦
実
測
亘
ゅ
ヲ
□
グ
ラ
ム
)

1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

の

イ
ン
タ
ー
ス
テ
ー
ト

一
〇
号
線

(ー
ー
髄
、
大
槌
《

中
①
①
≦
ゅ
5

(写
真
2
)

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
か
ら
西
方
向
に
伸
び
る
イ
ン
タ
ー
ス

テ
ー
ト
鱒
号
線

(I
ー
也

本
線
車
線
の
中
央
分
離
帯

に
相
当
す
る
部
分
に
は
、
一
九
八
四
年
に
H
O
V
レ
ー

ン
(
一
車
線
の
リ
バ
ー
シ
ブ
ル
レ
ー
ン
)
が
設
置
さ
れ
、

供
用
さ
れ
て
い
る
。

一
九
八
六
年
時
点
で
は
、
H
O
V
レ
ー
ン
の
通
行
可

能
車
両
は
二
名
以
上
乗
車
の
H
O
V
に
限
定
し
て
い
た

が
、
H
O
V
レ
ー
ン
自
体
の
渋
滞
が
激
し
か
っ
た
。
そ

こ
で
、
一
九
八
八
年
に
は
通
行
可
能
車
両
を
三
名
以
上

乗
車
の
H
O
V
と
し
、
条
件
を
厳
し
く
し
た
。
と
こ
ろ

写真 2
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が
、
条
件
を
厳
し
く
し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
度
は
H
O

V
レ
ー
ン
の
利
用
が
少
な
く
な
り
、
一
般
車
線
の
渋
滞

が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
H
O
V
レ
ー
ン
の
有

効
活
用
と
混
雑
緩
和
を
目
的
と
し
て
、
一
九
九
人
年
か

ら
二
名
乗
車
車
両
に
課
金
す
る
〇
日
oズ
男
五
眺
フ
ロ
グ
ラ

ム
が
導
入
さ
れ
た
。

O
□
8
六
ヵ
五
九
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
導
入
後
の
現
在
で
は
、

二
名
以
上
乗
車
の
H
O
V
が
H
O
V
レ
ー
ン
を
原
則
無

料
で
通
行
可
能
で
あ
る

(s
o
v
は
通
行
不
可
)。
た

だ
し
、
二
名
乗
車
車
両
は
、
平
日
の
六

…
四
五
~
八
…

0
0
(上
り
)
と
一
七
…
○
○
~

一
人
…
○
○
(下
り
)

の
ピ
ー
ク
時
間
帯
に
つ
い
て
は
、
片
道
二
ド
ル
の
通
行

料
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
通
行
で
き
な
い

(そ
れ
以
外

の
供
用
さ
れ
て
い
る
時
間
帯
は
無
料
で
あ
る
)。

②

斌
続
ハ
イ
ウ

エ
イ
二
九
0
号
線

(
u
s
,

290
、

Z
O
ネ
ゴ
≦
①
の“
吶
司
の
妄
ゅ
S

(写
真
3
)

ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
か
ら
北
西
方
向
に
伸
び
る
U
.
S
.

ハ

イ
ウ
ェ
イ
二
九
0
号
線

(U
,
S

卸
)
本
線
車
線
の
中
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央
分
離
帯
に
相
当
す
る
部
分
に
は
、
一
九
八
八
年
に
I

ー
m
と
同
様
に
H
O
V
レ
ー
ン

(
一
車
線
の
リ
バ
ー
シ

ブ
ル
レ
ー
ン
)
が
設
置
さ
れ
、
供
用
さ
れ
て
い
る
。

U
,
S

290

に
お
い
て
も
、
I
ー
m
に
お
け
る
0
三
共

四
&
フ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
の
成
功
を
踏
ま
え
、
二
〇
〇
〇

年
三

月
か
ら
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
で
あ
る
平
日
の
六
…

四
五
~
八
…
0
O

(上
り
)
に
H
O
V
レ
ー
ン
を
通
行

す
る
二
名
乗
車
車
両
に
二
ド
ル
の
通
行
料
金
が
課
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た

(供
用
さ
れ
る
上
記
以
外
の
時
間

帯
は
無
料
で
あ
る
)。

2

課
金
収
入
の
使
途

I
-
ぬ
や
U
,
s

節
目
体
の
設
置
管
理
者
は
テ
キ
サ
ス

州
交
通
省
で
あ
る
が
、
H
O
V
レ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
ハ

リ
ス
郡
都
市
交
通
局
が
テ
キ
サ
ス
州
交
通
局
と
の
協
定
に

基
づ
い
て
運
営
し
て
い
る
。

I
-
鱒
や
u

s

290
の
課
金
収
入
は
、
州
法
上
、
州
道

路
シ
ス
テ
ム
改
善
の
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
の
み
に
使

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
は
、

O
G
行
片
刃
五
仇
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施
コ
ス
ト
、
H
O
V
レ

ー
ン
の
再
建
設

･
再
舗
装

･
修
復
、
車
両
自
動
認
識

(>
三
oB
饉
o
<
の百
号

室
g
ロ
封
饉
目
)
シ
ス
テ
ム
を
含
め

た
H
O
V
レ
ー
ン
の
適
正
な
実
施
･
運
営
･
維
持
、
H
O

V
レ
ー
ン
の
監
督
に
充
当
さ
れ
て
い
る
。

五

フ
圃
リ
タ
州
リ
ー
翻
の
有
料
橋
に
お
け
る

変
動
課
富

フ
ロ
リ
ダ
州
リ
ー
郡
に
は
、
フ
ォ
ー
ト
マ
イ
ヤ
ー
ス

合
o二
区
海
己

と
ケ
ー
プ
コ
ー
ラ
ル

(n
g
の
o
g
巳

の

諸
都
市
を
結
ぶ
二
ヵ
所
の
有
料
橋

(ケ
ー
プ
コ
ー
ラ
ル
橋

と
ミ
ッ
ド
ポ
イ
ン
ト
メ
モ
リ
ア
ル
橋
)
が
存
在
す
る
。

一

九
九
人
年
八
月
、
フ
ロ
リ
ダ
州
リ
ー
郡
は
、
橋
の
利
用
者

に
利
用
時
間
の
変
更
を
促
す
目
的
で
、
ピ
ー
ク
時
間
帯
の

直
前
直
後
の
料
金
を
通
常
料
金
よ
り
割
引
く
変
動
課
金
制

度
を
導
入
し
た
。

通
行
料
金
は
、
車
種
に
よ
り
異
な
り
、
例
え
ば
普
通
乗

用
車
の
通
常
料
金
は
片
道
一
ド
ル
で
あ
る
が
、
午
前
七
時

~
九
時
の
朝
の
ピ
ー
ク
時
の
直
前
三
〇
分
間
と
ピ
ー
ク
時

直
後
二
時
間
、
及
び
夕
方
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
午
後
四
時
~

六
時
三
〇
分
の
直
前
二
時
間
と
ピ
ー
ク
後
三
〇
分
間
の
時

間
帯
に
通
行
し
た
場
合
に
は
、
こ
れ
が
五
〇
%
割
引
さ
れ

た
0

.
五
ド
ル
と
な
る
。

た
だ
し
、
割
引
対
象
者
は
、
E
T
C
シ
ス
テ
ム

｢リ

ー

･
ウ
ェ
イ

(炉
8

"
""
｣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
て

い
る
プ
リ
ペ
イ
ド
口
座
を
持
っ
た
者
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
E
T
C
シ
ス
テ
ム
の
利
用
希
望
者
は
、
申
込
書
を
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
メ
ー
ル
に
て
送
付
し
、
プ
リ
ペ
イ

ド
口
座

(残
高
三
〇
ド
ル
以
上
)
を
開
設
す
る
と
と
も
に

車
載
器

(二
六
･
五
〇
ド
ル
)
を
購
入
し
利
用
車
両
に
取

り
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
E
T
C
利
用
者
に
対
し
て
は
、

変
動
課
金
制
度
と
は
別
に
、
年
間
又
は
半
年
間
割
引
制
度

が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
年
間
割
引
制
度
の
場
合
、

は
、
年
間
四
〇
ド
ル
支
払
う
こ
と
に
よ
り
、
二
カ
所
の
有

料
橋
の
通
行
料
金
が
、
そ
も
そ
も
通
常
料
金

(普
通
乗
用

車
一
ド
ル
)
の
半
額

(五
〇
セ
ン
ト
)
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
変
動
課
金
制
度
の
割
引
時
間
帯
に
彼
ら
が
二
ヵ
所

の
有
料
橋
を
通
行
し
た
場
合
、
そ
の
通
行
料
金
は
、
普
通

乗
用
車
の
場
合
、
五
〇
セ
ン
ト
の
半
額
の
二
五
セ
ン
ト
と

な
る
。

E
T
C
利
用
者
の
七
一
%
以
上
が
、
料
金
割
引
を
得
る

た
め
に
最
低
週
一
回
走
行
時
間
を
変
動
さ
せ
た
こ
と
な
ど

が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
変
動
課
金
制
度
の
導
入

は
、
ピ
ー
ク
時
交
通
量
を
他
の
時
間
帯
に
誘
導
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。



穴

F
A
I
R
レ
ー
ン

F
A
I
R
レ
ー
ン
と
は
、
既
存
の
無
料
道
路
に
可
変
料

金
課
金
を
導
入
す
る
際
の
よ
り
公
平
な
方
法
を
検
討
す
る

中
で
展
開
さ
れ
て
き
た
新
し
い
課
金
概
念
で
あ
り
、
特
定

の
し
J
ン
の
呼
称
で
は
な
い
。

F
A
I
R
レ
ー
ン
が
導
入
さ
れ
た
区
間
で
は
、
同
一
方

向
の
複
数
車
線
が
、
高
速
走
行
が
可
能
な

｢高
速
レ
ー
ン

(扇
錺
二
g
の↓
｣
と

｢通
常
レ
ー
ン

(ヵ
諸
丘
彗
｣貰
①迄

に

分
け
ら
れ
る
。
高
速
レ
ー
ン
は
、
謀
金
額
を
支
払
う
こ
と

で
通
行
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
四
人
以
上
乗
車
車
両
、
バ

ス
な
ど
は
無
料
で
通
行
で
き
る
。
た
だ
し
、
課
金
を
E
T

C
で
行
う
た
め
、
高
速
レ
ー
ン
を
通
行
し
よ
う
と
す
る
車

両
は
、
必
ず
車
載
器

(炉
営
者
o口
Ag
)
を
搭
載
す
る
必

要
が
あ
る
。
な
お
、
車
載
器
は
デ
ポ
ジ
ッ
ト
の
支
払
い
に

よ
り
レ
ン
タ
ル
さ
れ
る
。

高
速
レ
ー
ン
の
課
金
額
は
、
高
速
レ
ー
ン
に
お
け
る
高

速
走
行
が
可
能
な
よ
う
に
、
時
間
帯
や
通
常
レ
ー
ン
の
混

雑
度
合
い
に
よ
り
変
更

(調
節
)
さ
れ
、
レ
ー
ン
入
口
手

前
に
設
置
さ
れ
た
情
報
板

(区
ののの諸
①
の勲瞥
也

に
表
示
さ

れ
る
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、
こ
の
表
示
を
見
て
、
高
速
レ
ー

ン
を
利
用
す
る
か
否
か
を
判
断
す
る
。

こ
こ
ま
で
は
、
前
述
の
H
O
T
レ
ー
ン
と
考
え
方
が
近

い
。
H
O
T
レ
ー
ン
と
の
最
大
の
違
い
は
、
高
速
レ
ー
ン

の
利
用
を
諦
め
た
者
に
、
そ
の
代
償
と
し
て
ク
レ
ジ
ッ
ト

(o3
曲
瀦

(ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
)
)
が
付
与
さ
れ
る

点
で
あ
る
。
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
こ
れ
を
貯
め
る
こ
と
に
よ

り
、
高
速
レ
ー
ン
の
通
行
料
金
、
公
共
交
通
機
関
の
運
賃

支
払
い
な
ど
に
使
用
で
き
る

(こ
れ
ら
の
資
金
源
は
、
高

速
レ
ー
ン
の
課
金
収
入
の
一
部
)。
た
だ
し
、
こ
の
ク
レ

ジ
ッ
ト
は
、車
載
器
を
搭
載
し
た
車
両
に
の
み
付
与
さ
れ
、

車
載
器
を
搭
載
せ
ず
に
通
常
レ
ー
ン
を
走
行
す
る
車
両
に

は
付
与
さ
れ
な
い
。

現
在
、
車
載
器
の
搭
載
を
高
速
レ
ー
ン
の
通
行
条
件
と

す
る
と
非
搭
載
車
両
は
通
常
レ
ー
ン
の
み
し
か
通
行
で
き

な
く
な
る
こ
と
、
高
速
レ
ー
ン
の
通
行
を
諦
め
た
代
償
で

あ
る
は
ず
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
車
載
器
非
搭
載
車
両
に
は
発

生
し
な
い
こ
と
な
ど
の
残
さ
れ
た
論
点
、
大
都
市
圏
へ
の

適
用
可
能
性
、
及
び
実
証
実
験
が
導
入
可
能
な
場
所

(区

間
)
等
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。

※
.す
冒
"ゞ
"増
そ
･の営
Q希
･o風
呂
方
軋
めき
に豆
行
程
o己
島
磨
げ慰
8
g
巳
P
の9

　　
　　　
　　　
　　

主
要
参
考
文
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コ
営
考
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二
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且
曾

“
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一の
弁
‐塁
覊
‐一方
且
8

(狩
自
己
い專
)扇
)

o
o□㈱
輪
8
9
彗
独
語
○
且
會
B
B
,
(二
〇
〇
三
年
二
月
)

②
州出
名
◇
"
ゞ

Q
に三
の
け
門
出
o
弓
せ
目
の
臀
部
一ob自
営
蕪
(二
O
O
三

年
三
月
)

③
のと
喜
ぶ
0
彗
髪
]自
刃
の一
>
弓
田
広
野
当
H真
,
(二
O
O
三
年
一
O

月
)

④
米
国
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
調
査
団

｢米
国
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
調
査
団
報
告
｣
(高
速
道
路
と
自
動
車
第
四
七
巻
第
二
号
二
〇
〇

四
年
二
月
)

◎
o
o
弓
>
誉
め
-
□
考
扇
のめ
せ
自
①の
弓
oこ
も
o厚
て.
(二
〇
〇
三
年
七
月
)

⑥
弓
の×眺
鬘
営
者
o呉
鵲
oロ
耳
協
言
行
"
雪
oこぎ
□
く
巴
この
Mば
oB
m
ヤ
号
[

坪
o四
賀
も
(二
〇
〇
三
年
七
月
)

の

o
覇
o
ヵ
Q
-Z
>
⑦
>
Z
弓
0
の
覇
o
A

幻
o浅

野
o*□m
一
言
o｢て
胃
Q

つ

慶
三
3
oのベ
ニ
O
O
四
年
七
月
)



嚢
鬮
襲
藁
鬱
特
簾
/
轡
国
の
□
1
N
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
状
況
に
つ
い
て
藁
讓
薹
讓嚢
廟瞳
剛
鬮
剛
鬮
圓
鬮
鬮
鬮
鬮
圓
鬮
圓
圓

轢
州
に
謳
艀
る
共
型
賞
醐
囃
課
盡
朧
鴬
◎
震
醐

一
橋
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
教
授

根
本

敏
則

期

道

路

経

済

研

究

所

松
井
真
喜
子

一

は
じ
め
に

E
U
は
一
九
五
人
年
一
月
の
欧
州
経
済
共
同
体
の
設
立

以
来
、
国
境
に
よ
る
一
切
の
障
壁
を
排
除
し
、
人
･
モ

ノ
･
資
本
･
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
な
移
動
と
取
り
を
保
証
す

る
共
同
市
場
の
確
立
を
目
標
と
し
て
き
た
。
こ
の
共
同
市

場
の
実
現
と
発
展
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
占
め
る
の
は

交
通
で
あ
る
が
、
加
盟
各
国
に
お
け
る
交
通
政
策
･
制
度

の
相
違
が
地
域
の
効
率
的
な
経
済
発
展
を
妨
げ
、
加
盟
国

間
及
び
輸
送
手
段
間
の
競
争
条
件
を
歪
め
て
い
た
。
そ
こ

で
、
加
盟
各
国
の
交
通
政
策
を
E
U
レ
ベ
ル
で
調
整
し
、

共
通
交
通
政
策
を
確
立
す
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。

道
路
交
通
に
関
し
て
は
、
財
政
面
す
な
わ
ち
道
路
関
連

税
制
や
有
料
道
路
制
度
に
お
い
て
一
定
の
統
一
を
図
る
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
た
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
特
に
一
九
八

〇
年
代
後
半
以
降
、
大
型
貨
物
車
に
対
す
る
道
路
イ
ン
フ

ラ
利
用
課
金
の
導
入
に
関
す
る
議
論
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

き
た
。

以
下
、
ま
ず
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
の
E
U
に
お
け

る
取
組
み
を
概
観
す
る
。
E
U
は
白
書
及
び
指
令
の
公
表

を
通
じ
て
、
各
加
盟
国
に
対
し
て
、
大
型
貨
物
車
課
金
シ

ス
テ
ム
を
導
入
あ
る
い
は
維
持
す
る
場
合
の
標
準
と
さ
れ

る
べ
き
指
針
を
示
し
て
き
た
。

次
に
、
国
家
レ
ベ
ル
で
の
取
組
み
と
し
て
、
ス
イ
ス
及

び
ド
イ
ツ
の
事
例
を
紹
介
す
る
。
両
国
の
施
策
の
内
容
を

簡
潔
に
説
明
し
、
そ
れ
ら
と
E
U
が
推
進
す
る
課
金
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
と
比
較
し
た
後
、
課
金
の
導
入
に
際
し
て
E
U

と
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
や
調
整
が
行
わ
れ
た
点
に
つ

い
て
言
及
す
る
。
な
お
、
ス
イ
ス
は
E
U
非
加
盟
国
で
あ

る
が
、
貨
物
車
に
対
す
る
対
距
離
電
子
課
金
シ
ス
テ
ム
を

先
行
的
に
導
入
し
、
そ
れ
以
降
の
E
U
内
の
道
路
イ
ン
フ

ラ
利
用
課
金
政
策
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ

る
た
め
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

最
後
に
、
ス
イ
ス
及
び
ド
イ
ツ
と
E
U
の
間
の
議
論
や
、

そ
の
他
加
盟
国
で
の
動
向
な
ど
を
参
考
に
、
E
U
に
お
け

る
大
型
貨
物
車
課
金
施
策
の
今
後
の
課
題
を
指
摘
す
る
。

二

E
U
に
お
け
る
穴
型
貨
物
車
課
金
施
策
の

動
向

1

一
九
九
三
年
欧
州
理
事
会
指
令
ま
で
の
経
緯

気

一
九
八
〇
年
代
後
半
に
入
る
と
、
E
C
域
内
に
お
け
る

m

道
路
輸
送
市
場
の
自
由
化
が
進
み
、
輸
送
業
者
は
そ
の
活

ャ

勳
範
囲
を
広
げ
、
自
国
以
外
の
国
々
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
を

新

頻
繁
に
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
国
籍
原

召



則
に
基
づ
く
車
両
税
は
も
は
や
道
路
イ
ン
フ
ラ
費
用
の
回

収
方
法
と
し
て
適
切
と
は
い
え
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
、

輸
送
業
者
に
イ
ン
フ
ラ
の
利
用
度
に
応
じ
て
費
用
を
適
正

に
負
担
さ
せ
る
、
領
土
原
則
に
基
づ
く
道
路
料
金
制
度
へ

の
転
換
が
課
題
と
さ
れ
た
の
で
あ
る

(※
1
)。

車
両
税
か
ら
道
路
料
金
制
度
へ
の
暫
定
的
な
移
行
措
置

を
具
体
的
に
定
め
た
一
九
八
七
年
、
一
九
九
〇
年
、
一
九

九
二
年
の
欧
州
理
事
会
指
令
案
を
経
て
、
一
九
九
三
年
に

欧
州
理
事
会
指
令
八
九
号
が
採
択
さ
れ
た
。
指
令
八
九
号

は
、
最
大
許
容
積
載
重
量

(※
2
)
が
一
二
t
以
上

(連

結
車
両
を
含
む
)
の
大
型
貨
物
車
に
対
す
る
車
両
税
の
最

低
税
率
の
統
一
と
、
領
土
原
則
に
基
づ
く
道
路
料
金
の
規

定
等
の
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
欧
州
議
会
承
認

手
続
の
不
備
に
よ
り
一
九
九
五
年
に
無
効
化
さ
れ
た
。

2

一
九
九
五
年
欧
州
委
員
会
緑
書
と
一
九
九
八
年
欧
州

委
員
会
白
書

一
九
九
〇
年
代
前
半
ま
で
、
大
型
貨
物
車
課
金
の
議
論

で
は
加
盟
各
国
の
道
路
税
及
び
料
金
制
度
の
整
合
化
が
主

眼
と
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
に

入
る
と
、
自
動
車
交
通
量
の
急
増
に
よ
る
混
雑
や
環
境
問

題
の
悪
化
を
背
景
と
し
て
、
E
U
は
よ
り
公
平
で
効
率
的

な
制
度
の
構
築
を
指
向
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
o

一
九
九
五
年
、
欧
州
委
員
会
は
緑
書
弓
o"
葺
合
酬費
目
Q

の諦
港
口[
目
o日
増
員
門き
き
oコ
を
公
表
し
た
。
緑
書
は
自

動
車
が
引
き
起
こ
す
外
部
性
の
問
題

(道
路
混
雑
、
大
気

汚
染
、
騒
音
、
交
通
事
故
等
)
の
深
刻
化
を
認
識
し
て
お

り
、
従
来
の
交
通
規
制

(排
出
基
準
の
厳
格
化
な
ど
)
だ

け
で
は
な
く
、
道
路
税
及
び
料
金
制
度
を
通
じ
て
道
路
の

利
用
を
抑
制
す
る
必
要
性
を
唱
え
た
。

さ
ら
に
、
欧
州
委
員
会
は
一
九
九
人
年
、
一
九
九
五
年

緑
書
の
内
容
を
発
展
さ
せ
た
刻
営
も環
B
g
[き
門
日
中
越望月
‐o

臼
8
こののと
題
す
る
白
書
を
公
表
し
た
。
同
白
書
は
、
道

路
イ
ン
フ
ラ
を
含
む
交
通
イ
ン
フ
ラ
利
用
に
対
す
る
価
格

(税
金
を
含
む
)
は
、
他
の
主
体
や
環
境
へ
の
影
響
等
の

費
用
も
含
め
た
社
会
的
限
界
費
用
全
体
に
見
合
っ
た
も
の

と
す
べ
き
こ
と

(社
会
的
限
界
費
用
価
格
形
成
)
を
提
唱

し
て
い
る
。

ま
た
、
一
九
九
人
年
白
書
は
道
路
イ
ン
フ
ラ
利
用
課
金

に
際
し
て
、
電
子
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
推
進
し

て
い
る
。
E
U
加
盟
国
で
用
い
ら
れ
て
い
る
主
要
な
技
術

に
は
、
D
S
R
C

(専
用
狭
域
通
信
)
(※
3
)
と
G
P

S

(衛
星
位
置
情
報
シ
ス
テ
ム
)
(※
4
)
/
G
S
M

(移
動
通
信
体
技
術
)
(※
5
)
が
あ
る
が
、
同
白
書
は
、

前
者
と
比
較
し
て
後
者
は
路
側
装
置
を
一
切
必
要
と
し
な

い
た
め
、
長
期
的
に
は
費
用
の
面
で
有
利
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
ま
た
、
現
在
で
は
加
盟
国
が
独
自
に
さ
ま
ざ

ま
な
技
術
に
基
づ
く
電
子
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し

て
い
る
が
、
E
U
域
内
の
円
滑
な
国
際
輸
送
を
保
証
す
る

た
め
に
、
技
術
の
互
換
性
を
図
る
必
要
性
が
あ
る
と
も
主

張
し
て
い
る
。

3

一
九
九
九
年
欧
州
理
事
会
指
令

一
九
九
五
年
緑
書
と
一
九
九
人
年
白
書
に
次
い
で
、
一

九
九
九
年
、
大
型
貨
物
車
へ
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
利
用
課
金

を
規
定
す
る
、欧
州
理
事
会
指
令
六
二
号
が
採
択
さ
れ
た
。

た
だ
し
、
一
九
九
五
年
緑
書
と
一
九
九
人
年
白
書
が
課
金

導
入
の
目
的
と
し
て
、
環
境
問
題
を
含
む
外
部
性
の
問
題

の
解
決
を
掲
げ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
指
令
六
二
号
に
は

そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
い
。
し
か
し
そ
の
代
わ
り
に
、
同

指
令
は
車
両
の
環
境
性
能
に
応
じ
た
課
金
区
分
を
設
定
し

て
い
る
な
ど
、
外
部
性
の
問
題
を
多
少
意
識
し
た
内
容
に

な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
よ
う
な
課
金
区
分
は
、

一
九

九
三
年
の
指
令
八
九
号
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ

る
o指

令
六
二
号
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

･
課
金
の
対
象
車
両
は
、
最
大
許
容
積
載
重
量
が
一
二

t
以
上
の
大
型
貨
物
車
に
限
定
す
る
。

･
課
金
の
対
象
道
路
は
、
高
速
道
路
と
そ
れ
に
類
似
す

る
多
車
線
道
路
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
山
岳
路
に
限

定
す
る
。

･
課
金
は
、
走
行
距
離
に
応
じ
て
課
金
す
る
｢通
行
料
｣

と
、
利
用
期
間
に
応
じ
て
課
金
す
る

｢利
用
者
負
担

金
｣
の
二
種
類
と
す
る
。
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
山
岳

路
を
除
き
、
こ
の
二
つ
を
同
時
に
課
金
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。

･
通
行
料
は
、
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
、
運
営
、
開
発
の
費

用
に
関
連
付
け
て
算
定
す
る
。
な
お
、
車
両
の
排
気



ガ
ス
等
級

(ユ
ー
ロ
基
準
)
と
走
行
時
間
帯
に
応
じ

て
、
料
率
を
差
別
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

課
金
収
入
の
一
部
は
環
境
保
護
と
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
均
衡
発
展
の
た
め
に
使
用
で
き
る
。

4

二
〇
〇
一
年
白
書

二
0
0
一
年
に
欧
州
委
員
会
に
よ
り
公
表
さ
れ
た
白
書

覇
こ
己
翌
営
[町
営
者
oコ
b
o
冨
oて
き
H
8
-o
…ロ
日
の
[O
号
自
Q
のは
、

ま
ず
当
時
及
び
将
来
に
お
け
る
外
部
性
の
問
題
の
悪
化
へ

の
認
識
を
示
し
た
後

(特
に
環
境
問
題
を
重
視
)、
利
用

者
に
外
部
費
用
を
完
全
に
反
映
し
た
イ
ン
フ
ラ
利
用
料
金

を
負
担
さ
せ
る
べ
き
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る
。
な
お
、
外

部
費
用
を
内
部
化
し
た
料
金
が
イ
ン
フ
ラ
費
用
を
上
回
る

分
に
つ
い
て
は
、
外
部
費
用
を
削
減
す
る
た
め
の
特
別
会

計
に
繰
り
入
れ
、
歳
入
部
門
に
こ
だ
わ
ら
ず
環
境
面
で
優

れ
た
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ
ル
輸
送
等
を
促
進
す
る
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
支
出
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

そ
の
う
え
で
白
書
は
、
E
U
の
役
割
は
、
加
盟
各
国
が

外
部
及
び
イ
ン
フ
ラ
費
用
を
価
格
に
統
合
す
る
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
の
継
続
を
保
証
す
る
よ
う
な
枠
組
み
を
確
立
す
る

こ
と
に
あ
る
と
し
、
一
九
九
九
年
の
六
九
号
指
令
の
修
正

を
要
求
し
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
欧
州
委
員
会
は
、
二

〇
〇
三
年
に
六
九
号
指
令
改
正
案
を
提
出
し
た
。

ま
た
、
二
〇
〇
一
年
白
書
は
一
九
九
人
年
白
書
に
引
き

続
き
、
電
子
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
互
換
性
を
図
る
必
要

性
を
唱
え
て
お
り
、
具
体
的
に
は
欧
州
独
自
の
G
P
S

｢ガ
リ
レ
オ
｣
の
開
発
と
運
用
を
通
じ
て
、
将
来
的
に
は

電
子
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
を
G
P
S
方
式
に
一
本
化
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
同
白
書
は
そ
の
た
め
の
指
令
案

の
作
成
を
提
案
し
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
欧
州
委
員
会

は
二
〇
〇
三
年
に
指
令
案
を
提
出
し
た
。

三

ス
イ
ス
に
お
け
る
穴
型
草
貨
物
車
課
金
施

策
の
醐
向

1

施
策
の
概
要

ア
ル
プ
ス
山
脈
の
通
過
ル
ー
ト
を
国
内
に
も
ち
、
欧
州

に
お
け
る
交
通
の
要
衝
で
あ
る
ス
イ
ス
で
は
、
年
々
国
内

を
通
過
す
る
貨
物
交
通
量
が
増
加
し
て
き
て
お
り
、
こ
れ

に
伴
い
、
貨
物
輸
送
車

(特
に
大
型
貨
物
車
)
に
よ
る
、

道
路
の
損
傷
や
外
部
性
の
問
題
が
増
大
し
て
き
た
。
こ
う

し
た
問
題
へ
対
応
す
る
た
め
、
ス
イ
ス
で
は
、
二
〇
〇

一

年
一
月
一
日
か
ら
連
邦
関
税
局

(の乱
のの
澪
分
担
n
この[OB
の

>
□葺
oコ
堵
)
を
主
体
と
し
て
公
共
道
路
網
全
体
を
走
行
す

る
三
･
五
t
以
上
の
大
型
貨
物
車
へ
の
課
金
が
開
始
さ
れ

た
。
課
金
収
入
は
、
1
/
3
が
州
へ
、
残
り
の
2
/
3
が

連
邦
へ
分
配
さ
れ
る
。
州
は
、
分
配
さ
れ
た
課
金
収
入
を

主
に
大
型
貨
物
輸
送
に
よ
る
騒
音
や
排
気
ガ
ス
な
ど
の
対

策
の
た
め
に
、
連
邦
は
ヵ
邑
NOO全
事
業

(ス
イ
ス
鉄
道
総

合
近
代
化
計
画
)
な
ど
主
に
公
共
輸
送
整
備
に
充
当
し
て

い
る
。
後
者
は
貨
物
輸
送
の
道
路
か
ら
鉄
道
へ
の
転
換
を

狙
い
と
し
て
い
る
。

課
金
額
の
算
定
に
際
し
て
は
、
環
境
費
用
に
つ
い
て
の

厳
密
な
計
算
は
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
各
車
両
の
環
境
へ

の
負
荷
の
度
合
い
に
応
じ
て
課
金
区
分
を
設
定
す
る
こ
と

が
重
視
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
課
金
額
は
、
｢E
U
排
気

ガ
ス
規
制
の
ク
ラ
ス
に
応
じ
た
車
両
の
排
出
性
能
｣
、
｢ス

イ
ス
国
内
の
走
行
距
離

(蹴
)｣
、
｢車
両
の
総
重
量

(t
)｣

に
応
じ
て
設
定
さ
れ
る
。

課
金
徴
収
方
法
に
は
、
車
載
器
に
よ
る
自
動
課
金
と
、

手
動
に
よ
る
支
払
い
の
二
種
類
が
あ
る
。
国
内
車
両
に
は

弓
四
ャ
O
Z
と
呼
ば
れ
る
、
D
S
R
C
方
式
の
車
載
器
の
搭

載
が
義
務
付
け
ら
れ
る
が
、
外
国
車
両
の
取
り
付
け
は
任

意
で
あ
る
。

2

ス
イ
ス
の
施
策
と
E
U
白
書
及
び
指
令
と
の
比
較

ス
イ
ス
は
E
U
非
加
盟
国
な
が
ら
、
E
U
白
書
の
提
唱

す
る
外
部
性
の
内
部
化
や
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
利
用
課
金
収

入
に
よ
る
鉄
道
へ
の
投
資

(革
新
的
な
イ
ン
タ
ー
モ
ー
ダ

ル
財
源
プ
ー
ル
制
)
を
忠
実
に
実
現
し
た
点
で
、
欧
州
の

模
範
生
と
い
え
る
。

一
九
九
九
年
の
欧
州
理
事
会
指
令
六
二
号
と
比
較
す
る

と
、
ス
イ
ス
の
施
策
内
容
は
課
金
対
象
車
両
及
び
道
路
を

広
げ
て
い
る
点
で
、
さ
ら
に
徹
底
し
た
印
象
で
あ
る
。
指

令
で
は
課
金
対
象
車
両
が
三
一t
以
上
の
貨
物
車
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
ス
イ
ス
で
は
三

･
五
t
以
上
の
貨
物
車
で

あ
る
。
ま
た
、
指
令
で
は
課
金
対
象
道
路
が
主
に
幹
線
道

路
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ス
イ
ス
で
は
公
共
道
路
網
全
体

で
あ
る
。
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課
金
額
に
つ
い
て
は
、
同
指
令
で
は
、
排
気
ガ
ス
等
級

及
び
走
行
時
間
帯
で
差
別
化
で
き
る
と
規
定
し
て
い
る

が
、
ス
イ
ス
で
は
こ
の
う
ち
、
排
気
ガ
ス
等
級
の
み
を
差

別
化
に
用
い
て
い
る
。
な
お
、
ス
イ
ス
で
の
謀
金
額
の
算

定
方
法
は
不
明
で
あ
る
が
、
次
項
で
も
触
れ
る
通
り
、
課

金
額
は
か
な
り
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
ス
イ
ス
で
は
電
子
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
E
U
の
推
進
す
る
G
P
S
/
G
M
S
で
は
な
く
、
D

S
R
C
を
活
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
D
S
R
C
が
シ
ス

テ
ム
上
単
純
な
こ
と
も
あ
り
、
技
術
的
に
確
立
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
、
ス
イ
ス
で
は
課
金
対
象
道
路
が
す
べ
て
の
公

共
道
路
で
あ
る
た
め
、
課
金
す
る
側
と
し
て
は
、
必
ず
し

も
車
両
の
位
置
情
報
を
把
握
す
る
必
要
が
な
く
、
距
離
情

報
だ
け
把
握
で
き
れ
ば
よ
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

3

E
U
と
の
議
論
と
調
整

ス
イ
ス
は
E
U
非
加
盟
国
で
あ
る
が
、
欧
州
の
中
間
に

位
置
し
て
お
り
、
同
国
で
の
課
金
制
度
の
導
入
は
E
U
加

盟
国
に
対
し
て
、
経
済
的
か
つ
社
会
的
に
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
す
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
E
U
と
の
間
で
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
と
調
整
が
行
わ
れ
て
き
た
。

第
一
に
、
謀
金
額
の
水
準
が
議
論
の
焦
点
と
な
っ
た
。

ス
イ
ス
は
当
初
、
北
端
の
バ
ー
ゼ
ル
か
ら
南
の
国
境
キ
ア

ッ
ソ
ま
で
の
縦
断
交
通
に
対
す
る
謀
金
額
を
最
高
で
五
〇

〇
フ
ラ
ン
程
度
と
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
た
が
、
E
U

と
の
調
整
に
よ
り
三
三
〇
フ
ラ
ン
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

と
は
い
え
、
課
金
水
準
は
い
ま
だ
に
高
く
、
そ
の
た
め

通
行
料
金
の
よ
り
安
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
･
ア
ル
プ
ス
や
フ

ラ
ン
ス
･
ア
ル
プ
ス
へ
の
迂
回
交
通
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
E
U
が
白
書
や
指
令
に
よ
る
課
金
水
準
の
標
準

化
を
通
し
て
、
E
U
全
体
の
道
路
イ
ン
フ
ラ
利
用
の
効
率

化
を
図
る
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
う
え
で
障
害
と
な
っ

て
い
る
。
将
来
、
ス
イ
ス

･
ア
ル
プ
ス
に
は
二
本
の
鉄
道

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
短
期
的
に
は
道

路
か
ら
鉄
道
へ
の
輸
送
の
転
換
が
進
展
す
る
と
は
考
え
ら

れ
ず
、
今
後
も
E
U
と
ス
イ
ス
の
間
で
課
金
水
準
を
め
ぐ

り
激
し
い
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

第
二
に
、
ス
イ
ス
国
内
を
通
行
で
き
る
車
両
の
制
限
重

量
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
E
U
は
ス
イ
ス
で
の
課
金
の

実
施
を
認
め
る
代
わ
り
に
、
通
行
車
両
の
制
限
重
量
を
従

来
の
二
八
t
か
ら
三
四
t
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
要
求

し
、
ス
イ
ス
側
が
こ
れ
を
承
諾
し
た
。
な
お
、
E
U
側
が

二
〇
〇
五
年
以
降
の
謀
金
額
の
引
き
上
げ
を
承
認
す
る
代

わ
り
に
、
通
行
車
両
の
制
限
重
量
は
四
0
t
に
ま
で
引
き

上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四

ド
イ
ツ
に
お
け
る
二
〇
〇
五
年
大
型
車
対

距
離
諜
禽
制
鷹
の
概
襲

1

施
策
の
概
要

ド
イ
ツ
で
は
、
一
九
九
五
年
か
ら
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
を
走

行
す
る
大
型
貨
物
車
に
対
し
て
、
期
間
に
応
じ
て
課
金
す

る
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
走
行

距
離
に
応
じ
て
課
金
す
る
制
度
に
変
更
さ
れ
た
。

連
邦
交
通
建
設
住
宅
省
が
課
金
制
度
全
体
を
所
管
し
、

違
反
車
両
の
取
締
り
は
連
邦
貨
物
輸
送
庁
が
行
う
。
課
金

シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
運
営
は
ト
ー
ル
コ
レ
ク
ト
社
が
受
託

し
て
い
る
。

対
象
車
両
は
、
最
大
許
容
積
載
重
量
が
一
二
t
以
上
の

大
型
貨
物
車
で
あ
り
、
対
象
道
路
は
、
一
部
区
間
を
除
く

ド
イ
ツ
連
邦
ア
ウ
ト
バ
ー
ン

(約
三
一、
0
O
0
蝿
)
で

あ
る
。

課
金
額
は
車
軸
数

(二
分
類
)
及
び
排
気
ガ
ス
等
級

(三
分
類
)
に
よ
り
○
･
0
九
~
○
･
一
四
ユ
ー
ロ
/
蝿

の
幅
で
設
定
さ
れ
て
お
り
、
平
均
0
･
一
二
四
ユ
ー
ロ
/

鬮
と
な
っ
て
い
る
。

課
金
収
入
は
当
初
、
輸
送
手
段
間
の
競
争
を
促
進
し
、

分
担
関
係
を
適
正
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
道
路
の
み
な

ら
ず
、
鉄
道
と
水
路
等
の
交
通
イ
ン
フ
ラ
全
般
の
改
良
に

も
充
当
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
野
党
、
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
、
道
路
建
設
業
者
ら
の
反
対
に
遭
い
、
道
路

の
み

(主
と
し
て
連
邦
長
距
離
道
路
の
建
設
)
に
充
当
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

課
金
徴
収
方
法
に
は
、
自
動
ロ
グ
オ
ン

(図
)
と
手
動

ロ
グ
オ
ン

(ト
ー
ル

･
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
ロ
グ
オ
ン
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

･
ロ
グ
オ
ン
の
二
種
類
)
が
あ
る
。
前

者
は
G
P
S
/
G
S
M
を
活
用
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

な
お
、
現
在
の
欧
州
で
は
、
D
S
R
C
を
用
い
た
電
子
料

金
徴
収
シ
ス
テ
ム
が
主
流
で
あ
る
が
、
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
は
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非
常
に
交
通
量
が
多
い
た
め
、
停
車
が
必
要
な
従
来
型
の

料
金
所
や
、
減
速
が
必
要
な
D
S
R
C
式
の
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
料
金
を
徴
収
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
、
G
P
S
/
G
S
M
式
の
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
G
P
S
/
G
S
M
は
技
術
的
に

ま
だ
発
展
途
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
シ
ス
テ
ム
の
開
発
と

試
行
段
階
で
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
課
金
の

実
施
を
当
初
の
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
ら
せ
た
。

出典 :Toll
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図 車載器による自動ログオンシステムの流れ

B,課金製徴減センターが
課金を運送会社の口座(請求
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2

ド
イ
ツ
の
施
策
と
E
U
白
書
及
び
指
令
と
の
比
較

ド
イ
ツ
は
E
U
加
盟
国
で
あ
る
た
め
、
一
九
九
九
年
の

欧
州
理
事
会
指
令
六
二
号
に
し
た
が
っ
て
課
金
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ド
イ
ツ
の
施
策
内
容
は
指
令
六

二
号
に
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。

同
指
令
で
は
、
課
金
額
は
イ
ン
フ
ラ
の
損
傷
費
用
と
投

資
費
用
に
相
当
す
る
額
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
こ
の
規
定
に
基

づ
い
て
課
金
額
が
計
算
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の
課
金

額
は
、
一
九
九
五
年
緑
書
や
一
九
九
八
年
白
書
が
理
想
と

す
る
、
環
境
費
用
な
ど
の
外
部
費
用
を
含
め
た
額
で
は
な

い
が
、
ド
イ
ツ
政
府
と
し
て
は
現
行
の
指
令
に
し
た
が
う

限
り
、
外
部
コ
ス
ト
を
課
金
額
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。

3

E
U
と
の
議
論
と
調
整

ド
イ
ツ
と
E
U
の
間
で
は
、
対
距
離
課
金
制
度
の
導
入

へ
の
補
償
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
へ
の
減

税
措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
の
相
違
が
あ
り
、

議
論
が
交
わ
さ
れ
て
き
た
。
ド
イ
ツ
政
府
と
し
て
は
、
課

金
制
度
を
成
功
に
導
く
た
め
に
は
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の

理
解
を
得
る
必
要
が
あ
り
、
減
税
措
置
を
検
討
す
る
に
い

た
っ
た
の
で
あ
る
。

当
初
、
燃
料
税
の
減
税
が
検
討
さ
れ
て
い
た
が
、
E
U

か
ら

｢ド
イ
ツ
の
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
の
み
を
優
遇
す
る
こ

と
に
な
り
、
事
業
者
間
の
自
由
な
競
争
を
妨
げ
る
｣
と
し

て
反
対
を
受
け
、
実
現
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
、
燃

料
税
の
減
税
は
、
課
金
対
象
以
外
の
車
両
や
、
ア
ウ
ト
バ

ー
ン
を
走
行
し
な
い
三
一t
以
上
の
大
型
貨
物
車
に
と
っ

て
も
利
益
と
な
る
た
め
、
減
税
に
よ
る
ア
ウ
ト
バ
ー
ン
課

金
額
の
相
殺
と
い
う
効
果
が
相
対
的
に
低
く
な
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
た
。

次
に
、
自
動
車
税
の
減
税
が
検
討
さ
れ
た
が
、
自
動
車

税
を
主
要
な
財
源
と
す
る
州
政
府
か
ら
の
抵
抗
を
受
け

て
、
交
渉
は
難
航
し
た
。
最
終
的
に
は
、
予
定
し
て
い
た

謀
金
額
を
減
額
す
る
こ
と
で
決
着
が
つ
い
た
。

五

巨
U
の
大
型
貨
物
車
課
塗
施
策
に
お
け
る

令
徽
の
課
題
と
展
望

1

統

一
し
た
課
金
施
策
の
導
入
の
必
要
性

ス
イ
ス
で
は
、
課
金
の
目
的
は
環
境
や
道
路
に
大
き
な

損
傷
を
も
た
ら
す
大
型
貨
物
車
に
対
し
て
道
路
イ
ン
フ
ラ

利
用
料
金
を
課
し
、
そ
の
課
金
収
入
を
よ
り
環
境
に
や
さ

30 道イテセ 2005.3

車磁器を拷認 車軸器が 5,取締 6,車載器が
有料道路 (固定地点において/ 課金額を計算
を探知 移動車により)

車両情報 a GPSに
を入力 よる

位置碇酸



し
い
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
に
充
当
す
る
こ
と
に
よ
っ

に
一
九
九
九
年
の
欧
州
理
事
会
六
九
号
指
令
を
修
正
す
る

て
、
道
路
か
ら
鉄
道
へ
の
輸
送
の
転
換
を
図
る
こ
と
に
あ

案
を
提
出
し
た
。
主
な
変
更
及
び
追
加
事
項
は
以
下
の
通

っ
た
。
し
か
し
、
課
金
水
準
が
高
く
設
定
さ
れ
た
た
め
、

り
で
あ
る
。

っ
た
。
し
か
し
、
課
金
水
準
が
高
く
設
定
さ
れ
た
た
め
、

課
金
後
、
ス
イ
ス
を
通
過
し
て
い
た
交
通
が
近
隣
諸
国
に

シ
フ
ト
し
た
と
い
う
弊
害
も
生
じ
た
。
現
在
、
ス
イ
ス
及

び
ド
イ
ツ
以
外
に
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
二
〇
0
四
年
一

月
か
ら
大
型
貨
物
車
を
対
象
と
し
た
対
距
離
課
金
制
度
を

導
入
し
て
お
り
、
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
、
二
〇
〇
八
年

を
目
途
に
導
入
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況

を
考
え
る
と
、
E
U
全
体
に
お
け
る
交
通
イ
ン
フ
ラ
利
用

の
効
率
化
の
た
め
に
は
、
E
U
加
盟
国
間
に
お
け
る
課
金

水
準
を
一
定
化
す
る
た
め
の
指
針
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
は
、
高
速

道
路
で
の
利
用
料
の
徴
収
を
実
施
中
、
あ
る
い
は
準
備
中

で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
料
金
は
乗
用
車
と
大
型
車
両
の

別
に
か
か
わ
ら
ず
徴
収
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
国
に
よ
る
道
路
イ
ン
フ
ラ
利
用
課
金
制
度

の
不
整
合
を
放
置
す
れ
ば
、
加
盟
国
間
の
競
争
条
件
に
歪

み
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
こ
の
歪
み
を
排
除
す
る
た

め
に
は
、
今
後
も
E
U
に
よ
る
統
一
し
た
課
金
施
策
の
推

進
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
施
策
の
方
向
性
と
し
て
、

欧
州
委
員
会
は
よ
り
厳
密
に

｢利
用
者
支
払
い
｣
の
原
則

を
実
現
で
き
る
電
子
対
距
離
課
金
シ
ス
テ
ム
が
望
ま
し
い

と
認
識
し
て
い
る
。

欧
州
委
員
会
は
、
道
路
イ
ン
フ
ラ
利
用
課
金
に
関
す
る

E
U
共
通
の
枠
組
み
を
確
立
す
る
た
め
に
、
二
〇
〇
三
年

･
課
金
の
対
象
車
両
は
、
最
大
許
容
積
載
重
量
が
三
･

五
t
以
上
の
貨
物
車
両
と
す
る
。

･
課
金
の
対
象
道
路
は
、
ト
ラ
ン
ス
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
そ
の
迂
回
路
で
あ
り
、
か
つ
競
合

す
る
道
路
と
す
る
。

･
通
行
料
は
、
新
規
イ
ン
フ
ラ
の
建
設
、
運
営
、
開
発

の
費
用
に
関
連
付
け
て
算
定
す
る
。
こ
れ
に
は
、
騒

音
の
影
響
を
低
減
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
費
用
や
、

保
険
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
補
填
さ
れ
ず
に
社
会
に
よ
っ

て
負
担
さ
れ
る
事
故
費
用
が
含
ま
れ
る

(※
6
)。

な
お
、
車
両
の
排
気
ガ
ス
等
級
と
走
行
時
間
帯
に
加

え
て
、
渋
滞
レ
ベ
ル
、
地
域
及
び
イ
ン
フ
ラ
特
性
に

応
じ
て
、
料
率
を
差
別
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

･
課
金
収
入
は
、
そ
の
料
金
が
徴
収
さ
れ
た
道
路
イ
ン

フ
ラ
の
維
持
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
発
展
を
考
慮
し
て
、
交
通
部
門
全
体
の
た

め
に
還
元
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

課
金
額
へ
の
外
部
費
用
の
統
合
に
つ
い
て
み
る
と
、
こ

の
指
令
で
は
、
課
金
額
算
定
の
基
に
な
る
費
用
に
、
保
険

に
よ
っ
て
補
填
さ
れ
な
い
事
故
費
用
が
含
め
ら
れ
て
い
る

点
で
、
一
九
九
九
年
の
指
令
六
二
号
か
ら
前
進
し
て
い
る
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
環
境
費
用
の
内
部
化
は
課
題
と
し

て
残
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
二
〇
〇
四
年
三
月
の
欧
州
閣
僚
理
事
会
で
は
、

同
指
令
案
に
対
す
る
合
意
は
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
合
意
へ
の
布
石
と
な
る
要
素
は
み
ら
れ
、
課
金
対
象

道
路
を
ト
ラ
ン
ス
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
み
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
課
金
対
象

車
両
に
つ
い
て
は
指
令
案
が
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
た
の
で

は
な
い
が
、
対
象
車
両
を
一
二
t
以
上
の
大
型
貨
物
車
の

み
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
に
達
し
た
。
交
渉
が
難
航

し
て
い
る
点
は
、
課
金
収
入
を
全
て
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
た

め
に
充
当
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
加
盟
各
国
の
施
策
内
容
の
整
合
化
の
ほ
か

に
、
E
U
は
、
各
国
が
課
金
の
導
入
の
見
返
り
と
し
て
行

う
、
当
該
国
内
の
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
へ
の
減
税
に
つ
い
て

も
調
整
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
事
例

か
ら
学
ぶ
べ
き
教
訓
で
あ
る
。
実
際
、
イ
ギ
リ
ス
の
課
金

施
策
案
に
は
、
対
距
離
課
金
を
導
入
す
る
場
合
、
政
府
は

自
動
車
取
得
税
、
燃
料
税
を
軽
減
す
る
こ
と
が
含
ま
れ
て

い
る
。
こ
の
方
針
が
英
国
外
の
輸
送
事
業
者
を
不
当
に
差

別
す
る
こ
と
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
、
E
U
は
経
過
を
見

守

っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。
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2

電
子
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
互
換
性
の
保
証

電
子
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
が
初
め
て
欧
州
の
高
速
道
路

に
登
場
し
た
の
は
一
九
九
〇
年
代
初
期
の
こ
と
で
あ
り
、

そ
れ
以
降
地
域
や
国
家
レ
ベ
ル
で
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ス
テ
ム

が
導
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
に
は
互



換
性
が
な
い
た
め
、
国
境
越
え
を
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
は
多

で
あ
り
、
近
い
う
ち
に
共
通
政
策
の
な
か
に
正
式
に
取
り

oご
母
日
暮
攪
き
音
瀞
n
o
g
G
oog)し
こぽ
全
一O
0
三
年
七
月
)

大
な
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
昨
今
の
国
際
輸
送
の
成

入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

③
キ
8
8
巴
甘
も
搏
a
≦
R
旨
m
旨
o潟
営
℃胤
-宣
自
目
Q
気

長
を
考
慮
す
れ
ば
、
E
U
全
域
で
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
の

互
換
性
を
補
償
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
、
欧
州
委
員
会
は
二
〇
0

三
年
に
電
子
料
金
徴
収
シ
ス
テ
ム
の
互
換
性
に
関
す
る
指

令
案
を
提
出
し
た
。
同
指
令
案
は
、
｢ど
の
車
両
に
も
共

通
搭
載
機
を
｣
と
い
う
原
則
を
基
本
に
、
二
〇
三
一年
ま

で
に
G
P
S
に
基
づ
く
シ
ス
テ
ム
に
完
全
移
行
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
る
。
E
U
が
G
P
S
を
推
進
す
る
理
由

の
ひ
と
つ
は
、
G
P
S
は
対
距
離
課
金
だ
け
で
は
な
く
、

エ
リ
ア
課
金
等
に
も
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
も

う
ひ
と
つ
は
、
D
S
R
C
は
す
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
に
よ

り
さ
ま
さ
ま
な
種
類
の
シ
ス
テ
ム
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
々
の
利
害
が
錯
綜
し
て
い
る
た
め
、
一
元

化
が
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
G
P
S
は
ま
だ
技
術
的
に
不
完
全
で
あ
り
、

実
運
用
に
耐
え
る
段
階
に
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
G
P
S

を
選
択
し
た
ド
イ
ツ
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
不
具
合
な
ど
に

よ
り
試
験
運
用
が
滞
り
、
再
三
に
わ
た
り
課
金
の
実
施
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
。
一
方
、
ド
イ

ツ
の
混
迷
を
よ
そ
に
、
D
S
R
C
を
選
択
し
た
オ
ー
ス
ト

リ
ア
で
は
、
課
金
は
成
功
裡
に
開
始
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
こ
の
成
功
は
、
欧
州
議
会
に
お
け
る
議
論
に
影
響

し
、
欧
州
議
会
は
二
〇
〇
三
年
指
令
案
へ
の
反
対
を
決
定

し
た
。
こ
れ
は
欧
州
理
事
会
の
見
解
と
も
一
致
す
る
も
の

※
1
!

｢国
籍
原
則
｣
と
は
車
両
所
有
者
の
所
在
地

(国
)
で
道
路
イ

ン
フ
ラ
利
用
料
金
を
徴
収
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ
り
、
｢領
土

原
則
｣
と
は
車
両
の
走
行
地
で
徴
収
す
る
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。

※
2
!
最
大
許
容
積
載
重
量
と
は
、
日
本
で
い
う
車
両
総
重
量

(車
両

重
量
十
最
大
積
載
量
十
乗
員
重
量
)
で
あ
る
。

※
3
ー
□
①白
o蒲
o
幹
oコ
ヵ
琶
潟
o
o日
日
□已
o鶉
oコ
の
略
。
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
ゲ
ー
ト
な
ど
に
設
置
さ
れ
た
路
側
器
と
車
載
器
の
間
の
短
距

離
の
双
方
向
通
信
を
支
え
る
技
術
。

※
4
!
o
-oすれ
勺
o総
□
目
-品

の添
お
日
の
略
。
衛
星
か
ら
の
情
報
を
も
と

に
車
載
器
が
ト
ラ
ッ
ク
の
位
置
を
測
定
す
る
シ
ス
テ
ム
。

※
5
!
Q
og

ぞ
の【のヨ
野

呂
3
二の
n
oロー【コ
に已
opg
oaの
略
。
各
車
両
の

車
載
器
と
料
金
徴
収
セ
ン
タ
ー
間
の
通
信
を
支
え
る
技
術
。

主
要
参
考
文
献

D

O
OF目
白
□
飜符
合
-<の
●9あ
り＼田
圃
n
ob
[#①
"℃豆
自
著
Mob
ぞ
区
の日
g
[

のに鍔
①の
けて
[鈍れ×①の
oコ
o①さ
が一コ
くのけ馨"-あ
の
この①Q
{○[
[けの
○田ロ.M嶬岱鱒①
o叶
わoooの

けて
る
乱
費
--Q
[o-言
臼
五
目
貰̂
㈹①の
け
｢
[言
この①
O吟
6の訃
“雪
雪
コ
D箸
コK
三
河

(
一
九
丸
三
年
一
〇
月
)

⑦
面
目
oB
胃
6
o日
目
の盟
obな
弓
o"
彗
Qの
慰
雪
営
Q
o由
臼
のb三
日
hbm
Mb

町
営
-のせ
o暮
せ
o冨
6て
o翌
5
コの
方
｢
"三
g
け
p言
の雪
鱒
登
@
①xg
ヨ
れ
8
誓
の
o｢

口
湾
超
oコ
雪
辱
の
m
に8
もの目
こ
巳
oロメ
n
o
K
G
いま
迄
コ
月
-
(
一
九
九
五

年
)

③
団
に己
□①目
n
o自
己
切望
obな
国
営
"
環
ヨ
①b[
曾
｢
巨
感
の一目
【o官
報
この①"
>

□封
拐
のo
田巴b｢oき
け
3
D
OoB
B
ob
日
当
のboコ
日
中
院
ロ.こり日
[の
o雪
汽
四
bm

甘
ヨ
のそ
o共
-b
彗
の
m
d
き
n
oヨ
(お
りの本
QQ
m
b巴
(
一
九
九
人
年
七
月
)

④
罰
日
obのき
野
島
~目
の己
営
Q
o
o
g
oM-
瞑
る
◎。
くの
ち
"
ご
Nm
n
OD
鞍
の

oけ
PH四
b
m
o情
け
のDくて

鱒
oo
o
の
く①け
付
言
の
け
門
母
の
この①
0
馬
8
｢[P費

目
-“ば錺
耳
室
員
の
(
一
九
九
九
年
六
月
)

◎
m
日
o℃の営
n
oヨ
ヨ
窃
望
8
な
捌
こ｢o:
胃
[国
辱
oコ
g
育
て
方
『
8
5

ヨ
ヨ
O
S
精
白
号
き

(二
〇
〇
一
年
)

⑥
中
村
徹

『E
U
陸
上
交
通
政
策
の
制
度
的
展
開
ー
道
路
と
鉄
道
を

め
ぐ
っ
て
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
0
0
0
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

]℃℃̂
"
◇9満
6
ob
舒
の
自
営
鵤賞
m
o｢
けの撃
て
鱒ooaの
≦
富
o封
の
才
【
嘗
の
この①

③
丼
"8
0の巴
窓
H
D
□
雪
会
□苺
o｢
茸
の
田
に5
七の胃
℃
胃
-留
日
の白
目
Q
o壽
茸
の

n
oにコo二
○ロ
豊}①
メキニQ①⑦℃｢①PQ
紗ロ[｢OQGO□
ob
pれbo
Mb[のHoもの｢DG二
#て
○吟

の一応
oロ
o【陥
り
｢opQ
5
こ
のて
の布
ヨ
の
目
許
の
n
o白
"-ヨ
-にコご灘
ゞ
n
o
三
[G
oo汐
-Mu

m日-巴
(三
〇
〇
三
年
-四
日
月“)

⑨
>
会
ob
昏
の
雪
[異
)QGO□oコ
o吟
Q癆
[g
oの大
掛
冠
Q
自
費
牧のの
け
二
言
に総

○｢
燭
のQ6ロヒ
ワ隣○[oコ
てDてM
けて
出[のD<て
Q̂
oooの
くが
汀一○-①の

側

m窓
Qo門巴
□
④腐
熟
日
①ヨ
o怖
旨
①
□
コく雪
ob-日
のph
弓
攝
b
g
oコ
･m
コ四
祷
て
N召
Q

　
　　　
　　　　　
　　
　　　　　　
　　
　　　　　　
　　　
　　
　　　　　　
　
　　　
　
　　　　　　
　　　　　　　
　　

雲
①"<て
<
①町
6言
幻
部
(出
<
舸
)
目
の"
-R
のユ
ゅH一角

(-
-0
0
四
年
1
一
二
日
月")

32 道々テセ 2005.3



道
路
局
有
料
道
路
課

長
谷
川

貴
一

,
E
T
C
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
,

E
T
C
(ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
自
動
料
金
支
払
い
シ
ス
テ
ム
)

は
、
そ
の
利
用
率
が
五
0
%
ま
で
向
上
す
れ
ば
、
料
金
所

で
の
渋
滞
が
概
ね
解
消
し
、
沿
道
環
境
の
改
善
や
利
用
者

の
利
便
性
、
快
適
性
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

E
T
C
の
普
及
に
よ
り
E
T
C
を
活
用
し
た
多
様
で
弾
力

的
な
料
金
設
定
が
可
能
と
な
る
こ
と
か
ら
、
平
成
一
六
年

度
に
お
い
て
も
E
T
C
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
、
車
載

器
の
購
入
支
援
な
ど
E
T
C
の
普
及
促
進
策
を
総
合
的
に

展
開
し
、早
期
の
利
用
向
上
を
図
っ
て
き
ま
し
た
(図
1
)。

,
着
実
に
普
及
中
,

霊

彊
守
◎
@
現
状

利
用
率
及
び
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
数

E
T
C
は
、
平
成
一
三
年
三
月
よ
り
千
葉
地
区
等
六
三

料
金
所
で
一
般
運
用
を
開
始
し
た
後
、
平
成
一
六
年
三
月

末
ま
で
に
、
全
国
の
ほ
ぼ
全
て
の
料
金
所
に
整
備
が
完
了

し
ま
し
た
。
平
成
一
六
年
四
月
よ
り
本
四
道
路
で
の
ノ
ン

ス
ト
ッ
プ
運
用
が
開
始
さ
れ
、
全
国
で
E
T
C
サ
ー
ビ
ス

が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

E
T
C
の
利
用
は
、
運
用
の
開
始
以
降
着
実
に
進
ん
で

お
り
、
平
成
一
七
年
一
月
に
は
、
総
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
数
が

五
〇
〇
万
台
を
突
破
し
、
現
在
、
平
成
一
七
年
二
月
二
五

日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
の
全
国
の
週
平
均
値
で
三
二
･

0
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
料
金
所
を
通
過
す
る
ほ
ぼ
三
台

C の直接的効果
料金所渋滞を緩和 ･角職肖 ｢ 経済効果 :年間約3,000億円

C02

沿道環境の改善
→ 料金所周辺のC02を約2割削減　

　
　

　　　
　
　　

も

ンノンストップーキャッシュレスで利用者の利便性が向上
多様で弾力的な料金設定が可能

図
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(利用台数 ;万台′日)

E
T
C
の
普
及
に
伴
い
、
首
都
高
速
道
路
の
本
線
料
金

所
で
は
、
今
年
一
一
月
の
月
平
均
で
渋
滞
が
二
年
前
の
約

三
〇
%
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
始
の
ピ
ー

に
一
台
が
E
T
C
の
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す

(図
2
、
表

(利用率) 三 所 1 に
○ で E ち 一

･ 3096 % は T 台
に 、 C が

H 172/25~ 3/3
約23T万′日
利用率32.0% 25%

20%
少 一 に

お% し 月 季

…- 約5万台/日 ..ど縦展開後芸
…- 利用率0.9% -

10%‘-“…… H 131 2全国展開後 ………‐-…………………
,……- 約5万台/日 ･･…‐…‐…‐‐“--……
…‐‐…- 利用率o.9% ……‐……‐… …

0%
4月 7月 1(潟 1月 4月 7月 l〔洞 1月 4月 7月 1(湖 1月 4月 7月 10月 1月
H13 H14 H15 H16 H17

l自爆輻醤釜霧橋鋼
國葛醸速道路公団 □ 阪神高速道路公団 -　　 　 　　　　　 　 　　

図 2 E T C 利用の推移

表 - E T C 利用率 (平成17年 2月25日 ~ 3月 3 日平均)

日本道路公団 首都高速道路公団 阪神高速道路公団 本州四国連絡橋公団 合 計

ETC利用台数 約1,668,600台/日 約405,300台/日 約2α,300台′日 約32,loo台/日 約2,307,200台/日
(通行総台数) 約5,163300台/日 約lJ29,300台/日 約2O1,3OO台/月 約83,300台′日 約7,2l7,900台/日

ETC利用率(% ) 32,3炙り 359 % 23,9% 38.5% 385 %

ク
時
に
お
い
て
も
東
名
高
速
東
京
本
線
料
金
所
で
は
渋
滞

が
昨
年
度
と
比
べ
て
半
減
す
る
な
ど
、
ピ
ー
ク
時
に
お
い

て
も
そ
の
効
果
が
現
れ
て
い
ま
す

(図
3
･
4
)。

E
T
C
の
利
用
者
は
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
通
行
で
便
利
に
な

る
と
と
も
に
、
E
T
C
を
利
用
し
な
い
方
も
渋
滞
が
緩
和

平均渋滞量合計
(km/h / 日) ETC利用率

40 %
に第簑)滞量

123.4
U令E1｢C利用率

ら 28,1%
さきにゞ /ノ

ノメ

さ こそ＼、 ノノ
なでメ ノノ

ノ
ー65.2 / /

さゞハ . ･ きメメ
ノ

ふ き^ ミゾきざ 、
ノメ 当45 %

33.4
･ 4 8%oノノノ4 8%oノ

み 28,1%

/′ノ
ノ/′//

′′/

65.2 / /

^ ･]メ11̂̂
〉′′′

^好き

ノメ 当45 %
33.433.4 ‐′↑ノメノ

′

ノメノ′
′ノレノ′′

ノノ

^
、

、
、

140

120
30 %

100

80 20 %

60

40 10 %

20

、 ′ - - 0 %
H l4 = H 15.= H f6.=

図 3 首都高速道路本線料金所 (全18料金所)

H 16の通過交通量
4,0 00

3 ,5 00

3 ,0 00

2 ,500

2 ,0 00

1,50 0

し
、
料
金
所
の
通
過
が
便
利
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

停
止
･
発
進
が
減
少
し
料
金
所
周
辺
に
お
け
る
鮠
の
発
生

が
減
少
し
、
沿
道
環
境
の
改
善
も
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
E
T
C
利
用
の
増
加
に
よ
り
料
金
所
の
渋
滞
が

減
少
し
た
た
め
、
E
T
C
設
置
レ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
E

1,00 0 い 、
ロ

つ

H 17の渋滞量 14 m 50 0 ン り ら に て

･ に 料 れ お 蛉
“ “ → ‐ ‐ - → o m m 竹餅餅猴 a d 尹α m m れめ。

U お金て け泙
1 乙 o 4 3 b / o コ I盟幇毎ふ剣訓馴れo1 % ヒ必“3 Vネ月漿 塑 ゑ も

　　　 　 　 　　　 　
図 4 日交通量がほぼ同じ日の渋滞比較 (H 16｣ .2とH 17.1.2) 癸 籍 も 遜 ら

(束名高速 東京本線料金所 (上り線)を先頭とする渋帯) "" 笙 爬E が
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T
C
専
用
運
用
が
可
能
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
各
公
団

の
本
線
料
金
所
に
お
い
て
は
、
ほ
ぼ
全
て
の
料
金
所
で
二

四
時
間
専
用
レ
ー
ン
化
が
図
ら
れ
E
T
C
の
利
用
が
さ
ら

に
便
利
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す

(
一
八
二
本
線
料
金
所
中

一
八
〇
料
金
所
)。

2

E
T
C
割
引

E
T
C
に
よ
り
、
通
行
車
両
の
利
用
履
歴
を
容
易
か
つ

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
E
T
C
を

活
用
し
た
時
間
帯
割
引
等
の
多
様
な
料
金
割
引
が
可
能
と

な
る
ほ
か
、
別
納
割
引
に
代
え
て
、
不
正
利
用
が
で
き
な

い
大
口
･
多
頻
度
割
引
等
の
導
入
が
可
能
と
な
り
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
き
め
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

高
速
自
動
車
国
道
の
料
金
に
つ
い
て
は
、
既
に
平
成
一

六
年
三

月
よ
り
深
夜
時
間
帯

(0
~
四
時
)
を
三
割
引

に
す
る
深
夜
割
引
を
、
平
成
一
七
年
一
月
よ
り
地
方
圏
に

お
け
る
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯

(六
~
九
時
、
一
七
~
二
〇

時
)
を
五
割
引
に
す
る
通
勤
割
引
、
大
都
市
圏
に
お
け
る

早
朝
夜
間
時
間
帯

(二
二
~
翌
六
時
)
を
五
割
引
に
す
る

早
朝
夜
間
割
引
を
実
施
し
て
お
り
、
四
月
一
日
か
ら
は
別

納
制
度
に
代
わ
る
大
口
･
多
頻
度
割
引
や
マ
イ
レ
ー
ジ
割

引
が
開
始
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表 2 E T C 利用率の目標

H l 6
.

3 H 1 7春 Hせ8春

全 国 l6 % ↓ 50 % ↓ 70 %

首都高速 19 % ↓ 60 % ↓ 85 %

阪神高速 11 % ↓ 5 0 % ↓ 85 %

三

彊
T
C
の
令
徽
の
展
開

;
E
T
C
の
目
指
す
先
;

E
T
C
の
普
及
と
と
も
に
そ
の
効
果
が
発
現
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
さ
ら
な
る
普
及
促
進
を
図
り
、
従
来
の
目
標

を
二
年
前
倒
し
て
、
平
成
一
人
年
春
ま
で
に
、
利
用
率
約

七
0
%

(首
都
高
速
、
阪
神
高
速
で
は
約
八
五
%
)
の
達

成
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す

(表
2
)。

そ
れ
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
E
T
C
の
効
果
が
発
現
す
る

と
と
も
に
、
E
T
C
専
用
I
C

(ス
マ
ー
ト
I
C
)
の
設

置
や
、
都
市
高
速
道
路
に
お
け
る
E
T
C
を
活
用
し
た
対

距
離
料
金
制
の
導
入
等
E
T
C
を
活
用
し
た
施
策
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

四

E
T
C
の
普
及
に
向
け
た
護
ら
窓
る
取
組
み

;
E
T
C
を
も
っ
と
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
,

1

車
載
器
購
入
費
用
の
軽
減
策

車
載
器
の
価
格
が
低
下
し
て
は
い
ま
す
が
、
取
付
け
に

は
初
期
費
用
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
新
た
に
車
載
器
を
購
入
さ
れ
た
方
を
対
象

に
、
購
入
費
用
の
軽
減
策
と
し
て
、
料
金
還
元
や
車
載
器

購
入
支
援

(
一
台
当
た
り
五
、
0
0
0
円
程
度
)
を
合
わ

せ
て
三
三
〇
万
台
の
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す

(表
3
)。
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2

E
T
C
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

E
T
C
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
E
T
C
カ
ー
ド
の
入

手
と
、
車
載
器
の
購
入
設
置
が
必
要
で
あ
り
、
手
続
き
の

簡
素
化
と
時
間
の
短
縮
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た

め
、
カ
ー
ド
会
社
と
0
R
S
E

(賄
道
路
シ
ス
テ
ム
高
度

化
推
進
機
構
)、
公
団
が
連
携
し
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
即

時
に
E
T
C
カ
ー
ド
発
行
す
る
と
と
も
に
、
E
T
C
車
載

器
の
取
付
と
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
を
一
カ
所
で
実
施
で
き
る
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

･
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
平
成

一
六
年

三

月
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
一
七
年
春
に

は
カ
ー
用
品
店
の
店
頭
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
実



施
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

=
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
暗
号
化
の
手
続

末
ま
で
の
間
、
無
料
に
す
る
期
間
限
定
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

き
に
関
し
て
O
R
S
E
が
徴
収
し
て
い
る
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

実
施
し
て
い
ま
す
。

3

セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
情
報
発
行
料
の
無
料
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

情
報
発
行
料

(五
〇
〇
円

(税
抜
き
))
を
O
R
S
E
の

車
載
器
に
は
、
暗
号
化
し
た
識
別
処
理
情
報
を
セ
ッ
ト

自
助
努
力
に
よ
り
、
去
年
一
一
月
か
ら
平
成
一
七
年
三
月

4

二
輪
車
E
T
C
へ
の
対
応

現
行
の
E
T
C
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
二
輪
車
E
T
C

　　
　

　　
　　　
　

　
　
　
　

H16年度支援策 台 数 支援内容

L
Y

策

際
粉

既
柞
離

入
朧
蛯

顯
“
鮒

載
T

即

車

E

1 5 万台
月
実

6
ら鵠勝

万
9

2
を0

台
援
万妓

鯛
鷁
弗

よ

O鰐
神
実
o

阪
に
施

1 0 万台
スマート I C の導入に伴い、

秋以降順次
支援開始

。

3 0 万台 J H による購入支援 (11月から実施)
。【終了】

トリ
-
雙糠趨鷲

殆1 0 0
癈
瀰纖㈱讓襲

貽1 0 0

一
弓
た
り

、割
れ
(

し
た
ま
施

入
じ
込
実繊鰊

J
般
(
方
年

胎第 咋11難'を翫金料
先謠幟

に
付

団
受

公
送鞠脚

殆5 0 礼
明攪嵐皺車元に

還
た
金

新
料

り
し

よ
対

団
台
始

公
方
開

都
"
付

首
た
受

合 計 胎3 3 0

5

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
以
外
の
決
済
方
法
の
導
入

現
在
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
利
用
い
た
だ
け
な
い
方

や
、
利
用
し
た
く
な
い
方
に
対
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
以
外
の
決
済
方
法
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
J
H
等
公
団
に
お
い
て
、
一
定
額
の
保
証

金
を
事
前
に
支
払
っ
た
上
で
、
料
金
を
銀
行
口
座
か
ら
引

き
落
と
す
保
証
金

(デ
ポ
ジ
ッ
ト
)
方
式
の
E
T
C
カ
ー

ド
を
民
営
化
ま
で
に
実
施
で
き
る
よ
う
検
討
中
で
す
。

な
お
、
E
T
C
の
利
用
等
に
関
す
る
情
報
に
関
し
て
は
、

E
T
C
総
合
情
報
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
整
備
し
、
利
用
者

へ
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
情
報
提
供
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

け
冒
"
"
"
"
旛
o
ゐ
[こ
せ
＼

を
ご
参
照
下
さ
い
。
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バ
ヌ
停
留
所
に
講
置
さ
れ
る
丑
屋
に
対
す
る

應
告
噛
の
添
加
に
係
る
邇
幡
占
爛
◎
事
例
等
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

荒
原

和
愛

は
、
一
定
の
要
件
に
合
致
す
る
場
合
に
は
こ
れ
を
認
め
る

し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、占
用
許
可
手
続
に
あ
た
っ
て
、

こ
と
が
で
き
る
措
置
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

当
該
物
件
の
各
部
分
の
効
用
に
か
ん
が
み
、
上
屋

(壁
面

こ
の
措
置
を
受
け
、
岡
山
市
や
横
浜
市
等
で
は
、
広
告

が
設
置
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、壁
面
を
含
む
。以
下
同
じ
。)

業
者
と
連
携
し
、
広
告
料
収
入
を
上
屋
の
整
備
及
び
維

と
、
当
該
上
屋
に
添
加
さ
れ
る
広
告
板

(以
下

｢添
加
広

持
管
理
に
必
要
な
費
用
に
充
当
す
る
と
の
枠
組
み
の
下
、

告
板
｣
と
い
う
。)
に
分
け
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
、
こ

上
屋
付
き
バ
ス
停
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

の
基
本
的
な
手
続
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

=
陳
じ
め
に

バ
ス
停
留
所
に
設
置
さ
れ
る
上
屋
に
対
す
る
広
告
物
の

添
加
に
つ
い
て
は
、
従
来
抑
制
的
に
扱
わ
れ
て
き
た
が
、

バ
ス
が
市
民
を
大
量
に
か
つ
低
廉
な
料
金
で
輸
送
す
る
公

共
交
通
機
関
と
し
て
の
性
格
に
か
ん
が
み
、
バ
ス
停
留
所

に
お
け
る
待
合
施
設
と
し
て
の
上
屋
の
整
備
が
推
進
さ
れ

る
こ
と
は
公
益
上
も
望
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
こ
と
、
ま
た
、
近
年
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
議
論

や
関
心
の
高
ま
り
を
受
け
、
高
齢
者
、
身
体
障
害
者
等
の

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
移
動
の
円
滑
化
の
観
点
か
ら

も
上
屋
が
整
備
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
広
告
料
収
入
を
上
屋
の
整
備
及
び
維
持

管
理
に
必
要
な
費
用
に
充
当
さ
せ
る
と
の
枠
組
み
の
下
、

新
規
か
つ
一
体
的
に
整
備
す
る
形
態
の
も
の
に
つ
い
て

こ
の
措
置
を
受
け
、
岡
山
市
や
横
浜
市
等
で
は
、
広
告

事
業
者
と
連
携
し
、
広
告
料
収
入
を
上
屋
の
整
備
及
び
維

持
管
理
に
必
要
な
費
用
に
充
当
す
る
と
の
枠
組
み
の
下
、

上
屋
付
き
バ
ス
停
の
整
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
oそ

こ
で
、
本
稿
で
は
、
占
用
許
可
の
基
本
的
手
続
、
岡

山
市
及
び
横
浜
市
内
に
お
け
る
設
置
事
例
等
に
つ
い
て
紹

介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

な
お
、
本
稿
に
お
い
て
意
見
に
わ
た
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
私
見
で
あ
る
こ
と
を
予
め
、
お
断
り
し
て
お
く
。

室

占
用
の
許
可
の
薹
蘂
的
葦
纜

バ
ス
停
留
所
に
広
告
板
を
有
す
る
構
造
の
上
屋
を
設
置

1

上
屋

バ
ス
事
業
者
が
、
新
規
の
占
用
許
可
申
請
を
行
う
。

2

添
加
広
告
板

添
加
広
告
板
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
第
四
一
条
の
趣
旨

を
踏
ま
え
て
、
上
屋
と
は
独
立
の
物
件
と
み
な
し
、
添
加

広
告
板
を
用
い
て
広
告
事
業
を
行
お
う
と
す
る
者

(以
下

｢広
告
事
業
者
｣
と
い
う
。)
が
、
新
規
の
占
用
許
可
申
請
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を
行
う
。
な
お
、
上
屋
に
設
置
さ
れ
る
壁
面
の
う
ち
、
そ

回

底
鑑
物
の
添
加
薄
れ
て
い
る
バ
ス
停
上
屋

の
全
面
が
広
告
板
と
し
て
使
用
さ
れ
る
構
造
で
あ
る
も
の

の
設
置
事
例
篝

に
つ
い
て
は
、そ
の
広
告
板
と
し
て
の
効
用
に
か
ん
が
み
、

表 1 岡山市内における設置状況等

設置計画数 平成14年度 平成l5年度
平成16年度
(予定)

平成17年度
(予定)

岡山市管理道路 lo 基 基リム 基リム 基ワ“ 基ぬU

その他道路 42 基 一 - ー 基ゆ

合 52 基 基リム 基リム 基ハノム 基第

※ 各年度欄の数字は、 各年度末時点における累計設置数であり、 18年度以降については
未定である。

れ

を
添
加
広
寂

と
し
て
取
り
扱
ぅ
も
の
と
す
る
。

1

岡
山
市
内
に
ぉ
け
る
事
例

衾
ー
)
噂
真
ー
▲

)

圓

写真 1 全国初となった ｢錦町｣ バス停 (現在の広告と異なる場合があります。)

3

手
続
上
の
留
意
点

前
記
1
、
2
の
手
続
に
あ
た
っ
て
は
、
道
路
管
理
者
へ

の
申
請
は
、
同
時
に
行
う
も
の
と
す
る
。

亘

広
告
物
の
取
扱
い

広
告
物
に
つ
い
て
は
、
信
号
機
及
び
道
路
標
識
の
効
用

を
妨
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
良
好
な
景
観
を
害
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
次
の
よ
う
な
も
の
に
限
り
認
め
ら
れ
て

い
る
。①

広
告
物
の
色
彩
等
は
、
信
号
機
又
は
道
路
標
識
に

類
似
し
、
又
は
こ
れ
ら
の
効
用
を
妨
げ
る
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
て
は
な
ら
な
い
。

②
広
告
物
は
、反
射
材
料
式
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

③
広
告
物
の
表
示
内
容
は
、
公
序
良
俗
に
反
す
る
も

の
で
は
な
い
こ
と
。

④
広
告
物
は
、
屋
外
広
告
物
条
例
の
許
可
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
こ
と
。
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まだ,
どいz
′

~…
簾 嚢 聴 くゑ藝 騒 ご ~ .

写真2 同 ｢山陽新聞社前｣ バス停 (現在の広告と異なる場合があります。)

2

横
浜
市
内
に
お
け
る
事
例

(表
2
･
3
)
(写
真
3
)

○
利
用
者
の
声

･
い
つ
も
清
掃
さ
れ
て
い
て
綺
麗
で
、
ベ
ン
チ
に
座
っ

て
も
洋
服
が
汚
れ
る
こ
と
が
な
く
て
気
持
ち
が
い

表 , 横浜市内‘おける設置状況等 横 ら ガ夜 いてい吊

　 　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　 　　　　　　　
･
夜
も
明
る
く
て
安
全
な
気
が
す
る
。

･
ガ
ラ
ス
の
壁
が
つ
い
て
い
る
の
で
、
冬
は
風
が
当
た

ら
ず
寒
さ
が
厳
し
く
な
く
て
よ
い
。

寸

設置計画数
平成l6年度

(予定)
平成17年度

(予定)
平成18年度

(予定)

横 浜 市
管理道路

l33 基 14 基 未定 133基

その他道路 19基 未定 l9 基

合 計 l52 基 14 基 未定 l52基

※ 各年度欄の数字は、 各年度末時点における累計設置数である。
) 等

矧ぎ蝨 猪話し菱 もぎ

孕 友なぞ

写真 3 公営バスでは初となった ｢市庁前｣ バス停 (現在の広告と異なる場合があります。)
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○
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

(横
浜
市
実
施
)

･
実

施

日
･!
平
成
一
六
年
一
二
月

･
実
施
方
法
!
対
面
に
よ
る
聴
き
取
り

･
有
効
聴
取
数
!
六
六
票

(男
性
二
四
人

○
利
用
者
の
声

･
広
告
板
が
明
る
く
て
よ
い
。

･
前
よ
り
よ
く
な
っ
た
。

等

女
性
四
二

人
)

表 3 利用者アンケートの質問及び回答 (横浜市実施)

質 問 回

14 勘Lを備整屋

〕

上

か

る

、つ

よ

田
ぶ

に

う
力

ど

活

て

聞

い

民

つ

が
に

局
方

通
え

交
考る

良いと思う ･賛成 58票

ハソム 上屋のデザインを見てどう思うか。
票62成賛、ハノ思1とい良

うり 広告が付いていることについてどう思うか
。 凛4叶、つ思、とい良

4
才 利用しやすさについてどう思うか。 漂4TW==↓議~つ思1とい良

に･〉 安全面からお気づきの点があるか。 漂い上な離

重

講
わ
り
に

現
在
、
広
告
物
の
添
加
さ
れ
て
い
る
バ
ス
停
上
屋
は
、

そ
の
取
扱
い
に
必
要
な
事
項
が
定
め
ら
れ
て
間
も
な
い
こ

と
か
ら
設
置
事
例
は
少
な
い
が
、
平
成
一
五
年
三
月
に
岡

山
市
内
に
設
置
さ
れ
た
上
屋
を
始
め
と
し
、
そ
の
後
、
横

浜
市
内

(平
成
一
六
年
三

月
)
に
お
い
て
も
設
置
さ
れ

た
。ま

た
、
本
年
夏
に
は
、
名
古
屋
市
内
に
お
い
て
も
設
置

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
、
広
告
物
の
添
加
さ
れ
る
バ

ス
停
上
屋
の
整
備
が
進
ん
で
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

当
該
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
バ
ス
停
の
上
屋

が
よ
り
一
層
整
備
さ
れ
、
バ
ス
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。



圏
本
邇
騰
公
鬮
が
管
理
す
る
一憲
有
料
通
路
(バ
イ
パ
ヌ
型
)
◎

地
方
遭
騰
公
社
へ
◎
馴
纏
に
つ
い
て

道
路
局
有
料
道
路
課
尉
鮴

臘

置
法
第
二
七
条
の
二
及
び
第
二
七
条
の
三
に
根
拠
規
定
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
規
定
は
、
日
本
道
路
公
団
が
同
法
第
三

条
の
許
可
を
受
け
て
新
設
若
し
く
は
改
築
し
又
は
料
金
を

徴
収
し
て
い
る
道
路
を
、
地
方
道
路
公
社
が
日
本
道
路
公

団
と
協
議
し
か
つ
国
土
交
通
大
臣
の
許
可
を
受
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
法
律
上
、
日
本
道
路
公
団
に
対
す
る
許
可
と

同
一
内
容
の
許
可
が
地
方
道
路
公
社
に
対
し
て
あ
っ
た
も

の
と
み
な
し
、
地
方
道
路
公
社
が
同
法
第
七
条
の
一
二
の

許
可
を
受
け
な
く
と
も
料
金
の
徴
収
を
行
う
こ
と
が
可
能

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
日
本
道
路
公
団
が
行
っ
た

同
法
第
一
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
い
わ
ゆ
る
料
金
徴
収
公

告
も
、
地
方
道
路
公
社
が
行
っ
た
も
の
と
み
な
す
と
い
っ

た
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

日
光
宇
都
宮
道
路
に
つ
い
て
は
、
栃
木
県
に
お
い
て
有

料
道
路
と
し
て
引
継
ぐ
こ
と
が
有
効
か
ど
う
か
の
検
討
を

道
路
関
係
四
公
団
は
、
平
成
一
六
年
六
月
に
成
立
し
た

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
四
法
に
従
い
、
平
成
一
七

年
一
〇
月
を
目
標
に
民
営
化
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現

在
、
会
社
及
び
機
構
の
設
立
手
続
き
、
公
団
の
試
算
評
価
、

権
利
義
務
の
承
継
等
所
要
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

日
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る
一
般
有
料
道
路
は
、
高
速

自
動
車
国
道
と
密
接
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
成
し
、
一
体

的
に
機
能
す
る
道
路
(ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
一
般
有
料
道
路
)

と
高
速
自
動
車
国
道
と
独
立
し
た
バ
イ
パ
ス
等
で
、
単
独

に
機
能
す
る
道
路

(バ
イ
パ
ス
型
一
般
有
料
道
路
)
に
分

類
さ
れ
、
こ
の
う
ち
、
バ
イ
パ
ス
型
一
般
有
料
に
つ
い
て

は
、
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
推
進
委
員
会
意
見
書
に
基

づ
き
、
本
来
道
路
管
理
者
や
地
方
道
路
公
社
等
に
有
償
譲

渡
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
稿
で
は
、
地
方
道
路
公
社
へ
の
有
償
譲
渡
が
決
定
し

て
い
る
日
光
宇
都
宮
道
路
に
つ
い
て
、引
継
に
至
る
経
緯
、

引
継
後
の
事
業
展
開
等
を
御
紹
介
い
た
し
ま
す
。

霊

園
光
申
部
寓
道
路
の
酬
纏
に
つ
い
て

日
本
道
路
公
団
が
管
理
し
て
い
る
一
般
有
料
道
路
を
有

料
道
路
と
し
て
地
方
公
共
団
体
や
地
方
道
路
公
社
に
引
継

い
だ
事
例
は
こ
れ
ま
で

=
道
路
あ
り
、
今
回
の
日
光
宇

都
宮
道
路
が
三
一例
目
と
な
り
ま
す
。
前
述
の
と
お
り
、

バ
イ
パ
ス
型
一
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
は
有
償
譲
渡
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
の
で
、
民
営
化
ま
で
の
間
に
、
地
方
道

路
公
社
へ
の
引
継
ぎ
事
例
は
増
え
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。有

料
道
路
の
引
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
道
路
整
備
特
別
措
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行
い
、①
有
料
道
路
と
し
て
管
理
す
る
こ
と
で
引
き
続
き
、

安
全

･
安
心

･
快
適
な
高
速
走
行
が
確
保
で
き
る
こ
と
、

②
地
元
に
と
っ
て
よ
り
利
用
し
や
す
い
道
路
と
す
る
た

め
、料
金
を
現
行
の
半
額
以
下
に
引
き
下
げ
る
と
と
も
に
、

E
T
C
設
置
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
追
加
等
の
機
能
向

上
策
を
早
期
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
③
早
期

に
料
金
を
引
き
下
げ
る
こ
と
で
、
日
光

･
鬼
怒
川
地
区
の

地
域
再
生
の
支
援
に
も
資
す
る
こ
と
、
か
ら
栃
木
県
道
路

公
社
の
有
料
道
路
と
し
て
引
継
ぐ
こ
と
と
し
た
も
の
で

す
。こ

の
決
定
を
踏
ま
え
、
栃
木
県
は
昨
年
三
一月
に
県
議

会
の
議
決
を
経
た
上
、
栃
木
県
道
路
公
社
が
引
継
ぐ
こ
と

で
日
本
道
路
公
団
と
協
議
を
進
め
、
両
者
の
間
で
、
譲
渡

価
額
、
引
総
時
期
に
つ
い
て
協
議
が
整
っ
た
こ
と
か
ら
、

本
年
一
月
二
六
日
に
国
土
交
通
大
臣
に
対
し
道
路
整
備
特

別
措
置
法
第
二
七
条
の
三
に
基
づ
く
申
請
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
概
要
は
、
①
引
継
時
期
は
平
成
一
七
年
六
月
二

人
日

②
譲
渡
価
額
は
二
一
･
八
億
円

と
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
審
査
し
た
と
こ
ろ
、
引
総
価
額

は
道
路
本
体
の
価
額

(日
本
道
路
公
団
が
営
業
を
継
続
し

た
場
合
の
収
益
累
計
額
を
現
在
価
値
化
し
た
額
)
と
道
路

に
附
属
す
る
道
路
以
外
の
物
件

(料
金
所
建
物
な
ど
)
の

価
額
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
、
双
方
に
と
っ
て
公
平
に
算
定

し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
妥
当
で
あ
る
た
め
、
同
年
二
月

二
日
付
け
で
許
可
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

42 道介〒セ 2005,3
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量

醐
纏
縫
の
自
党
幸
郡
富
道
路
幅
つ
い
竃

宇
都
宮
道
路
に
つ
い
て
よ
り
利
用
し
や
す
い
道
路
と
す
る

=

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
新
設

た
め
、
以
下
の
よ
う
な
事
業
計
画
の
変
更
を
予
定
し
て
お

引
継
後
概
ね
五
年
を
目
途
に
、
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

栃
木
県
及
び
栃
木
県
道
路
公
社
で
は
、
引
継
後
の
日
光

り
ま
す
。

′

必
要
性
が
高
く
、
地
域
の
要
望
も
多
い
、
今
市
市
土
沢
地

1 料金徴収期間及び料金体系
(l) 料金徴収期間

･供用開始の日 (昭和51年12月25日) から45年 2カ月と6日間 (平成34年 3月 2日)
(2) 引継と同時に、次のとおり値下げを実施します。

ただし、時間帯割引の導入は、 E T C利用者 (無線通信による通行車) を対象とし、 E T
C設備の整備後となる予定です。

滯 脚
物

･鳥
リ
“ ハど

鰡
鰡

濱
拗

鏑
挺

鰯 靴 卿
鰡

沢大 妙
齢

獣
リ
一
つの

れ

即
効

鰡
翔 郛 翔

卸
ハ〃
ハU

泌
鉈

即
効

…

光 砺
臘

拗
畑

伽
伽滝

古
…

弼
即

拗
硼

泌
鰡

(新) 通常料金

伽
物 鰯 爛

勧 瑠 畑
勧

脚
翻

腐
裁

鏑
艇

-
-

-
-

-
-

-
-

-
-

(仮)石那田
…

“
物

伽
鰡

脚
伽

獺
勧

沢大 州
拗
効

即
繊

-
-

沢土仮 加 ー ′
‐

刎
佛

脚
紳 柿 -

- 加 ー 観
即
!

光 蝋 郷 - 纖
偲
占
…

廓 脚 脚 加 - 伽
閑散期 (l2月~ 4月) 割引料金 :全通行車両対象
通勤時間帯等 (17時~翌朝9時割引料金 :E T C利用者 (無線通信による通行車) 対象

彌獨 戚而 畑｣御
知砺 即厩 即

紳
撥
就

孫
鎚

【
-

-
-

-
-

-
-

-
-

(仮)石那田
…

翔癇 御㈲ 劇痛 即獨 沢大 脚一芻
鰍

一則
翻

-
-

沢土仮 脚一
- 加一沙

碗
脚
働 鯖 -

- 脚一
- 郷一即

淘
躯

光R
] 脚 捌一

ー 榔一滝
古
…

脚 脚 劉一
- 御一※ 下線付が割引対象

※ 通勤時間帯等割引は、 E T C利用者 (無線通信による通行車) を対象とするため、平均18年春以降適用となります。※ 料金引き下げに伴い、 ｢軽自動車等｣ の区分を廃し ｢普通車｣ に統合します。

内
及
び
宇
都
宮
市
石
那
田
地
内
の
二
カ
所

の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
新
設
。

②

E
T
C
無
線
機
器
の
導
入

平
成

一
八
年
春
を
目
途
に
、
全
て
の
料

金
所

(四
カ
所
)
に
E
T
C
を
導
入
。

③

通
行
料
金
の
引
き
下
げ

引
継
と
同
時
に
、
通
行
料
金
を
全
線
利

用
時

(宇
都
宮
i
清
滝
間

普
通
車
)
で

九
二
〇
円
か
ら
四
五
〇
円
に
引
き
下
げ
。

ま
た
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

(
一
二
月
~
四
月
)

や
通
勤
時
間
帯
等

(E
T
C
無
線
利
用
車
)

に
つ
い
て
は
さ
ら
な
る
割
り
措
置
。

@

料
金
徴
収
期
間
の
延
長

イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
の
新
設
、
E
T
C

無
線
機
器
の
導
入
等
に
よ
り
、
新
た
に
約

七
〇
億
円
の
追
加
投
資
が
必
要
と
な
る
こ

と
等
か
ら
、
現
行
の
料
金
徴
収
期
間
を
約

一
五
年
延
伸
す
る
予
定

な
お
、
原
稿
作
成
時
点

(平
成
一
七
年

三
月
上
旬
)
で
、
栃
木
県
は
、
こ
れ
ら
事

業
計
画
の
変
更
に
係
る
議
案
を
栃
木
県
議

会
に
上
程
し
て
お
り
、
今
後
、
事
業
計
画

変
更
に
係
る
所
要
の
手
続
き
が
な
さ
れ
る



の て 予
表2

で昇暮礬翁溺醗 料金徴収期間満了前‘こ地方道路公社等へ有償 癈はが 團 襲バ
イ
パ
ス
型
一
般
有
料
道
路
の
有
料
道
路
引
継
に
つ
い

て
は
、
日
光
宇
都
宮
道
路
の
ほ
か
に
、
現
在
、
神
奈
川
県

の
真
鶴
道
路
、
福
岡
県
の
若
戸
大
橋
で
検
討
さ
れ
て
お
り

道路名 移管先 移管年月日

阿蘇登山道路 熊本県 S 45 .7

磐梯吾妻道路 福島県道路公社 S 47 ,l

第二磐梯吾妻道路 福島県道路公社 S 47 .lo

伊勢道路 三重県道路公社 S 4 8 .8

白浜道路 和歌山県 S 56 .6

知多半島道路 愛知県道路公社 S 58 .6

大島大橋 山口県道路公社 S 62 ,6

尾道大橋 広島県道路公社 S 6 3 2

北九州道路 福岡北九州高速道路公社 H 3 3

北九州直方道路 福岡北九州高速道路公社 H 3 ,3

浦戸大橋 高知県道路公社 H 9 2

日 パ 熟 す
　 　 　

型 鑿
　 　 　
呂 般 に

ま
す
。
こ
れ
ら
の
道
路
は
い
ず
れ
も
地
域
に
密
着
し
た
道

路
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
道
路
の
将
来
の
運
営
を
含
め
、
地

元
自
治
体
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
検
討
が
行
わ
れ
て
お
り

写真 1 春の日光宇都宮道路

写真2 冬季の日光宇都宮道路
(積雪寒冷地にあたるため、 除雪も必要)

得 道行セ 20053



道路局有料道路課課長補佐 中田 裕人

霊

園

圓

圈

鬮する調査覊蕎

E
T
C
は
、
道
路
の
利
用
者
に
と
っ
て
便
利
で
快
適
な

ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
走
行
を
可
能
と
す
る
ほ
か
、
渋
滞
緩
和
や

鮠
削
減
に
よ
る
環
境
改
善
等
に
効
果
が
あ
り
･

さ
ら
に
は

多
様
で
弾
力
的
な
料
金
設
定
に
活
用
で
き
る
な
ど
、
単
に

E
T
C
の
利
用
者
の
み
な
ら
ず
、
非
E
T
C
利
用
も
含
め

た
全
道
路
利
用
者
や
沿
道
住
民
全
体
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
我
が
国
で
も
積
極
的
に
そ

の
普
及
促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
E
T
C
に
関
し
て
、
従
前
よ

り
率
先
し
て
そ
の
導
入
に
取
り
組
ん
で
き
た
ア
メ
リ
カ
の

実
態
と
今
後
の
見
通
し
等
に
つ
い
て
、
我
が
国
の
E
T
C

等
に
携
わ
る
専
門
家
と
と
も
に
現
地
調
査
し
て
き
た
結
果

の
一
部
を
、
簡
単
に
ご
報
告
し
た
い
。

彊
匿
バ
ス
の
現
状

1

利
用
の
仕
方
と
利
用
実
績

数
ド
ル
程
度
の
料
金
を
徴
収
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
周
辺

の
有
料
道
路
で
は
、
｢
E
Z
パ
ス

(□
N
せ
丼↓
｣
(写
真

1
･
2
)
と
呼
ば
れ
る
簡
易
な
タ
グ
を
利
用
し
て
、
料
金

徴
収
が
行
わ
れ
て
い
る
。

申
し
込
み
に
は
、
個
人
利
用
の
乗
用
車
の
場
合
、
タ
グ

の
保
証
金
が
$
め
で
、
号
g
の勲[
(預
託
金
)
が
$
%

(ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
登
録
者
は
必
要
な
し
)、
毎
月
の
メ

ン
バ
ー
フ
ィ
ー
が
$
1
必
要
に
な
る
。
申
込
書
が
郵
送
で

カ
ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
到
着
す
れ
ば
、
折
り

返
し
す
ぐ
に
タ
グ
が
利
用
者
に
送
ら
れ
て
、
利
用
可
能
な

状
態
と
な
る
。
タ
グ
を
利
用
し
た
場
合
、
日
本
の
E
T
C

と
違
っ
て
、
管
理
セ
ン
タ
ー
に
て
利
用
の
履
歴
を
中
央
管

理
し
、
タ
グ
に
は
履
歴
を
残
さ
な
い
簡
易
な
シ
ス
テ
ム
と

な
っ
て
い
る
。

写真 2 E-Z P assのタグ裏面
(車外から見た状態)

　　　　　　　　　　　　 　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　

写真 1 E-Z P assのタグ表面
(フロントガラスに貼った伏態)
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私
た
ち
が
訪
れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

･
タ
ー
ン
パ
イ

ク
に
お
け
る
m
N
せ
“②②の
導
入
は
、

一
九
九
八
年
で
、
初

年
度
の
実
績
は
、
予
想
し
た
利
用
率
三
0
%
を
上
回
る
四

五
%
、
現
在
で
は
、
2
/
3
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
利
用
し
て

お
り
、
将
来
的
に
は
、
八
0
%
に
到
達
す
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
。
一
〇
0
%
の
目
標
で
な
い
の
は
、
機
器
に
苦
手

な
年
配
者
や
新
し
い
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
拒
否
者
等
が
い

る
か
ら
と
の
こ
と
。
利
用
者
の
評
価
は
良
く
、
渋
滞
緩
和

に
も
役
立
っ
て
い
て
、
m
1N
辞
めのは
成
功
と
評
価
さ
れ
て

い
た
。

な
お
、
料
金
に
つ
い
て
は
、
m
N
せ
錺
の利
用
者
に
対
し

て
、
時
間
帯
別
に
ピ
ー
ク
時
は
一
五
%
割
弓
、
オ
フ
ピ
ー

ク
時
は
三
0
%
割
引
を
行
う
な
ど
し
て
お
り
、
入
口
の
通

過
時
間
で
料
金
を
決
め
て
い
る
。

2

甲
N
℃
鴎
の
の
の
利
用
可
能
な
レ
ー
ン

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

･
タ
ー
ン
パ
イ
ク
で
は
、
従
来
の

料
金
所
を
‐
五
繊
/
h

(約
二
四
･
一
蹴
/
h
)
の
低
速

度
で
通
過
す
る
E
T
C
レ
ー
ン
と
、
本
線
上
で
五
五
祿
/

h

(約
八
八
･
五
皿
/
h
)
の
通
常
の
高
速
走
行
中
に
通

信
/
課
金
ポ
イ
ン
ト
通
過
の
際
に
課
金
す
る
高
速
の
E
T

C
専
用
レ
ー
ン

(田
×
ャ
ヵ
m
粉

m
N
せ
D粉
、
04
年
一
月
に

一
箇
所
完
成

(処
理
能
力
…
二
、
二
〇
〇
台
/
h
、
覇
-

N
野
のの利
用
者
の
九
五
%
が
利
用
。)、
三
箇
所
工
事
中
。)

と
が
併
用
さ
れ
て
い
る
。
料
金
所
レ
ー
ン
で
は
、
全
体
の

三
四

一
レ
ー
ン
の
う
ち

一
五
二
レ
ー
ン
に
m
-N
せ
拐
のが
導

入
さ
れ

(二
〇
〇
三
年
)、
平
日
の
総
交
通
量
は
九
0
~

一
〇
〇
万
台
。
二
輪
車
専
用
の
中
N
ャ
P粉
は
な
い
が
、
通

行
量
が
非
常
に
少
な
い
の
で
、
特
に
問
題
視
し
て
い
な
い

か
ン

　　

　
　

　
　
　

　　
　写真 4 左手が高速E T C 専用レーン

(右手は従来の料金所)

と
の
こ
と
で
あ
っ
た

(料
金
は
基
本
的
に
車
軸
数
に
基
づ

く
た
め
、
乗
用
車
と
同
一
料
金
)
(写
真
3
j
5
)。

な
お
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
島
に
入
る
橋

や
ト
ン
ネ
ル
の
多
く
は
有
料
道
路
と
な
っ
て
お
り
、
田
-

N
好
めのが
利
用
で
き
、
し
J
ン
全
体
の
約
半
数
程
度
は
、

回
N
せ
Pののの
専
用
レ
ー
ン
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
郊
の
国
際
空
港
に
併
設
さ
れ

た
駐
車
場
料
金
所
に
お
い
て
も
、
田
N
も
D粉
の
利
用
が
可

能
で
あ
る

(四
ヵ
所
)。

3

不
正
通
行
対
策

不
正
通
行
や
ス
ピ
ー
ド
違
反
の
者
に
対
し
て
は
、
車
両

ナ
ン
バ
ー
を
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
ナ
ン
バ
ー
を
照
合
し
、

そ
の
車
両
の
登
録
者
あ
る
い
は
所
有
者
に
対
し
て
、

写真 5 従来の料金所のうち、 いくつかが E T
ン

005

一

2

　
　道

写真 3 本線上の車線分離案内



□8
8

會
室
ロ書
)
の
通
知
、
課
金

･
罰
金
等
の
処
置
を

む
と
と
も
に
、
m
N
ャ
P粉
の
タ
グ
を
回
収
す
る
と
の
こ
と

課
し
て
い
る
。
な
お
、
カ
メ
ラ
に
よ
る
捕
捉
率
は
九
九
･

五
%
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
不
正
通
行

･
違
反
車
は
一
･

八
%
で
あ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー

･
タ
ー
ン
パ
イ
ク
で
は
、
料
金
所

の
E
T
C
レ
ー
ン
に
お
け
る
規
制
速
度
が
一
五
硴
/
h

(約
二
四

.
一
節
/
h
)
で
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
オ
ー
バ
ー

の
違
反
者
に
対
し
て
は
、
8
日
の
($
%
支
払
い
)
を
発

送
す
る
。
徐
々
に
違
反
者
に
対
す
る
注
意
の
度
合
い
を
強

め
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
を
四
回
行
な
う
と
、
裁
判
に
持
ち
込

写真 6 E X P R E S S E-Z Pass車線のアンテナ ･カメラ

で
あ
っ
た

(写
真
6
)。

三

軒
鰻
の
『
m
薯
の
現
状

1

椚
m
の
『
m
ズ
の
概
況

西
海
岸
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
周
辺
の
有
料
道
路
で
は
、

｢
フ
ァ
ー
ス
ト
ラ
ッ
ク

(粃
鍔
一
門畏
)｣
と
呼
ば
れ
る
タ
グ

(鼾
の辱
舜
の
通
信
エ
ラ
ー
率
は
約
1
/
1
0
0
0
0
)
を

用
い
て
、
料
金
徴
収
が
行
わ
れ
て
い
る
。

申
し
込
み
に
は
、
最
低
$
30
の
料
金
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
が

必
要
と
さ
れ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
ら
な
い
(現
金
)

の
場
合
は
、
さ
ら
に
$
"
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
が
必
要
。
月
々

の
利
用
が
$
%
以
下
の
場
合
は
、
維
持
費
と
し
て
、
月
に

$
1
の
手
数
料
が
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

(利
用

者
の
約
六
0
%
が
$
第
/
月
以
下
)。
な
お
、
請
求
書
の

送
付
は
三
カ
月
に
一
回
が
原
則

(E
メ
ー
ル
な
ら
一
国

$
5
の
割
引
)
と
な
っ
て
い
る
。

二
輪
車
の
利
用
方
法
は
一
般
車
と
同
じ
で
、
利
用
率
は

全
体
の
約
0
･
三
%
。
二
輪
車
の
場
合
は
、
違
反
車
に
つ

い
て
カ
メ
ラ
に
よ
る
画
像
で
の
補
足
が
困
難
と
い
う
問
題

が
あ
る

(図
ー
)。

2

吶
ゅ
の｢
m
矢
の
活
用

への
野
望

m
x
5
郡
粉

町
コ
の
の
例
〉

の
ヵ
当
有
料
道
路
に
は
、

一
九
九
五
年
か
ら
有
料
の

｢
m
x℃
冠
粉
せ
営
塁
局
速
レ
ー
ン
こ

が
あ
り

(囮
者
｢の粉
で
営
の

延
長
約
一
o
蝕
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
あ
る
ァ
ナ
ハ
イ

6.Manualtoll℃olled ionbooth
7･Red-ightturn$greenWhenfareispaid
8.Violationくamera5
9.EXitlooptrigger5℃ameraiffa｢eisnotpaid

1,Vehidedetededbyently-。。p(Avllane)
2.Vehiくledeteくtedbyentryloop(〔ashlane)
3.覊eadle(ount5vehk-ea×-esinvel･支le
4 Antennasense5tran5ponderinvehide
5.Fareduedisplayandautomaticにoinnnaくhine

図 - 料金所におけるイメージ

ム
の
東
側
に
位
置
。
料
金
支
払
い
は
舸
凹
の弓
｢8
襞
の
み
。
)
、

現
在
は
地
元
オ
レ
ン
ジ
郡
の

｢
O
C
T
A

(
0
門p
□
㈱

o
o自
壊
弓
門目
者
oR
巴
き
□
>
鱒
のき
も
｣
が
管
理
運
営
し
て
い

る
。高

速
レ
ー
ン
と
一
般
レ
ー
ン
と
の
区
分
け
は
基
本
的
に

車
線
移
動
禁
止
の
黄
色
線
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
所
々
、
白

道イテセ 2005 3 4 7



議

“こ
ぐ
ト

ハ黛
"
ぶ

り
＼
,

の
点
線
で
一
般
レ
ー
ン
へ
と
の
出
入
り
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る

(ち
な
み
に
、
高
速
レ
ー
ン
は
サ
ン
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
に
も
あ
る
が
、
全
て
通
常
の
白
点
線
)
(写
真
7
)。

な
お
、
事
前
に
慰
撫
HB
ズ
の
登
録
な
く
高
速
レ
ー
ン

(m
者
扇
のめ
せ
営
也

を
使
っ
た
違
反
者
は
、
警
察
に
捕
ま
っ

た
場
合
、
二
七
一
ド
ル
の
罰
金
、
二
九
ド
ル
の
教
習
費
及

び
運
転
免
許
の
減
点
が
課
せ
ら
れ
る

(教
習
を
受
け
れ
ば

減
点
は
無
く
な
る
)。

3

Mm
の計
"
六の
運
用
状
況

への
ゅ
コ
｣
O
B
こ
ぎ
董
房
有
料

道
路
等
の
料
金
徴
収
を
行
う
地
方
道
路
公
社

(『
盃
詠

8
コ
曵
8
コ

o
o
｢｢五
o
｢

D
ぬ
①
コ
o
お
巴

の
例
〉
(図
2
)

の
営
け
p目
白
音
□
ぬ
国
o
o
庁
---、
m
D静
日
の
三
本
の
有

料
道
路
の
料
金
徴
収
を
行
う
馴
き
者
oコ
芝
8
口

o
o
且
o
R

少
mg
o辱
め
(地
方
道
路
公
社
)
は
、
①
料
金
徴
収
機
器
の

維
持
管
理

(増
載の炉
舜
の
発
行
管
理
を
含
む
。)、
②
料
金

徴
収
員
及
び
徴
収
施
設
の
運
営
管
理
、
③
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
運
営
管
理
、
④
違
反
者
へ
の
取
り
立
て
業
務
、
の

四
つ
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

三
本
の
有
料
道
路
に
は
合
計
で
約
三
0
0
、
0
0
0

台
/
日

(平
日
平
均
。
休
日
は
概
ね
六
割
程
度
)
の
利
用

交
通
量
が
あ
り

(表
ー
)、
公
社
は
、
一
九
ヵ
所

(有
人

五
ヵ
所
、
無
人
ニ

カ
所
)
の
料
金
所
で
、
一
億
五
、
一

〇
〇
万
ド
ル

(交
通
量

…
八
、
八
〇
〇
万
台
)
の
料
金
徴

収
を
職
員
八
七
名

(う
ち
現
金
収
受
関
係
=

人
)
で
行

鳴

っ
て
い
る
。
料
金
収
入
の
う
ち
好
め炉
呉
に
よ
る
も
の
が

"セ

六
八
%
、
現
金
三
二
%
と
な

っ
て
い
る

(
N
O
O
N
u
｣
~

行

N
o
o
の
ひ
い
o)。

道

公
社
に
よ
る
と
、
拝
め炉
舞
は
二
〇
〇
四
年
現
在
で
発

“

表 1 各道路の内訳

有料道路名 道路延長 開通年 平日平均交通量

San Joaqu m Hills 15 mile 眺 口
]纖Foothill 纖 鰔
口
日纖Easte m 24 mile 眺 口
日創のP

′
m約



写真8 本線料金所の状況写真9 E T C 専用レーンアンテナ等の設置状況

行
数
約
五
二
0
、
0
O
0
台
、
毎
月
約
一
0
、
0
0
〇
台

を
新
た
に
発
行
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
通
信
方
式
は
パ
ッ

シ
ブ
型
で
、
約
五
年
の
バ
ッ
テ
リ
ー
寿
命
で
あ
り
、
年
間

約
一
〇
0
、
0
0
0
台
の
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換

(取
替
え
)

を
行

っ
て
い
る
。

多
く
が
E
T
C
専
用
レ
ー
ン
と
な
っ
て
お
り
、
当
該
レ

ー
ン
で
は
、
従
来
の
有
人
ブ
ー
ス
で
通
常
二
五
〇
台
/
時

間
の
と
こ
ろ
、
二
、
二
〇
〇
台
/
時
間
の
処
理
能
力
と
な

っ
て
い
る
。
三
レ
ー
ン
に
つ
き

一
一
個
の
カ
メ
ラ
が
設
置

さ
れ
、
捕
捉
率
は
プ
レ
ー
ト
が
あ
る
場
合
で
九
七
%
、
設

置
コ
ス
ト
は
車
線
当
た
り
約
0
･
二
五
百
万
ド
ル
と
な
っ

て
い
る
。

な
お
、
違
反
者
へ
の
対
応
も
公
社
の
仕
事
で
あ
り
、
交

適
量
全
体
の
約
二
･
四
%
が
違
反
車

(約
三
･
五
百
万
ド

ル
の
損
害
見
込
み
)
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
う
ち
約
一
･

六
%
は
カ
メ
ラ
で
捕
捉
し

(残
り
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
付
け
て
い
な
い
の
で
捕
捉
不
可
能
)、
罰
金
を
払
わ

せ
る
予
定

(二
〇
〇
四
年
度
見
込
み
)。
違
反
車
へ
の
課

金
は
、
一
回
目
の
違
反
は

(料
金
十
$
40

(料
金
の
一
〇

倍
))、
二
回
目
の
違
反
は

(料
金
+
$
卸
)、
三
回
目
の

違
反
は
、
自
動
車
証
明

(D
M
V
)
の
差
し
止
め

(法
廷

へ
起
訴
)
と
な
っ
て
い
る
。

霊

隧
わ
り
幅

今
回
の
調
査
で
は
、
E
T
C
を
は
じ
め
、
｢第
2
フ
ェ

ー
ズ
｣
を
迎
え
今
後
の
利
活
用
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
I

T
S
に
つ
い
て
も
、
実
態
調
査
等
を
行
っ
た
。
紙
面
の
関

係
上
、
そ
の
全
て
を
ご
説
明
す
る
こ
と
は
と
て
も
で
き
な

い
が
、
ま
さ
に
我
が
国
で
E
T
C
や
I
T
S
推
進
に
力
を

入
れ
て
い
る
こ
の
時
期
に
ア
メ
リ
カ
の
現
状
等
を
調
査
で

き
た
こ
と
は
、
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
、
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
た
い
。

写真10 入口料金所の例



亘
皿
S
セ
蕩
ン
ド
ヌ
テ
ー
ジ
に
鬮
げ
た

地
方
か
ら
の
取
組
み
に
つ
い
て

ー

一
般
国
道
四
六
号
の
冬
期
道
路
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
ー

東
北
地
方
整
備
局
秋
田
河
川
国
道
事
務
所

武
藤

徹

噸

は
じ
め
幅

東
北
地
方
北
部
の
中
山
間
地
域
を
通
過
す
る
一
般
国
道

四
六
号
を
舞
台
と
し
て
、
岩
手

･
秋
田
二
県
を
跨
ぐ
広
域

エ
リ
ア
で
冬
期
の
道
路
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
資
す
る
多
岐
に

わ
た
る
取
組
み
の
実
践
と
、
そ
の
結
果
評
価
･
分
析
を
基
に
、

今
後
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
入
る
I
T
S
の
地
方
に
お
け
る

あ
り
方
や
施
策
展
開
の
方
向
性
を
模
索
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
取
組
み
は
、
広
範
囲
で
の
連
携
の
他
、
①
地
域

や
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
と
そ
れ
に
呼
応
し
た

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
、
②
既
存
の
社
会
資
本
の
有
効
活

用
、
③
実
施
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
･
分
析
と
公
表
、
の

三
点
に
軸
足
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。

二
ヵ
年
に
わ
た
る
検
討
は
、
先
進
地
域
の
事
例
の
分
析

を
踏
ま
え
I
T
を
活
用
し
た
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
の
他
、

の
で
、
結
果
の
評
価
を
含
め
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル

に
よ
り
、
よ
り
良
い
も
の
を
構
築
し
、
同
様
な
地
方
部
で

の
施
策
展
開
の
礎
と
な
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

二

取
組
み
幅
整
っ
た
背
景

岩
手
県
･
秋
田
県
は
、
そ
の
殆
ど
が
積
雪
地
帯
で
、
国

道
四
六
号
が
通
過
し
て
い
る

｢仙
岩
峠
｣
は
年
間
累
加
降

雪
量
が
一
0
m
を
超
え
る
国
内
で
も
有
数
の
豪
雪
地
帯
で

す

(図
1
)。

国
道
四
六
号
は
、
岩
手
県
盛
岡
市
か
ら
奥
羽
山
脈
を
横

断
し
て
秋
田
市
に
至
る
総
延
長
約
三

七
皿
の
主
要
幹
線

道
路
で
、
交
通
量
は
盛
岡
市
内
で
二
○
、
O
0
0
台
/

日
を
超
え
ま
す
が
、
そ
の
他
の
区
間
で
は
五
、
0
0
0
~

七
、
0
0
0
台
/
日
程
度
で
す
。
起
終
点
に
位
置
す
る
都

人
、
沿
線
人
市
町
村
全
体
で
は
約
六
八
万
人
の
人
口
を
抱

え
て
い
ま
す
。

現
地
で
の
安
全
設
備
の
向
上
も
一
体
的
に
取
り
組
ん
だ
も

市
の
人
口
は
、
盛
岡
市
約
二
九
万
人
、
秋
田
市
約
三
二
万

裕

図

剥
げ

置

ゾ

位

脅

幸
工

槻鴨
鮒
載
o

理
輻

鞠盪
議

位
位
位
位
位

㈱
M幟

蔀騙
磁
麹
纖

位
位
位
位
位 圓乳訃図 2 道路満足度アンケート調査 (H g秋田県)
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ま
た
、
公
共
交
通
機
関
の
脆
弱
性
に
起
因
し
て
人
流
･

物
流
の

｢道
路
｣
へ
の
依
存
割
合
が
高
い
と
い
っ
た
国
内

の
地
方
都
市
に
共
通
し
た
特
徴
も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に

｢道
路
へ
の
依
存
度
が
高
い
｣
反
面
、

｢冬
期
間
の
道
路
環
境
｣
に
関
し
て
は
、
利
用
者
の
七

0
%
以
上
が

｢除
雪
/
凍
結
対
策
｣
へ
の
不
満
や
改
善
要

望
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
結
果
が
県
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

に
現
れ
て
い
る
こ
と
が
、
取
組
み
に
至
っ
た
背
景
の
一
点

目
で
す

(図
2
)。

二
点
目
は
、
求
め
ら
れ
る
冬
期
の
管
理
レ
ベ
ル
が
向
上

し

｢除
雪
･
凍
結
防
止
対
策
｣
に
係
る
費
用
が
増
加
の
一

途
を
た
ど
り
、
道
路
管
理
全
体
の
予
算
を
圧
迫
す
る
こ
と

が
容
易
に
想
定
で
き
る
こ
と
か
ら
、
既
存
施
設
･
資
産
を

有
効
活
用
し
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
模
索
す
る
こ
と

が
必
要
な
時
期
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

(図
3
)。

三
点
目
は
、
近
年
の
I
T
や
関
連
す
る
技
術
の
急
速

な
発
展
と
普
及
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
秋
田
県
民
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
普
及
率
、
パ
ソ
コ
ン
所
有
率
は
五
0
%
を
超
え
、

全
国
的
に
は
カ
ー
ナ
ビ
の
累
計
出
荷
台
数
は
一
、
四
五
〇

万
台
、
V
I
C
s
の
装
着
台
数
も
九
一
〇
万
台
を
超
え
た

現
状
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
道
路
管
理
面
で
も
路
面
情
報
収
集
の
各
分
野
で

開
発
が
進
み
、
特
に
路
面
状
況
を
把
握
す
る
セ
ン
サ
ー
類

の
技
術
革
新
は
目
覚
ま
し
く
、
路
面
温
度
、
気
温
、
風
向

風
速
、
雨
雪
量
、
路
面
状
態
等
の
詳
細
な
把
握
が
可
能
に

な
っ
て
お
り
、
社
会
基
盤
の
一
部
と
し
て
着
実
に
整
備
が

図 3 凍結抑制剤散布量の推移
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倍　
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〆

　

　

　
　

H
"Û

　

　
　

　

図
ら
れ
て
い
る
状
況
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
I
T

を
活

用
し
て
情
報
提
供
で
き
る
環
境
も
整
っ
て
き
て
い
る
、
と

い
う
背
景
も
あ
り
ま
す
。

霊

取
組
み
の
搏
繖

次
に
あ
げ
る
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に

｢プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

軸
足
｣
を
置
い
て
一
般
国
道
四
六
号
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

き
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
①

ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
･
把
握

道
路
利
用
者
や
地
域
の
方
々
の
協
力
を
確
保
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
具
体
的
な
ニ
ー

ズ
を
掘
り
起
こ
し
、
把
握
。
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
を
実
践
す
る
こ
と
に
最
大
限
努
力
し
た
こ

(例) 単位降雪量当たりの凍結抑制剤散布量

…

▲T｣

‐

　

　
　　

　

　

　

　

　

　

と

(
ニ
ー
ズ
重
視
の
サ
ー
ビ
ス
)。

ポ
イ
ン
ト
②

既
存
社
会
資
本
の
有
効
活
用

行
政
コ
ス
ト
の
抑
制
を
意
識
し
、
先
進
事
例
の
分
析
に

基
づ
き
、
デ
ー
タ
も
含
め
た
社
会
資
本
の
有
効
活
用
に
努

め
た
こ
と

(
コ
ス
ト
の
抑
制
)
。

ポ
イ
ン
ト
③

サ
ー
ビ
ス
実
施
と
そ
の
評
価
･
分
析
･
公
表

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
各
サ
ー
ビ
ス
を
ア
ウ
ト
カ
ム
プ
ラ

ン
に
位
置
付
け
、
達
成
度
評
価
に
基
づ
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

サ
イ
ク
ル
と
そ
の
後
の
実
運
用
に
向
け
た
枠
組
み
を
構
築

し
た
こ
と

(評
価
内
在
型
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
)。

園

ニ
ー
ズ
の
掘
り
起
こ
し
e
把
握
の
結
果

地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
実
現
す
る
た
め
の

取
組
み
と
し
て
、
｢懇
談
会
｣
の
他
、
郵
送
ア
ン
ケ
ー
ト
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
、
沿
線
地
区
懇
談
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
等
を
実
施
し
、
な
る
べ
く
具
体
的
な
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起

こ
す
こ
と
に
務
め
ま
し
た
。
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
の
偏
り
を

回
避
す
る
た
め
に
、
懇
談
会
へ
の
女
性
の
積
極
的
に
登
用

し
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
で
も
女
性
を
主
な
対
象
と
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
｢
I
T

｣
が
キ
ー
ワ
ー
ド
の

一
つ
で
も
あ
る

こ
と
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
並
行
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

実
施
結
果
は
、
表
1
に
示
す
通
り
計
三
九
七
名
か
ら
の

回
答
を
得
ま
し
た
。
内
訳
と
し
て
男
女
比
は
約
六
対
四
、

全
体
の
八
割
は
岩
手
･
秋
田
在
住
で
す
が
、
北
海
道
や
関

東
以
南
の
方
か
ら
も
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

道牙〒セ 20053 ←;7



こ
れ
ら
の
結
果
を
基

に

｢
一
般
国
道
四
六
号

冬
期
道
路
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
関
す
る
懇
談
会
｣

(学
識
経
験
者
/
一
般

ユ
ー
ザ
ー

(女
性
)
/

運
輸
事
業
者
/
交
通
管

理
者
/
自
治
体

(観
光

系
で
構
成
)
)
で
こ
れ

ま
で
に
三
回
の
意
見
交

換
を
踏
ま
え
実
践
に
繋

げ
て
き
ま
し
た
。

把
握
し
た
ニ
ー
ズ
の

概
要
は
、
以
下
の
通
り

で
す
。

①
知
り
た
い
情
報
は

｢路
面
状
況

(カ
メ
ラ
画
像
)｣

｢渋
滞
情
報
｣
｢規
制
情
報
｣
が
五
0
%
以
上
。
な
お
、

女
性
は
こ
の
他
に

｢目
的
地
ま
で
の
情
報

(ト
イ

レ
･
コ
ン
ビ
ニ
等
の
位
置
)｣
が
上
位
。

②
情
報
の
取
得
方
法
は

｢
ラ
ジ
オ
/
携
帯
電
話
/
情

報
板
/
道
の
駅
/
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
｣
が
上
位
。
な

お
、
高
齢
に
比
例
し
て

｢ラ
ジ
オ
/
テ
レ
ビ
｣
が
高

く
、
操
作
の
容
易
性
を
反
映
し
た
結
果
。

③
冬
期
や
荒
天
時
の
利
用
促
進
に
向
け
た
、
路
線
バ

ス
に
対
す
る
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
が
望
ま

れ
て
い
る
。

表 1 ニーズ把握の方法

回答者数(人) アンケート期間 方法等

Webアンケート 期 2月~ 3月 インターネソト

地区懇談会 “ 輸明 舸魚
月糊mM鮖

郵送アンケート 234 胡~朋 攪ふずス
ハル-プホ

ヤ滌
合 計 397

④
道
路
管
理
者
と
地
域
住
民
の

｢協
働
｣
と
な
る
除

雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

取
組
み
に
も
協
力
的
。

◎
現
地
で
は
、
道
路
情
報
板
の
増
強
、
除
雪
作
業
車

両
の
待
避
行
動
、
連
続
照
明
･
視
線
誘
導
な
ど
に
よ

る
安
全
施
設
の
改
善
･
強
化
。

五

稟
議
し
た
サ
ー
ビ
ス
メ
ニ
ニ
ー

前
項
の
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
呼
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
実

践
に
あ
た
っ
て
は
、
｢ど
の
様
な
場
面
で
｣
｢誰
の
た
め
に
｣

｢何
が
｣
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い
る
か
を
詳
細

に
検
討
し
、
｢自
宅
や
移
動
中
間
時
に
得
ら
れ
る
情
報
｣

｢走
行
時
/
道
路
で
支
援
す
べ
き
対
策
｣
に
棲
み
分
け
し
、

こ
れ
ら
I
T

系
と
ハ
ー
ド
系
を
総
合
的
に
実
現
す
る
こ

と
を
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。
以
下
に
は
サ
ー

ビ
ス
の
う
ち
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

1

出ゞ
発
前
き
移
動
中

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
･
携
帯
電
話

を
活
用
し
た
情
報
提
供

(二
〇
〇
四
年

一
一
月
i
サ
ー

ビ
ス
開
始
)

･
一
般
国
道
四
六
号
に
関
し
て
、
必
要
な
情
報
を
一
目

で
総
合
的
に
取
得
可
能
な
画
面
構
成
を
基
本
と
し
ま

し
た

(図
4
)。

2

･移
動
途
中

道
の
駅
で
の
情
報
提
供

(二
〇
〇
五
年

二
月
;
サ
ー
ビ
ス
開
始
)

･
一
般
国
道
四
六
号
で
平
成
一
七
年
二
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
ば
か
り
の
道
の
駅

｢協
和
｣
(秋
田
県
協
和
町
)

　

　　

　

　

　

　

　

　　　

　

　
　ッ

供
ネ
提箋

鸚

ン
る

･

き

イ
よ

　
　
　

　
　

で
は
、
道
の
駅
が
本
来
持
つ
情
報
発
信
の
拠
点
で
あ

る
と
い
う
原
点
に
戻
り
、有
用
な
情
報
の
提
供
の
他
、

歩
行
者
の
動
線
や
情
報
へ
の
導
線
を
考
え
た
的
確
な

配
置
と
な
る
よ
う
検
討
を
加
え
、整
備
し
た
も
の
で
す
。

･
ま
た
今
後
と
も
よ
り
良
い
情
報
を
効
率
よ
く
提
供
し

て
い
く
た
め
に

｢評
価
内
在
型
道
の
駅
｣
と
し
て
継

続
的
な
評
価
と
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
セ
ン
サ
ー
や
ア
ク
セ
ス
解
析
機
能
を
持
た
せ
る

よ
う
配
慮
し
ま
し
た

(図
5
)。

3

道ゞ
路
上
で

除
雪
車
後
方
表
示
と
待
避
所

(二
〇
〇

四
年

一
二
月
,
サ
ー
ビ
ス
開
始
)

･
路
上
で
の
安
全
運
転
を
支
援
す
る
も
の
と
し
て
、
低

速
で
作
業
す
る
除
雪
車
両
の
後
方
で
後
続
車
両
の
運

転
者
に
直
接

｢こ
の
先
待
避
し
ま
す
｣
と
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
流
す
除
雪
車
後
方
表
示
を
実
践
し
ま
し
た
。
低

速
走
行
時
の
後
続
車
運
転
者
の
イ
ラ
イ
ラ
や
、
そ
れ

に
起
因
す
る
危
険
な
運
転
行
動
を
未
然
に
防
ぐ
方
向
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徴

掬

Tと

　
　
　　

　

　

　　　
　
　　

　

　

　

　　

　

　
　

　
　

　

　　　
　
　
　

　
　

　 連続証明

と
な
る
よ
う
メ
ン
タ
ル
面
に
働
き
か
け
る
工
夫
を
し

ま
し
た
。

･
旧
来
整
備
し
つ
つ
あ
っ
た

｢も
し
も
し
ビ
ッ
ト
｣
を

整
備
拡
大
し
、除
雪
車
両
待
避
場
所
と
し
て
活
用
し
、

冬
期
以
外
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
携
帯
電
話
の
普
及
に
よ

り
急
増
し
た
通
話
中
の
事
故
を
回
避
す
る
た
め
に
利

用
す
る
も
の
で
す

(ビ
ッ
ト
は
、
元
々
存
在
し
て
い

た
路
側
の
未
利
用
地
を
有
効
利
用
)
(図
6
)。

4

道
路
上
で
、
道
路
情
報
板
/
連
続
照
明
/
視
線
誘
導

標

(二
〇
〇
五
年

一
月
,
サ
ー
ビ
ス
開
始
)

･
人
身
や
物
損
事
故
が
発
生
す
る
カ
ー
ブ
区
間
に
夜
間

の
視
認
性
の
向
上
や
注
意
喚
起
に
よ
る
事
故
抑
制
を

図
る
た
め
に
連
続
照
明
や
視
線
誘
導
標
を
整
備
し
ま

し
た

(図
7
)。

･
ま
た
既
存
の
情
報
板
間
を
補
完
す
る
た
め
に
小
型
の

情
報
板
を
増
設
し
ま
す
。

穴

実
践
結
果
の
評
価
と
分
析

今
回
実
践
す
る
サ
ー
ビ
ス
は
、
現
地
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
満
足
度
把
握
の
他
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ア
ク
セ
ス
ロ
グ
解
析
、
道
の
駅
で
の
セ
ン
サ
ー
に
よ
る
利

用
解
析
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
上
で
は
実
験
に
よ
る

効
果
把
握
と
速
度
調
査
や
事
故
分
析
に
よ
る
総
合
的
な
評

価
･
分
析
を
行
い
、
公
表
し
つ
つ
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ

ク
ル
の
確
立
も
含
め
て
今
後
の
施
策
に
反
映
す
る
よ
う
努

め
て
い
く
も
の
で
す

(図
8
)。

メニユ- 評価方法
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七

中
間
取
り
ま
こ
め

種
々
の
サ
ー
ビ
ス
を
段
階
的
に
実
施
に
移
し
て
来
て
い

ま
す
が
、
現
時
点
で
ユ
ー
ザ
ー
の
反
応
が
確
認
で
き
る
の

が
パ
ソ
コ
ン
と
携
帯
電
話
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
情
報

提
供
し
て
い
る

｢▲
QZ
>
≦

(
ヨ
ン
ロ
ク
ナ
ビ
)｣
で
す
。

一
一
月
一
五
日
の
サ
イ
ト
開
設
以
来
、
二
月
八
日
ま
で

の
三
ヵ
月
弱
で
ア
ク
セ
ス
総
数
は
約
三
六
、
五
〇
〇
件
、

日
平
均
ア
ク
セ
ス
数
は
約
四
三
〇
件
で
す
。

サ
イ
ト
開
設
当
初
か
ら
関
係
各
所
や
ユ
ー
ザ
ー
に
知
っ

て
頂
く
た
め
の
広
報
は
継
続
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
ア

ク
セ
ス
数
の
推
移
は
微
増
で
、
ほ
ぼ
降
雪
量
の
大
小
に
比

例
す
る
趨
勢
で
す
。
し
か
し
一
月
三

日
地
元
新
聞
で
改
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l 爾

め
て
記
事
掲
載
さ
れ
た
タ
イ
ミ
ン
グ
と
時
を
合
わ
せ
る
よ

う
に
、
同
日
発
生
し
た
交
通
事
故
に
よ
る

｢全
面
通
行
止

め
｣
(仙
岩
峠
部
)
が
大
き
な
契
機
と
な
り
、
一
日
の
ア

ク
セ
ス
数
が
約
二
、
三
〇
〇
件
と
飛
躍
的
に
増
加
し
た
例

も
あ
り
ま
す

(図
9
)。

こ
れ
は
緊
急
時
や
災
害
時
に
情
報
を
求
め
る
ユ
ー
ザ
ー

が
数
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス
数
に
特
段
の
目
標
値
を
設
定
し
て
い
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
中
で
常
に
参

考
と
し
て
き
た

｢北
の
道
ナ
ビ
｣
を
一
つ
の
目
安
と
す
る

と
、
開
設
初
年
度
で
日
平
均
ア
ク
セ
ス
三
〇
〇
件
弱
、
二

年
目
で
四
〇
〇
件
弱
、
四
年
目
に
一
、
0
0
0
件
を
越
え
、

現
在
の
安
定
し
た
情
報
提
供
に
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
有
珠
山
噴
火
時
で
八
〇
〇
件
強
、
ニ
ュ
ー
ス

報
道
で
一
三
、
四
〇
0
件
、
自
然
災
害

(暴
風
雪
)
で
は

九
、
七
五
六
件
と
な
る
な
ど
、
異
常
気
象
や
交
通
障
害
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
利
用
者
が
知
る
こ
と
と
、
自
身
に

も
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
恐
れ
の
あ
る
こ
と
に
関
す
る
情

報
の
重
要
性
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
と
実
感
で
き
ま
す

(ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢北
の
道
ナ
ビ
｣
の
デ
ー
タ
を
引
用
)。

今
後
と
も
、
ア
ク
セ
ス

(情
報
を
必
要
と
し
て
い
る
)

相
手
の
属
性
や
、
ニ
ー
ズ
と
し
て
取
得
さ
れ
て
い
る
情
報

の
優
劣
を
十
分
に
解
析
し
、
安
定
的
な
情
報
の
提
供
と
そ

ア
リ
ン
グ
な
ど
の
調
査
を
実
施
し
、
年
度
末
の
評
価
/
公

表
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
機
会
を
得

て
改
め
て
総
括
的
な
報
告
を
し
た
い
も
の
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

八

ま
と
め

今
回
の
取
組
み
に
あ
た
っ
て
は
、
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
州

D
O
T

(け
冒
"
者
"
"
"
のQ
a
藝
盡
o
ミ
ロ
D織
り
)
、
北
海
道

開
発
土
木
研
究
所
に
よ
る

｢北
の
道
ナ
ビ
｣
｢
ス
マ
ー
ト

札
幌
ゆ
き
情
報
実
験
｣
、
北
陸
地
方
整
備
局
中
部
地
方
整

備
局
及
び
中
国
地
方
整
備
局
関
係
事
務
所
の
先
進
的
な
取

組
み
を
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
発
の
ポ
イ

ン
ト
や
運
営
上
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
勉
強
の
機
会
を
い
た
だ

い
た
こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

国
土
の
狭
い
日
本
で
は
あ
り
ま
す
が
、
I
T
S
が
セ

カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
、
真
に
有
効
な
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
定
着
す
る
た
め
に
は
、
国
内
に
多
く
存
在
す
る
交
流
圏

人
口
が
一
〇
〇
万
人
に
も
満
た
な
い
地
方
都
市
の
現
状
を

踏
ま
え
た
対
応
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
今

回
の
取
組
み
と
実
践
結
果
が
そ
の
後
の
評
価
･
改
善
を
経

て
、
地
域
に
必
要
な
シ
ス
テ
ム
構
築
の
礎
に
な
る
こ
と
を

願
い
、
報
告
の
ま
と
め
と
し
ま
す
。
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性
を
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、
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の
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制
整
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0
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図

閑

ぬ
ヒ
も

な
見
点
で
あ
る
と

え
て
い
ま
す
。
な

図 9 46N A v lのアクセス推移

降
雪
量

(
勉

備
の
強
化
も
重
要
な
視
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
な

お
、
他
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
ア
ン
ケ
ー
ト
や
現
地
ヒ



行
政
の
規
制
権
限
不
行
使
に
よ
る

国
家
賠
償
責
任
を
認
め
た
事
例

ー
筑
豊
じ
ん
肺
訴
訟
最
高
裁
判
決
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

千
木
良

敦
之

判
決
は
、
鉱
山
保
安
法
及
び
じ
ん
肺
等
の

｢法
令
の
諸
規

定
の
究
極
的
な
目
的
は
、
労
働
者
の
生
命

･
健
康
に
対
す

る
危
険
を
防
止
し
、
労
働
者
の
健
康
を
保
持
す
る
こ
と
に

あ
る
｣
と
述
べ
た
上
で
、
｢国
の
規
制
権
限
不
行
使
が
、

鉱
山
保
安
法
等
の
諸
法
令
の
趣
旨
に
反
し
て
お
り
、
許
容

さ
れ
る
裁
量
の
限
度
を
逸
脱
し
て
著
し
く
合
理
性
を
欠

く
｣
と
述
べ
、
行
政
規
制
権
限
不
行
使
の
違
法
性
を
認
め

て
い
る
。
最
高
裁
に
お
い
て
も
、
二
審
判
決
の
考
え
方
を

踏
襲
し
、
鉱
山
保
安
法
の
趣
旨
を
、
鉱
山
労
働
者
の
個
人

的
な
権
利
利
益
の
保
護
を
目
的
と
す
る
も
の
と
解
し
た
上

で
、
粉
じ
ん
対
策
が
不
十
分
な
ま
ま
に
さ
れ
た
こ
と
が

｢著
し
く
合
理
性
を
欠
く
｣
と
し
て
い
る
。
最
高
裁
は
、

宅
建
業
法
判
決

(最
判
元
年

三

月
二
四
日

(前
掲
))

や
ク
ロ
ロ
キ
ン
訴
訟
判
決

(最
判
平
成
七
年
六
月
二
三
日

(再
掲
))
に
お
い
て
示
さ
れ
た
基
準

(裁
量
権
消
極
的
濫

用
論
)
を
採
用

(本
稿
六
〇
頁
3
参
昭
巴
し
た
上
で
、
石

炭
鉱
山
保
安
規
則
の
見
直
し
権
限
と
粉
じ
ん
発
生
防
止
策

の
速
や
か
な
普
及
等
を
一
連
の
権
限
と
捉
え

(大
塚
直

･

法
学
教
室
判
例
セ
レ
ク
ト
2
0
0
4
･
二
二
頁
)、
こ
れ

ら
の
権
限
を
適
切
に
行
使
し
、
粉
じ
ん
発
生
防
止
策
の
推

本
件
は
、
筑
豊
地
区
の
炭
坑
で
粉
じ
ん
作
業
に
従
事
し

た
こ
と
に
よ
り
じ
ん
肺
に
罹
患
し
た
元
従
業
員
及
び
そ
の

承
継
入
ら
が
、
国
を
相
手
と
し
て
国
賠
法
一
条
に
基
づ
く

損
害
賠
償

(行
政
の
規
制
権
限
不
行
使
)
を
請
求
し
た
事

例
で
あ
る

(本
稿
で
は
、
国
に
対
す
る
損
害
賠
償
の
み
取

り
上
げ
る
)。

行
政
の
規
制
権
限
不
行
使
が

｢著
し
く
不
合
理
と
認
め

ら
れ
る
と
き
｣
に
国
賠
法
一
条
に
反
し
違
法
と
な
る
と
す

る
の
が
最
高
裁
の
考
え
方
で
あ
る

(最
判
平
成
元
年
=

月
二
四
自
民
集
亀
巻
"
号
一
、
一
六
九
頁
、
最
判
平
成
七

年
六
月
二
三
日
民
集
"
巻
6
号
一
、
六
〇
〇
頁
)。
本
件

は
そ
の
考
え
方
を
踏
襲
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
本
判
決
後

に
は
本
判
決
同
様
、
行
政
の
規
制
権
限
不
行
使
を
認
め
た

水
俣
病
関
西
訴
訟
最
高
裁
判
決

(平
成
一
六
年
一
〇
月
一

五
日

(未
掲
載
))
が
続
く
。

本
件
の
一
審
判
決
は
、
鉱
山
公
安
法
の
諸
規
定
が
鉱
業

権
者
に
対
し
て
義
務
を
課
す
る
取
締
規
定
で
あ
り
、
労
働

者
に
対
す
る
関
係
で
規
制
権
限
を
行
使
す
べ
き

｢法
的
義

務
を
負
担
す
る
も
の
で
は
な
い
｣
と
述
べ
、
行
政
権
限
不

行
使
の
違
法
性
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
二
審

進
を
図
る
べ
き
状
況
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
直

ち
に
行
使
し
な
か
っ
た
こ
と
が

｢著
し
く
合
理
性
を
欠

く
｣
と
判
示
し
て
い
る

(本
稿
六
一
頁
)。

以
下
、
本
判
決
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

晒

争
点

通
商
産
業
大
臣
が
石
炭
鉱
山
に
お
け
る
じ
ん
肺
発
生

防
止
の
た
め
の
鉱
山
保
安
法
上
の
保
安
規
制
の
権
限
を

行
使
し
な
か
っ
た
こ
と
が
国
家
賠
償
法

一
条

一
項
の
適

用
上
達
法
と
な
る
か

三

判
決

主
文

D

本
件
上
告
を
棄
却
す
る
。

の

上
告
費
用
は
上
告
人
の
負
担
と
す
る
。

亘

判
決
理
由

l

被
上
告
人
ら
は
、
筑
豊
地
区
に
存
在
し
た
炭
鉱
で

粉
じ
ん
作
業
に
従
事
し
た
こ
と
に
よ
り
じ
ん
肺
に
罹

患
し
た
と
主
張
す
る
者

｢本
件
元
従
業
員
ら
｣
と
い

う
。)
又
は
そ
の
承
継
人
で
あ
る
。
本
件
は
、
被
上
告

人
ら
が
、
上
告
人

(国
)
に
対
し
、
上
告
人
が
じ
ん

肺
の
発
生
又
は
そ
の
増
悪
を
防
止
す
る
た
め
に
鉱
山

保
安
法
に
基
づ
く
規
制
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
怠

っ
た
こ
と
が
違
法
で
あ
る
な
ど
と
主
張
し
て
、
国
家

賠
償
法

一
条

一
項
に
基
づ
く
損
害
賠
償
を
求
め
る
事



案
で
あ
る
。

2

原
審
の
適
法
に
確
定
し
た
事
実
関
係
及
び
関
係
法
令

の
概
要

①
じ
ん
肺
法
二
条
一
項
一
号
は
、
じ
ん
肺
を
、
｢粉

じ
ん
を
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
肺
に
生
じ
た
線
維

増
殖
性
変
化
を
主
体
と
す
る
疾
病
｣
と
定
義
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
特
に
遊
離
け
い
酸
を
含
有
す
る
粉

じ
ん
の
吸
入
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
は

｢け
い
肺
｣

と
呼
ば
れ
、
後
述
の
と
お
り
、
じ
ん
肺
法
制
定
前
に

お
い
て
は
、
専
ら
金
属
鉱
山
に
お
け
る
遊
離
け
い
酸

を
含
有
す
る
粉
じ
ん
の
吸
入
を
原
因
と
す
る
け
い
肺

に
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
。

じ
ん
肺
の
病
症
は
、
肺
胞
内
に
取
り
込
ま
れ
た
粉

じ
ん
が
、
リ
ン
パ
腺
や
肺
胞
に
お
い
て
長
期
間
に
わ

た
り
線
維
増
殖
性
変
化
を
進
行
さ
せ
、じ
ん
肺
結
節
、

小
血
管
の
閉
そ
く
等
の
病
変
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う

も
の
で
あ
り
、粉
じ
ん
に
暴
露
し
た
後
に
お
い
て
も
、

じ
ん
肺
結
節
が
拡
大
融
合
す
る
な
ど
の
病
状
が
進
行

す
る
こ
と

(進
行
性
)
、
い
っ
た
ん
発
生
し
た
線
維

増
殖
性
変
化
、
気
腫
性
変
化
等
を
元
の
状
態
に
戻
す

た
め
の
治
療
方
法
が
な
い
こ
と

(不
可
逆
性
)
に
特

徴
が
あ
る
。
発
症
ま
で
の
期
間
は
、
粉
じ
ん
へ
の
暴

露
を
開
始
し
て
か
ら
最
短
で
も
二
、
三
年
、
通
常
は

五
年
~
一
〇
年
以
上
、
長
い
場
合
で
三
〇
年
以
上
と

さ
れ
、
し
ば
し
ば
遅
発
性
で
あ
っ
て
、
粉
じ
ん
へ
の

暴
露
が
終
わ
っ
た
後
、
相
当
長
期
間
経
過
後
に
発
症

安
法
は
、
鉱
山
労
働
者
に
対
す
る
危
害
の
防
止
等
を

す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
自
覚
症
状
と
し
て
は
、

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り

(
一
条
)、
鉱
業
権
者
は
、

せ
き
、
た
ん
、
息
切
れ
、
呼
吸
困
難
等
が
あ
り
、
病

状
が
著
し
く
重
く
な
る
と
、
呼
吸
不
全
、
心
肺
機
能

障
害
等
か
ら
全
身
の
衰
弱
を
来
し
、
肺
結
核
等
の
合

併
症
を
生
じ
、
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
。

②
じ
ん
肺
に
関
す
る
法
令
の
概
要
は
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

ア

昭
和
三
五
年
三
月
三
一
日
に
公
布
さ
れ
た
じ
ん
肺

法
は
、
じ
ん
肺
に
関
し
、
適
正
な
予
防
及
び
健
康
管

理
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
労

働
者
の
健
康
の
保
持
を
図
る
こ
と
等
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
り

(
一
条
)、
事
業
者
に
じ
ん
肺
の
予
防

の
た
め
の
措
置
を
講
ず
べ
き
義
務
を
課
し

(五
条
)、

粉
じ
ん
作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
等
に
つ
き
、
じ
ん

肺
健
康
診
断
の
結
果
に
基
づ
い
て
健
康
管
理
の
区
分

が
決
定
さ
れ
、
事
業
者
は
、
当
該
労
働
者
の
管
理
区

分
に
応
じ
て
従
事
さ
せ
る
作
業
内
容
を
配
慮
す
る
こ

と
等
を
定
め
て
い
る

(四
条
、
二
一
条
~
二
三
条
)。

じ
ん
肺
法
は
、
同
法
の
制
定
に
伴
い
廃
止
さ
れ
た

｢け
い
肺
及
び
外
傷
性
せ
き
髄
障
害
に
関
す
る
特
別

保
護
法
｣
(昭
和
三
〇
年
法
律
第
九
一
号
。
昭
和
三

五
年
法
律
第
二
九
号
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
。
以
下

｢け
い
肺
特
別
保
護
法
｣
と
い
う
。)
と
同
様
、
労
働

省
の
所
管
で
あ
っ
た
。

イ

昭
和
二
四
年
五
月
十
六
日
に
公
布
さ
れ
た
鉱
山
保

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り

(
一
条
)、
鉱
業
権
者
は
、

粉
じ
ん
等
の
処
理
に
伴
う
危
害
又
は
鉱
害
の
防
止
の

た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
さ
れ

(四
条
二
号
)
、
同
法
三
〇
条
の
委
任
に
基

づ
き
、
金
属
鉱
山
等
保
安
規
則

(昭
和
二
四
年
通
商

産
業
省
令
第
三
三
号
)
、
石
炭
鉱
山
保
安
規
則

(昭

和
二
四
年
通
商
産
業
省
令
第
三
四
号
)
等
が
、
鉱
業

権
者
が
同
法
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
講
ず
べ
き
具
体

的
な
保
安
措
置
を
定
め
て
い
る
。
金
属
鉱
山
等
保
安

規
則
は
、
石
炭
、
亜
炭
及
び
石
油
を
目
的
と
す
る
鉱

業
以
外
の
鉱
業
、
す
な
わ
ち
金
属
鉱
山
等
に
お
け
る

鉱
業
の
保
安
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
石
炭

鉱
山
保
安
規
則
は
、
石
炭
鉱
業
及
び
亜
炭
鉱
業
に
関

す
る
保
安
に
つ
い
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
同
法
及

び
両
規
則
は
、
鉱
業
権
者
が
鉱
山
労
働
者
の
じ
ん
肺

を
防
止
す
る
た
め
に
講
ず
べ
き
粉
じ
ん
対
策
等
の
規

制
の
法
的
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
通

商
産
業
省
の
所
管
で
あ
っ
た
。

③
我
が
国
に
お
け
る
戦
後
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
こ
ろ

ま
で
の
国
の
石
炭
政
策
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

戦
時
中
、
多
く
の
炭
鉱
は
、
資
材
欠
乏
下
で
の
出

炭
強
制
に
よ
り
荒
廃
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
政
府
は
、

石
炭
の
増
産
が
戦
後
経
済
復
興
の
た
め
の
最
重
要
課

題
で
あ
る
と
の
認
識
に
基
づ
き
、
昭
和
二
〇
年
一
〇
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月
に
石
炭
生
産
緊
急
対
策
を
閣
議
決
定
す
る
な
ど
し

て
、
い
わ
ゆ
る
傾
斜
生
産
方
式
と
呼
ば
れ
る
石
炭
増

産
政
策
を
強
力
に
推
進
し
た
。
な
お
、
昭
和
二
四
年

五
月
の
鉱
山
保
安
法
の
制
定
に
よ
り
、
鉱
山
に
お
け

る
保
安
行
政
は
通
商
産
業
省

(そ
の
前
身
で
あ
る
商

工
省
)
の
所
管
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
石
炭
増
産

の
必
要
性
が
考
慮
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
重
油
な
ど
の
輸
入
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
加

等
に
よ
り
、
昭
和
二
八
、
二
九
年
に
は
石
炭
大
不
況

が
到
来
し
た
。
政
府
は
、
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、

高
能
率
炭
鉱
に
生
産
を
集
中
さ
せ
、
非
能
率
炭
鉱
の

閉
山
を
支
援
す
る
合
理
化
政
策
を
進
め
る
こ
と
と
な

っ
た
。
昭
和
三
0
年
七
月
に
は
、
石
炭
鉱
業
合
理
化

臨
時
措
置
法
が
成
立
し
た
が
、
政
府
は
、
そ
の
施
行

に
当
た
り
、
重
油
に
対
抗
し
て
い
く
た
め
の
徹
底
的

な
合
理
化
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
、
各
企
業
に
具
体

的
な
合
理
化
策
を
指
導
す
る
な
ど
し
た
。
昭
和
三
八

年
か
ら
は
、
石
炭
鉱
業
の
合
理
化
政
策
の
目
標
を

｢石
炭
が
重
油
に
対
抗
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
、

石
炭
鉱
業
の
崩
壊
が
も
た
ら
す
社
会
的
摩
擦
の
回
避

等
に
着
目
し
た
幅
広
い
政
策
｣
と
す
る
第
一
次
石
炭

政
策
が
開
始
さ
れ
、
以
後
、
数
次
に
わ
た
る
石
炭
政

策
が
策
定
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
政
府
は
、
戦
後
、
い
わ
ば
国
策
と

し
て
、
強
力
に
石
炭
増
産
政
策
を
推
進
し
、
ま
た
、

合
理
化
政
策
へ
の
転
換
後
に
お
い
て
も
、
石
炭
産
業

の
経
営
に
か
か
わ
る
事
項
に
つ
い
て
強
い
影
響
力
を

及
ぼ
し
て
き
た
。

④
戦
前
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
じ
ん
肺
に

関
す
る
医
学
的
知
見
の
進
展
等
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

ア

昭
和
の
初
め
頃
ま
で
は
、
粉
じ
ん
の
吸
入
を
原
因

と
す
る
坑
夫
の
職
業
病
と
し
て
は
、
専
ら
金
属
鉱
山

に
お
け
る
け
い
肺
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
け
い
肺

は
、
金
属
鉱
山
等
に
お
い
て
遊
離
け
い
酸
分
を
多
量

に
含
有
す
る
粉
じ
ん
を
長
期
間
吸
入
す
る
こ
と
に
よ

り
肺
に
線
維
増
殖
性
変
化
を
生
ず
る
慢
性
疾
患
で
あ

り
、
呼
吸
困
難
、
肺
気
腫
等
の
症
状
が
み
ら
れ
る
こ

と
、
心
肺
機
能
の
悪
化
、
肺
結
核
等
と
の
合
併
症
を

生
じ
て
死
に
至
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
当
時

か
ら
、
周
知
の
事
実
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、

当
時
、
炭
鉱
に
お
い
て
炭
鉱
夫
が
り
患
す
る
じ
ん
肺

は
、
炭
肺
な
ど
と
も
呼
ば
れ
、
症
例
も
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
く
、
ほ
と
ん
ど
が
軽
症
で
あ
る
と
さ
れ
、
重
大

な
職
業
病
と
し
て
の
認
識
は
、
一
般
的
に
希
薄
で
あ

り
、
炭
じ
ん
は
無
坐
口で
け
い
肺
や
肺
結
核
の
予
防
効

果
が
あ
る
な
ど
と
い
う
説
さ
え
も
存
在
し
た
。
そ
の

後
、
昭
和
一
〇
年
こ
ろ
ま
で
に
は
、
炭
鉱
に
お
け
る

け
い
肺
患
者
の
発
生
を
指
摘
し
、
粉
じ
ん
対
策
の
必

要
性
を
説
く
講
習
会
等
も
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
や
が
て
戦
時
体
制
に
な
り
、
じ
ん
肺
に
関
す
る

医
学
的
知
見
に
大
き
な
進
展
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

イ

戦
後
、
金
属
鉱
山
を
中
心
と
し
て
、
け
い
肺
の
撲

滅
を
目
指
し
、
け
い
肺
に
関
す
る
特
別
法
の
制
定
を

求
め
る
運
動
が
広
が
り
、
鉱
山
経
営
者
の
生
産
協
議

会
で
あ
る
金
属
鉱
山
復
興
会
議
が
、
け
い
肺
対
策
に

関
す
る
建
議
書
を
衆
参
両
議
院
の
議
長
あ
て
に
提
出

す
る
な
ど
、
特
別
法
制
定
の
機
運
が
高
ま
っ
た
。
そ

し
て
、
昭
和
二
五
年
に
は
労
働
省
が
け
い
肺
法
案
を

け
い
肺
協
議
会
に
付
議
し
、
昭
和
二
人
年
に
は
国
会

議
員
が
け
い
肺
法
案
を
国
会
に
提
出
す
る
な
ど
し
た

が
、
い
ず
れ
も
法
律
制
定
に
は
至
ら
ず
、
け
い
肺
に

関
す
る
特
別
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
三
〇
年

七
月
二
九
日
に
公
布
さ
れ
た
け
い
肺
特
別
保
護
法
が

最
初
で
あ
っ
た
。
け
い
肺
特
別
保
護
法
は
、
そ
の
二

条
一
項
二
号
で
、
け
い
肺
を

｢避
難
け
い
酸
じ
ん
又

は
遊
離
け
い
酸
を
含
む
粉
じ
ん
を
吸
入
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
肺
に
生
じ
た
繊
維
増
殖
性
変
化
の
疾
病
及
び

こ
れ
と
肺
結
核
の
合
併
し
た
疾
病
｣
と
定
義
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
同
法
は
、
遊
離

け
い
酸
を
含
む
粉
じ
ん
の
吸
入
に
よ
り
発
症
す
る
け

い
肺
を
対
象
と
し
、
そ
の
病
勢
の
悪
化
の
防
止
等
を

目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

(
一
条
)。

ウ

労
働
省
は
、
昭
和
二
三
年
一
〇
月
、
国
の
行
政
機

関
と
し
て
初
め
て
本
格
的
な
け
い
肺
巡
回
検
診
を
実

施
し
、
そ
の
結
果
、
炭
鉱
に
お
い
て
も
、
多
く
の
け

い
肺
患
者
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
労
働
省
は
、
昭
和
三
〇
年
九
月
か
ら
昭
和
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三
二
年
三
月
に
か
け
て
、
対
象
事
業
所
数
一
万
二
、

を
し
、
同
審
議
会
は
、
医
学
的
な
観
点
か
ら
の
専
門

九
八
一
事
業
所
、
対
象
労
働
者
数
三
三
万
九
、
四
五

的
な
検
討
を
行
う
た
め
の
医
学
部
会
を
設
置
し
た
。

0
人
(う
ち
炭
鉱
労
働
者
数
一
四
万
四
、
二
四
七
人
)

に
及
ぶ
国
内
外
を
通
じ
て
最
大
規
模
の
け
い
肺
健
康

診
断
を
実
施
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
三
四
年
こ
ろ
に

は
、
そ
の
実
施
結
果
と
し
て
、
有
所
見
者
が
三
万
八
、

七
三
八
人
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
う
ち
炭
鉱
労
働
者
が

一
万
一
、
七
四
七
人

(全
有
所
見
者
の
約
三
0
%
)

に
も
達
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

エ

炭
鉱
夫
じ
ん
肺
に
関
す
る
医
学
的
知
見
に
関
し
て

は
、
昭
和
三
〇
年
前
後
か
ら
、
医
学
雑
誌
に
掲
載
さ

れ
た
論
文
等
に
お
い
て
、
炭
鉱
労
働
者
の
じ
ん
肺
に

つ
い
て
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
、
炭
鉱
に
お
け
る

じ
ん
肺
の
実
情
は
軽
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
旨
を

指
摘
し
た
り
、
粉
じ
ん
を
有
害
な
も
の
と
鰹

口な
も

の
と
に
分
け
る
べ
き
で
は
な
く
、
す
べ
て
の
粉
じ
ん

は
、
長
期
間
多
量
に
吸
入
す
る
と
有
害
で
あ
る
旨
を

指
摘
し
た
り
す
る
も
の
が
多
数
に
上
り
、
さ
ら
に
、

炭
じ
ん
を
ラ
ッ
ト
に
長
期
間
吸
入
さ
せ
る
と
、
そ
の

肺
に
高
度
の
線
維
増
殖
性
結
節
が
見
ら
れ
た
と
の
動

物
実
験
の
結
果
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
炭
じ
ん
を
長

期
間
吸
入
し
た
場
合
に
は
、
じ
ん
肺
に
罹
患
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
旨
の
医
学
的
知
見
が
次
第
に
明
確
な
も

の
と
な
っ
て
き
た
。

オ

労
働
大
臣
は
、
昭
和
三
三
年
六
月
、
け
い
肺
審
議

会
に
、
け
い
肺
特
別
保
護
法
の
改
正
に
つ
い
て
諮
問

的
な
検
討
を
行
う
た
め
の
医
学
部
会
を
設
置
し
た
。

医
学
部
会
は
、
昭
和
三
四
年
九
月
、
｢け
い
肺
に
関

す
る
医
学
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
の
意
見
｣
を
公
表

し
、
｢最
近
、
屍
体
解
剖
の
結
果
、
石
綿
肺
、
ろ
う

石
肺
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
肺
、
け
い
そ
う
土
肺
、
そ
の

他
各
種
の
じ
ん
肺
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
い

ず
れ
の
じ
ん
肺
も
そ
れ
が
高
度
と
な
っ
て
く
れ
ば
、

心
肺
機
能
障
害
を
来
す
も
の
で
あ
る
の
で
、
あ
ら
ゆ

る
粉
じ
ん
か
ら
の
被
害
を
予
防
し
、
健
康
管
理
を
行

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
｣
と
の
意
見
を
表
明
し
た
。

こ
の
意
見
は
、
じ
ん
肺
に
関
す
る
当
時
の
医
学
的
知

見
に
基
づ
き
、
炭
じ
ん
等
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
粉
じ

ん
の
吸
入
に
よ
る
じ
ん
肺
発
症
の
可
能
性
、
危
険
性

を
肯
定
し
、
そ
の
症
状
が
高
度
な
も
の
と
な
っ
た
場

合
の
健
康
被
害
の
重
大
性
を
指
摘
し
た
上
で
、
け
い

肺
の
原
因
と
な
る
遊
離
け
い
酸
を
含
有
す
る
粉
じ
ん

に
限
定
せ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
粉
じ
ん
に
対
す
る

被
害
の
予
防
と
健
康
管
理
の
必
要
性
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。

力

前
記
の
と
お
り
、
炭
鉱
労
働
者
の
じ
ん
肺
に
関
す

る
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
、
じ
ん
肺
に
関
す
る
前
記

医
学
部
会
の
意
見
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
け
い

肺
に
限
定
し
て
い
た
従
来
の
じ
ん
肺
に
関
す
る
施
策

を
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
認
識
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
政
府
は
、
昭
和
三
四
年
一
二
月
、
前
記

医
学
部
会
の
意
見
に
基
づ
く
け
い
肺
審
議
会
の
答
申

を
受
け
て
、
じ
ん
肺
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た
。
同

法
案
は
、
国
会
審
議
を
経
て
、
昭
和
三
五
年
三
月
三

一
日
に
可
決
成
立
し
、
同
日
公
布
さ
れ
、
翌
四
月
一

日
に
施
行
さ
れ
た
。
制
定
当
時
の
じ
ん
肺
法
は
、
じ

ん
肺
を

｢鉱
物
性
粉
じ
ん
を
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
生
じ
た
じ
ん
肺
及
び
こ
れ
と
肺
結
核
の
合
併
し
た

病
気
｣
と
定
義
し
た

(二
条
一
項
一
号
)。
こ
れ
は
、

じ
ん
肺
を
、
遊
離
け
い
酸
を
含
有
す
る
粉
じ
ん
の
吸

入
に
よ
る
け
い
肺
に
限
定
せ
ず
、
炭
じ
ん
等
の
鉱
物

性
粉
じ
ん
の
吸
入
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
を
広
く
含

む
も
の
と
し
て
定
義
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
同

法
に
よ
る
施
策
の
対
象
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
。な
お
、

参
議
院
社
会
労
働
委
員
会
は
、
じ
ん
肺
法
案
の
採
択

に
際
し
、
｢政
府
は
、
じ
ん
肺
法
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
特
に
予
防
対
策
に
主
点
を
お
き
、
労
働
衛
生

全
般
に
つ
い
て
適
切
な
る
指
導
を
行
う
べ
き
で
あ

る
｣
と
の
附
帯
決
議
を
し
た
。

◎
じ
ん
肺
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
た
昭
和
三
四
年

当
時
の
鉱
山
保
安
法
三
〇
条
の
委
任
に
基
づ
く
石
炭

鉱
山
保
安
規
則
に
よ
る
粉
じ
ん
防
止
の
た
め
の
規
制

内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

石
炭
鉱
業
及
び
亜
炭
鉱
業
に
お
け
る
粉
じ
ん
対
策

に
関
す
る
一
般
的
な
保
安
規
制
と
し
て
は
、
｢岩
石

の
掘
進
、
運
搬
、
破
砕
等
を
行
う
坑
内
作
業
場
に
お

い
て
、
岩
石
の
掘
進
、
運
搬
、
破
砕
等
に
よ
り
著
し
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く
粉
じ
ん
を
飛
散
す
る
と
き
は
、
粉
じ
ん
の
飛
散
を

型
化
を
義
務
付
け
る
旨
の
上
記
保
安
規
制
は
、
同
規

け
る
衝
撃
式
さ
く
岩
機
の
湿
式
型
化
を
図
る
こ
と
に

防
止
す
る
た
め
、
粉
じ
ん
防
止
装
置
の
設
置
、
散
水

刊
が
寸

と

る
、

払

.

"

上

乍

寸
投

立

ま

･

こ
o

と
･

払

“
}

等
適
当
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
別
に
告
示
す
る
規
格
に
適
合
す
る
防
じ
ん
マ
ス

ク
を
備
え
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。｣
と
定

め
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た

(昭
和
五
四
年
通

商
産
業
省
令
第
一
一
五
号
に
よ
る
改
正
前
の
石
炭
鉱

山
保
安
規
則
二
人
四
条
)。
こ
れ
に
対
し
、
掘
採
作

業
場
の
岩
盤
中
に
遊
離
け
い
酸
分
を
多
量
に
含
有

し
、
通
商
産
業
大
臣
が
指
定
す
る
区
域
、
す
な
わ
ち

｢け
い
酸
質
区
域
｣
に
お
い
て
は
、
規
制
を
強
化
し
、

せ
ん
孔
す
る
と
き
に
は
、
せ
ん
孔
前
に
周
囲
の
岩
盤

等
に
散
水
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
、
衝
撃
式
さ
く
岩

機
を
使
用
す
る
と
き
に
は
、
湿
式
型
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
し
て
い
た

(昭
和
六
一
年
通
商
産
業

省
令
第
七
四
号
に
よ
る
改
正
前
の
石
炭
鉱
山
保
安
規

則
二
人
四
条
の
二
)。
岩
盤
中
に
避
難
け
い
酸
分
を

多
量
に
含
有
す
る
け
い
酸
質
区
域
の
み
を
対
象
と
す

る
上
記
保
安
規
制
の
強
化
は
、
昭
和
二
五
年
八
月
の

石
炭
鉱
山
保
安
規
則
の
改
正
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。

前
記
の
石
炭
鉱
山
保
安
規
則
に
よ
る
保
安
規
制
と

同
様
の
規
制
は
、
金
属
鉱
山
等
保
安
規
則
に
お
い
て

も
、
同
時
期
に
導
入
さ
れ
た
が
、
金
属
鉱
山
等
保
安

規
則
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
七
年
九
月
の
改
正
に
よ

り
、
せ
ん
孔
前
の
散
水
、
衝
撃
式
さ
く
岩
機
の
湿
式

則
が
対
象
と
す
る
金
属
鉱
山
等
の
す
べ
て
の
坑
内
作

業
場
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
一
般
的
な
保
安
規
制
と
改

め
ら
れ
、
同
規
則
に
お
い
て
は
、
け
い
酸
質
区
域
指

定
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
石
炭
鉱
山

に
お
い
て
は
、
前
記
金
属
鉱
山
等
保
安
規
則
の
改
正

後
も
げ
い
酸
質
区
域
指
定
制
度
が
維
持
さ
れ
、
そ
の

後
、
前
記
の
炭
鉱
労
働
者
に
対
す
る
健
康
診
断
の
実

施
結
果
や
前
記
医
学
部
会
の
意
見
が
公
表
さ
れ
、
前

記
答
申
に
基
づ
き
じ
ん
肺
法
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
三

五
年
三
月
以
降
も
、
特
定
の
指
定
区
域
だ
け
を
対
象

と
し
て
保
安
規
制
の
強
化
を
図
る
前
記
制
度
が
存
続

し
た
。
石
炭
鉱
山
保
安
規
則
に
お
い
て
、
せ
ん
孔
前

の
散
水
、
衝
撃
式
さ
く
岩
機
の
湿
式
型
化
を
義
務
付

け
る
旨
の
保
安
規
制
が
、
一
般
的
な
保
安
規
制
に
改

め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
六
一
年
三

月
で
あ
っ
た
。

◎
じ
ん
肺
防
止
の
た
め
の
粉
じ
ん
対
策
は
、
粉
じ
ん

の
生
成
、
発
散
、
吸
入
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
る
が
、

中
で
も
、
粉
じ
ん
の
発
生
の
抑
止
が
粉
じ
ん
対
策
の

要
で
あ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
昭
和
三
〇
年
代
初
頭
ま

で
に
は
、
さ
く
岩
機
の
湿
式
型
化
に
よ
り
粉
じ
ん
の

発
生
を
著
し
く
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
工
学

的
知
見
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
こ

ろ
ま
で
に
は
、
軽
量
の
手
持
型
湿
式
さ
く
岩
機
が
実

用
に
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
遅
く
と
も
、

昭
和
三
五
年
こ
ろ
に
は
、
す
べ
て
の
石
炭
鉱
山
に
お

特
段
の
障
害
は
な
か
っ
た
。
現
に
、
金
属
鉱
山
に
お

い
て
は
、
昭
和
二
七
年
九
月
に
前
記
の
と
お
り
金
属

鉱
山
等
保
安
規
則
が
改
正
さ
れ
て
以
降
、
坑
内
排
水

管
の
敷
設
及
び
さ
く
岩
機
の
湿
式
型
化
は
急
速
に
進

展
し
、
昭
和
二
九
年
ま
で
に
は
さ
く
岩
機
の
湿
式
型

化
率
は
九
九
･
七
%
と
な
り
、
昭
和
三
三
年
ま
で
に

は
坑
内
排
水
管
の
敷
設
率
は
一
〇
0
%
を
達
成
し

た
。こ

れ
に
対
し
、
石
炭
鉱
山
に
お
い
て
は
、
昭
和
三

六
年
の
調
査
で
、
さ
く
岩
機
の
湿
式
型
化
率
は
、
九

州
大
手
炭
鉱
で
一
人

･
七
%
、
九
州
中
小
炭
鉱
で

五
･
九
%
に
と
ど
ま
り
、
金
属
鉱
山
と
比
較
し
て
大

き
く
立
ち
遅
れ
て
い
た
。
と
り
わ
け
、
け
い
酸
質
区

域
に
指
定
さ
れ
た
坑

(以
下

｢指
定
坑
｣
と
い
う
。)

以
外
の
坑

(以
下

｢非
指
定
坑
｣
と
い
う
。)
で
は
、

衝
撃
式
さ
く
岩
機
の
湿
式
型
化
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で

お
ら
ず
、
ま
た
、
非
指
定
坑
の
坑
内
作
業
の
掘
採
現

場
に
お
い
て
散
水
が
行
わ
れ
て
い
た
箇
所
は
、
指
定

坑
の
三
分
の
一
程
度
で
し
か
な
く
、
非
指
定
坑
に
お

け
る
湿
式
型
化
率
、
散
水
実
施
率
は
、
極
め
て
低
か

っ
た
。
九
州
地
区
に
お
い
て
、
昭
和
三
五
年
ま
で
に

指
定
さ
れ
た
指
定
坑
は
、
全
体
の
三
･
六
%
に
す
ぎ

ず
、
ま
た
、
そ
の
指
定
の
基
準

(昭
和
三
一
年
の
遊

離
け
い
酸
分
含
有
率
四
0
%
基
準
、
昭
和
三
四
年
の

同
三
0
%
基
準
等
)
自
体
も
、
粉
じ
ん
の
許
容
限
度
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に
つ
い
て
の
医
学
的
な
知
見
等
に
基
づ
い
て
設
定
さ

元
年
三

月
二
四
日
第
二
小
法
廷
判
決
･
民
集
鮒
巻

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
非
指
定
坑
に
お
け
る
炭
坑
労

め
口

、

、

、、
E又
暈

↓
、
一

オ

働
者
の
粉
じ
ん
へ
の
暴
露
が
健
康
上
許
容
さ
れ
る
範

囲
内
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
基
準

と
し
て
、合
理
性
の
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
粉
じ
ん
の
生
成
、
発
散
、
吸
入
の
各
段
階

で
の
対
策
を
全
体
と
し
て
み
て
も
、
昭
和
三
五
年
当

時
、
湿
式
型
さ
く
岩
機
の
導
入
と
同
等
の
効
果
を
有

す
る
と
さ
れ
て
い
た
集
じ
ん
機
は
さ
ほ
ど
普
及
せ

ず
、
ま
た
、
防
じ
ん
マ
ス
ク
の
設
置
率
も
低
調
で
あ

り
、
そ
の
必
要
性
に
関
す
る
労
働
者
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
じ
ん
肺
教
育
も
不
十
分
な
も
の
に
と
ど
ま

る
な
ど
、
石
炭
鉱
山
に
お
け
る
じ
ん
肺
防
止
対
策
が

適
切
に
実
施
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ

っ
た
。

3

行
政
権
限
不
行
使
に
係
る
判
断

①
国
又
は
公
共
団
体
の
公
務
員
に
よ
る
規
制
権
限
の

不
行
使
は
、
そ
の
権
限
を
定
め
た
法
令
の
趣
旨
、
目

的
や
、
そ
の
権
限
の
性
質
等
に
照
ら
し
、
具
体
的
事

情
の
下
に
お
い
て
、
そ
の
不
行
使
が
許
容
さ
れ
る
限

度
を
逸
脱
し
て
著
し
く
合
理
性
を
欠
く
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
そ
の
不
行
使
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
者

と
の
関
係
に
お
い
て
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項
の
適

用
上
達
法
と
な
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る

合
最
高
裁
昭
和
六
一
年

(オ
)
第
三

五
二
号
平
成

鱒
号
一
、
一
六
九
頁
、
最
高
裁
平
成
元
年

(オ
)
第

脚
号
同
七
年
六
月
二
三
日
第
二
小
法
廷
判
決
･
民
集

妙
巻
6
号
一
、
六
〇
〇
ペ
ー
ジ
参
照
)。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
み
る
と
、鉱
山
保
安
法
は
、

鉱
山
労
働
者
に
対
す
る
危
害
の
防
止
等
を
そ
の
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
り

(
一
条
)、
鉱
山
に
お
け
る
保

安
、
す
な
わ
ち
、
鉱
山
労
働
者
の
労
働
災
害
の
防
止

等
に
関
し
て
は
、
同
法
の
み
が
適
用
さ
れ
、
労
働
安

全
衛
生
法
は
適
用
さ
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
て
お
り

(同
法
-
-
五
条
一
項
)、
鉱
山
保
安
法
は
、
職
場
に

お
け
る
労
働
者
の
安
全
と
健
康
を
確
保
す
る
こ
と
等

を
目
的
と
す
る
労
働
安
全
衛
生
法
の
特
別
法
と
し
て

の
性
格
を
有
す
る
。
そ
し
て
、
鉱
山
保
安
法
は
、
鉱

業
権
者
は
、
粉
じ
ん
等
の
処
理
に
伴
う
危
害
又
は
鉱

害
の
防
止
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
と
し

(四
条
二
号
)、
同
法
三
〇
条
は
、

鉱
業
権
者
が
同
法
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
講
ず
べ
き

具
体
的
な
保
安
措
置
を
省
令
に
委
任
し
て
い
る
と
こ

ろ
、
同
法
三
〇
条
が
省
令
に
包
括
的
に
委
任
し
た
趣

旨
は
、
規
定
す
べ
き
鉱
業
権
者
が
講
ず
べ
き
保
安
措

置
の
内
容
が
、
多
岐
に
わ
た
る
専
門
的
、
技
術
的
事

項
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
内
容
を
、
で
き
る
限

り
速
や
か
に
、
技
術
の
進
歩
や
最
新
の
医
学
的
知
見

等
に
適
合
し
た
も
の
に
改
正
し
て
い
く
た
め
に
は
、

こ
れ
を
主
務
大
臣
に
ゆ
だ
ね
る
の
が
適
当
で
あ
る
と

さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

同
法
の
目
的
、
前
記
各
規
定
の
趣
旨
に
か
ん
が
み

る
と
、
同
法
の
主
務
大
臣
で
あ
っ
た
通
商
産
業
大
臣

の
同
法
に
基
づ
く
保
安
規
制
権
限
、
特
に
同
法
三
〇

条
の
規
定
に
基
づ
く
省
令
制
定
権
限
は
、
鉱
山
労
働

者
の
労
働
環
境
を
整
備
し
、
そ
の
生
命
、
身
体
に
対

す
る
危
害
を
防
止
し
、
そ
の
健
康
を
確
保
す
る
こ
と

を
そ
の
主
要
な
目
的
と
し
て
、
で
き
る
限
り
速
や
か

に
、
技
術
の
進
歩
や
最
新
の
医
学
的
知
見
等
に
適
合

し
た
も
の
に
改
正
す
べ
く
、
適
時
に
か
つ
適
切
に
行

使
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

②
前
記
の
事
実
関
係
に
よ
れ
ば
、
次
の
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。
①
労
働
省
が
昭
和
三
0
年
九
月
か
ら
昭

和
三
二
年
三
月
に
か
け
て
実
施
し
た
大
規
模
な
け
い

肺
健
康
診
断
の
結
果
に
よ
り
、
昭
和
三
四
年
こ
ろ
に

は
、
全
有
所
見
者
の
約
三
0
%
、
一
万
人
を
超
え
る

炭
鉱
労
働
者
の
有
所
見
者
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど
、

炭
坑
労
働
者
の
じ
ん
肺
罹
患
の
実
情
が
相
当
深
刻
な

も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た
。
②
じ

ん
肺
に
関
す
る
医
学
的
知
見
に
関
し
て
は
、
け
い
肺

審
議
会
医
学
部
会
が
、
昭
和
三
四
年
九
月
、
じ
ん
肺

に
関
す
る
当
時
の
医
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
炭
じ
ん

等
の
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
粉
じ
ん
の
吸
入
に
よ
る
じ
ん

肺
発
症
の
可
能
性
、
危
険
性
を
肯
定
し
、
そ
の
症
状

が
高
度
な
も
の
と
な
っ
た
場
合
の
健
康
被
害
の
重
大

性
を
指
摘
し
た
上
で
、
け
い
肺
の
原
因
と
な
る
遊
離

の 道イテセ 2005.3



け
い
酸
を
含
有
す
る
粉
じ
ん
に
限
定
せ
ず
、
あ
ら
ゆ

な
く
、
現
に
、
金
属
鉱
山
に
お
い
て
は
、
昭
和
二
七

に
沿
っ
た
石
炭
鉱
山
保
安
規
則
の
内
容
の
見
直
し
を

“

る
種
類
の
粉
じ
ん
に
対
す
る
被
害
の
予
防
と
健
康
管

理
の
必
要
性
を
指
摘
す
る
旨
の
意
見
を
公
表
し
た
。

③
前
記
の
と
お
り
、
炭
鉱
労
働
者
の
じ
ん
肺
罹
患
の

深
刻
な
実
情
が
明
ら
か
と
な
り
、
じ
ん
肺
に
関
す
る

前
記
医
学
部
会
の
意
見
が
公
表
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

け
い
肺
に
限
定
し
て
い
た
従
来
の
じ
ん
肺
に
関
す
る

施
策
を
根
本
的
に
見
直
す
必
要
が
あ
る
と
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
政
府
は
、
昭
和
三
四
年

三
一月
、

前
記
医
学
部
会
の
意
見
に
基
づ
く
け
い
肺
審
議
会
の

答
申
を
受
け
て
、
じ
ん
肺
法
案
を
国
会
に
提
出
し
た

が
、
同
法
案
は
、
じ
ん
肺
を
、
遊
離
け
い
酸
を
含
有

す
る
粉
じ
ん
の
吸
入
に
よ
る
け
い
肺
に
限
定
せ
ず
、

炭
じ
ん
等
の
鉱
物
性
粉
じ
ん
の
吸
入
に
よ
っ
て
生
じ

た
も
の
を
広
く
含
む
も
の
と
し
て
定
義
し
、
こ
れ
を

同
法
に
よ
る
施
策
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

④
じ
ん
肺
防
止
の
た
め
の
粉
じ
ん
対
策
の
要
は
、
粉

じ
ん
の
発
生
の
抑
止
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
昭

和
三
〇
年
代
初
頭
ま
で
に
は
、
さ
く
岩
機
の
湿
式
型

化
に
よ
り
粉
じ
ん
の
発
生
を
著
し
く
抑
制
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
の
工
学
的
知
見
が
明
ら
か
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
そ
の
こ
ろ
ま
で
に
は
、
軽
量
の
手
持
型

湿
式
さ
く
岩
機
が
実
用
に
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
た
こ
と
か
ら
、
遅
く
と
も
、
昭
和
三
五
年
こ
ろ
ま

で
に
は
、
す
べ
て
の
石
炭
鉱
山
に
お
け
る
衝
撃
式
さ

く
岩
機
の
湿
式
型
化
を
図
る
こ
と
に
特
段
の
障
害
は

年
九
月
に
金
属
鉱
山
等
保
安
規
則
が
改
正
さ
れ
て
以

降
、
さ
く
岩
機
の
湿
式
型
化
は
急
速
に
進
展
し
、
昭

和
二
九
年
ま
で
に
は
さ
く
岩
機
の
湿
式
型
化
率
は
九

九
･
七
%
を
達
成
し
て
い
た
。
⑤
し
か
る
に
、
石
炭

鉱
山
に
お
い
て
は
、
前
記
の
と
お
り
、
い
わ
ば
国
策

と
し
て
の
強
力
な
石
炭
増
産
政
策
が
推
進
さ
れ
る
な

ど
し
て
き
た
の
に
、
前
記
金
属
鉱
山
等
保
安
規
則
の

改
正
後
も
、
石
炭
鉱
山
保
安
規
則
に
よ
る
け
い
酸
質

区
域
指
定
制
度
が
維
持
さ
れ
、
そ
の
後
、
前
記
答
申

に
基
づ
き
じ
ん
肺
法
が
制
定
さ
れ
た
昭
和
三
五
年
三

月
以
降
も
、
指
定
の
基
準
も
含
め
、
保
安
規
制
に
関

す
る
大
き
な
見
直
し
も
さ
れ
ず
に
、
前
記
制
度
が
存

続
し
、
せ
ん
孔
前
の
散
水
、
衝
撃
式
さ
く
岩
機
の
湿

式
型
化
を
義
務
付
け
る
旨
の
保
安
規
制
が
、
一
般
的

な
保
安
規
制
に
改
め
ら
れ
た
の
は
、
昭
和
六
一
年
一

一
月
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
石
炭
鉱
山
に
お
い
て

は
、
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
非
指
定
坑
に
お
け
る
さ

く
岩
機
の
湿
式
型
化
率
、
せ
ん
孔
前
の
散
水
実
施
率

は
極
め
て
低
い
状
態
で
推
移
し
た
の
で
あ
り
、
じ
ん

肺
防
止
対
策
の
実
施
状
況
は
、
一
般
的
な
粉
じ
ん
対

策
も
含
め
て
、
極
め
て
不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
諸
点
に
照
ら
す
と
、
通
商
産
業
大
臣
は
、

遅
く
と
も
、
昭
和
三
五
年
三
月
三
一
目
の
じ
ん
肺
法

成
立
の
時
ま
で
に
、
前
記
の
じ
ん
肺
に
関
す
る
医
学

的
知
見
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
じ
ん
肺
法
制
定
の
趣
旨

し
て
、
石
炭
鉱
山
に
お
い
て
も
、
衝
撃
式
さ
く
岩
機

道イテセ 2005.3

の
湿
式
型
化
や
せ
ん
孔
前
の
散
水
の
実
施
等
の
有
効

な
粉
じ
ん
発
生
防
止
策
を
一
般
的
に
義
務
付
け
る
等

の
新
た
な
保
安
規
制
措
置
を
執
っ
た
上
で
、
鉱
山
保

安
法
に
基
づ
く
監
督
権
限
を
適
切
に
行
使
し
て
、
前

記
粉
じ
ん
発
生
防
止
策
の
速
や
か
な
普
及
、
実
施
を

図
る
べ
き
状
況
に
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
そ

し
て
、
前
記
の
時
点
ま
で
に
、
前
記
の
保
安
規
制
の

権
限

(省
令
改
正
権
限
等
)
が
適
切
に
行
使
さ
れ
て

い
れ
ば
、
そ
れ
以
降
の
炭
坑
労
働
者
の
じ
ん
肺
の
被

害
拡
大
を
相
当
程
度
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
も
の
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。

本
件
に
お
け
る
以
上
の
事
情
を
総
合
す
る
と
、
昭

和
三
五
年
四
月
以
降
、
鉱
山
保
安
法
に
基
づ
く
前
記

の
保
安
規
制
の
権
限
を
直
ち
に
行
使
し
な
か
っ
た
こ

と
は
、
そ
の
趣
旨
、
目
的
に
照
ら
し
、
著
し
く
合
理

性
を
欠
く
も
の
で
あ
っ
て
、
国
家
賠
償
法
一
条
一
項

の
適
用
上
達
法
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

(裁
判
長
裁
判
官

藤
田
宙
靖
、
裁
判
官

金
谷

利
廣
、

裁
判
官

濱
田
邦
夫
、
裁
判
官

上
田

　
　
　



些れ鬱◎廳鱗

『愛

･
地
球
博
』
い
よ
い
よ
開
幕
!

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
愛
知
県
東

京
事
務
所
の
小
島
と
申
し
ま
す
。
と

ん
び
歴
も
は
や
三
年
と
な
り
、
お
そ

ら
く
こ
の
春
に
は
お
別
れ
す
る
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

◆

『愛
･
地
球
博
』
開
幕

さ
て
、
い
よ
い
よ
三
月
二
五
日
か

ら
2
0
0
5
年
日
本
国
際
博
覧
会
、

『愛

･
地
球
博
』
が
愛
知
県
で
開
幕

し
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
大
阪
万

博
以
来
、
三
五
年
ぶ
り
の
愛
知
万
博

を
紹
介
し
ま
す
。

◆
テ
ー
マ
は

｢自
然
の
叡
智
｣

愛
･
地
球
博
の
テ
ー
マ
は

｢自
然

の
叡
智
｣
で
す
。
今
日
の
地
球
は
温

暖
化
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
今

愛
知
県
東
京
事
務
所

小
島

馨

こ
そ
立
ち
止
ま
り

｢自
然
の
叡
智
｣

に
耳
を
傾
け
る
時
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
?

◆
グ
ロ
ー
バ
ル

･
コ
モ
ン

公
式
参
加
国
等
が
出
展

す
る
展
示
館
が
グ
ロ
ー
バ

ル

･
コ
モ
ン
で
す
。
愛

･

地
球
博
に
は
三
三

カ
国

と
五
国
際
機
関
が
参
加
し

ま
す
。
一
度
に
こ
れ
だ
け

多
く
の
国
が
集
ま
り
、

様
々
な
文
化
や
人
、
食
に

出
会
え
る
の
は
万
博
な
ら

で
は
。
世
界
の
国
に
は
ま

だ
ま
だ
発
見
が
い
っ
ぱ
い

で
す
。

◆
セ
ン
タ
ー
ゾ
ー
ン

会
場
の
中
心
に
位
置
し
、

大
芝
生
苑
、
こ
い
の
池
等
大
規
模
施

設
に
囲
ま
れ
た
観
客
の
大
交
流
を
演

出
す
る
ゾ
ー
ン
で
す
。
世
界
で
初
め

て
の
冷
凍
マ
ン
モ
ス
の
展
示
は
こ
こ

で
す
。

、

3

　
　
　

　

　　　

　

を
、

セ

上宝
日
【

濕
をメ
手

行

軽
ハ.久

道

　
　
　 冷凍マンモス

西から東から
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(三菱未来館@ eanh)

定
の
完
全
予
約
制
で
す
。

J R 東海 超電導リニア館

ワンダ 車展
紙
ル

　
　

於
イ
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◆
遊
び
と
参
加
ゾ
ー
ン

い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
交
流
や
遊
び

を
通
し
て
、
環
境
や
平
和
な
ど
地
球

上
の
様
々
な
問
題
を
、
楽
し
み
な
が

ら
学
べ
る
ゾ
ー
ン
で
す
。

瀬戸愛知県館

◆
瀬
戸
会
場

自
然
環
境
の
安
全
に
配
慮
し
、
で

き
る
限
り
自
然
の
ま
ま
の
環
境
を
残

し
て
い
る
会
場
で
す
。
瀬
戸
日
本
館

と
瀬
戸
愛
知
県
館
、
さ
ら
に
市
民
参

加
で
作
り
上
げ
る
独
自
の
ハ
ー
モ
ニ

ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
お
わ
り
に

自
然
や
生
き
物
た
ち
の
不
思
議
に

感
動
し
た
り
、
誰
も
見
た
こ
と
の
な

い
映
像
や
音
響
を
体
験
し
た
り
、
さ

ら
に
国
内
外
の
一
流
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

圏
騨
贓

や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、
様
々
な
民
族

の
知
恵
や
文
化
が
こ
こ
に
集
い
、
そ

れ
ぞ
れ
の
感
性
と
技
が
毎
日
繰
り
広

げ
ら
れ
る
一
人
五
日
間
で
す
。
驚
き

と
感
動
、
体
験
と
語
り
合
い
の
中
で

長久手 ･瀬戸両会場へのアクセスルート

き
っ
と
皆
さ
ん
の
生
き
方
を
変
え
る

何
か
に
出
会
え
る
は
ず
で
す
。
皆
さ

ん
、
ぜ
ひ

『愛

･
地
球
博
』
に
お
越

し
下
さ
い
。

　　　　　　　　　　
弱諸国脾臓弱壤り鉾尊兄はし惚とコ電も壞副脳･,
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｢道
路
行
政
セ
ミ
ナ
ー
｣
二
〇
〇
四
年
度
既
刊
号
目
次

(肩
書
は
執
筆
時
の
も
の
で
す
。
な
お
、
◎
は
特
集
記
事
、
0
は
一
般
記
事
等
で
す
。)

○
年
頭
の
挨
拶

○
チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
･
レ
ー
ン

(車
線
変
更
)

○
｢街
道
｣
と
｢街
路
｣

○
山
の
道
は
山
道
ら
し
く
走
り
た
い

○
昨
日
見
た
夢

○
た
か
が
み
ち

さ
れ
ど
み
ち

道

路

局

長

谷
口

博
明

り
年
1
月
号
(第
腕
号
)
1
頁

車
尿
大
学
法
学
部
教
授

樋
口

範
雄

16
年
4
月
号
(第
騰
号
)
1
頁

孫
繭
謎
蕨
離

大
□

敬

範
年
5
月
景
籤
号
)
1
頁

増

船
讓

班
燈
岩
越

和
紀

蜷年
6
月
号
(第
搦号
)
1
頁

辞
頭
癪
〉富
勝
木
村

徹

蜷
年
7
月
号
(第
鯰
曇

責

ね
塊
存
刀飜
海
藤
-大
野
ヱ美
代
~子
･
16
年
8
月
号
(第
鵬
号
)
1
頁

エ
ツ
セ
ィ
ス
ト

犬
養

亜
美

16
年
9
月
号
(第
弼
号
)
1
頁

謡
諦

縢
配
廉
三
箸

宜
子

蜷年
め月
号
(第
夢
)
1
頁

家

小
林
裕
美
子

16
年
=
月
号
(第
鮖
号
)
1
頁

道
路
局
国
道
･防
災
課

洋
子

17
年
2
月
号
(第
鯲
号
)
1
頁

北
大
路
信
郷

“
年
3
月
号
(第
180
号
)
1
頁

蜷
年
4
月
号
(第
贈
号
)
4
頁

◎
｢道
の
駅
｣
か
ら
南
房
総
全
域
の
情
報
発
信

枇
杷
倶
楽
部
課
長

篠
原

茂
幸

熔
年
4
月
号
(第
169
号
)
即
頁

道
の
駅
と
み
う
ら

｢枇
杷
倶
楽
部
｣

◎
農
業
の
田
園
の
交
流
拠
点
施
設

道
の
駅
｢あ
い
と
う
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣

一道
路
整
備
効
果
一

◎
道
路
整
備
効
果
に
つ
い
て

長

藤
関

明
雄

16
年
4
月
号
(第
贈
号
)
%
頁

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

蜷
年
5
月
号
(第
170
号
)
4
頁

絶
年
5
月
号
(第
170
号
)
=
頁

○
レ
タ
ー
･
フ
ロ
ム
･
高
速
道
路
ユ
ー
ザ
ー

○
道
路
に
名
前
と
サ
イ
ン
を
つ
け
て

○
想
い
出
の
道

○
歩
く
道
、
歩
く
街

○
品
質
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
支
え
る
改
善
改
革
活
動

◎

｢道
の
駅
｣
に
つ
い
て

◎

肩
~の
駅
』
に
寄
っ
て
た
ん
せ
!

題
字
硼
塾
ぎ
影
菅
野

健
悦

蜷年
4
月
号
猜
約号
)
日頁

◎
飛
び
地
の
村
を
つ
な
ぐ
道
路
整
備
と
村
お
こ
し

近
畿
地
方
整
備
局
道
路
部

◎
飛
騨
地
域
の
地
域
振
興
に
関
す
る
道
路
整
備
効

中
郷
芳
整
備
局
高
山
国
道
事
務
所
調
査
課

16
年
5
月
号
(第
170
号
)
範
頁

果
事
例

◎
一
般
国
道
三
五
七
号
環
七
立
体
海
側

(都
心
方

関
東
地
方
整
備
局
首
都
国
道
事
務
所

16
年
5
月
号
(第
170
号
)
"
頁

面
行
き
)
の
整
備
効
果
に
つ
い
て

◎
一
兆
円
の
道
路
投
資
が
も
た
ら
す
間
接
効
果
の

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

蜷
年
5
月
号
(第
170
号
)
第
頁

計
測
の
結
果
に
つ
い
て

一I
T
S
の
活
用
一

　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　　

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
高
度

道
路
交
通
シ
ス
テ
ム
推
進
室

16
年
6
月
号
(第
瀦
号
)
4
頁

◎
名
古
屋
ス
マ
ー
ト
パ
キ

ン
グ
は
葵
験
に
つ
い
て
護

糯
請
託
艶
霧

前
田

健

修年
6
月
曼
読
号
)
費

◎
館

魔
都
心
部
に
お
け
る
歩
行
者
I
T
s
の
社

路
静
握
薦
観
取

野
□
好
夫

騰
年
6
月
号
ぬ

曇

り
頁

◎
新
し
い
交
通
事
故
防
止
対
策
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

o
ー
知
悉r
靴
易
▽春
惣
跨
鈷欝
ぐ提
言
)

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所

牧
野

浩
志

昌
宏

蜷
年
6
月
号
(第
171
号
)
24
頁

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

森
山

誠
二

16
年
9
月
号
(第
174
号
)
ぁ
頁

推
進
室
企
画
専
門
官



　　
　
　
　
　

0鞠
隧
珀
禰
痺
姻
轆
紗
鼎陰
刻
湖
扱
び
ET
C
の
道
路
局
高
速
国
道
課

栗
原

靖
幸

範
年
ゅ
月
号
(第
175
号
)
“
頁

o
日
本
道
路
公
団
等
民
営
化
関
係
法
施
行
法
①

緻縱鱗
藁
谷
中

謙
言

年
2
月
号
(第
拶

芻頁

一平
成
一
五
年
度
社
会
実
験
結
果
の
取
り
ま
と
め
一

◎
平
成
三
五
年
十度
杆
本
至
蚕
默
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

道
路
局
地
方
道
･環
境
課
地
域
道
路
調
整
室

16
年
8
月
号
(第
毘
号
)
4
頁

◎
人
と
環
境
に
優
し
い
交
流
の
里
を
目
指
し
て

島
根
県
津
和
野
町
建
設
課

範
年
8
月
号
(第
鳶
号
)
8
頁

◎
歩
い
て
時
間
を
感
じ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

日
田
市
建
設
部
都
市
計
画
課

16
年
8
月
号
(第
鵬
号
)
料
頁

◎
｢歴
史
街
道

あ
る
い
て
に
ぎ
わ
う
枚
方
宿
｣

枚
方
市
土
木
部
土
木
総
務
課

施
年
8
月
号
(第
173
号
)
幻
頁

社
会
実
験
の
概
要
に
つ
い
て

◎
中
心
市
街
地
に
魅
ヵ
と
賑
ゎ
い
を
取
り
戻
そ
ぅ

鬆
磧
実
魂

蝨

渡
邉
ぁ
ゅ
美

騰年
8
月
号
(務
号
)
“
頁

福
島
市
中
心
市
街
地
活
性
化
社
会
実
験

◎
人
と
環
境
に
優
し
い
都
市
交
通
の
実
現
に
向
け
て

札
幌
市
企
画
調
整
室
都
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

蜷
年
8
月
号
(第
露
呈

観
頁

◎
簡
易
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
と
情
報
提
供
に
よ
る

講
硼
榊総裁
酘癪
鏑

清
水

智
哉

騎
年
8
月
号
(第
巾
号
)
郊
頁

玄
関
口
バ
ス
連
行
実
験

o
S
A
.
P
A
に
接
続
す
る
ス
マ
1
ト
I
C
の

道
路
局
高
速
国
道
課

16
年
5
月
号
(第
節
号
)
郛
頁

社
会
実
験

一成
果
志
向
の
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
実
践
一

◎
｢道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
｣
の
取
組
み
に
つ
い
て
輯
競
鋸
稔
輌
銭
鑓
離

澤
田

和
宏

16
年
9
月
号
(第
174
号
)
4
頁

◎
秋
田
地
域
に
お
け
る
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

東
北
地
方
整
備
局
秋
田
河
川
国

の
実
践
の
取
組
み
に
つ
い
て

◎
“利
用
…者
-の
視
書
"
ト立
っ
た
亀路
上
工
事
J縮
減
夙の
取
h

鎧路
蘭
國騨
,醐災

饌
…岩
崎
“

組
み
に
つ
い
て

◎
)東
で北
地
方
“整
備
雲局
の
t交
通
安
全
事
ゾ業
…の
亀収
…組
み

飜
汕理
解
糒罐
難
癖鰄鮒
大
村

に
つ
い
て

東
北
地
方
整
備
局
秋
田
河
川
国
道
事
務
所

16
年
9
月
号
(第
脾
号
)
=
頁

信
義

16
年
9
月
号
(第
膨
号
)
"
頁

教

範
年
9
月
号
(第
觴
号
)
舞
頁

0
｢I
T
S
世
界
谷至
鑿
愛知
･名
古
屋
2
0
0
4
｣

賄
離
朝
朧
繊
鮫
麺
讓

横
田

俊
秀

16
年
物
月
号
(第
m
号
)
“
頁

開
催
結
果
報
告

シ
ス
テ
ム
推
進
室

O
E
T
C
の
普
及
促
進
策

道
路
局
有
料
道
路
課

長
谷
川
貴
一
口
年
3
月
号
(第
180
号
)
“
頁

o
I
T
S
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
地
方
か

鰊
腕
塵
翳

れ癪

武
藤

徹

"
誓
尋

(第
胸
号
)
"
頁

ら
の
取
組
み
に
つ
い
て

岡
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法
に
っ
ぃ
て
一

◎
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法
の
概
要

道
路
局
路
政
課

◎
道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法
の
要
綱

道

路
局
路
政
課

蜷
年
7
月
号
(第
寵
号
)
4
頁

16
年
7
月
号
(第
齪
号
)
=
頁

○
道
路
資
産
評
価
･
会
計
基
準
検
討
会
に
お
い
て

道
路
局
総
務
課
日
本

検
討
さ
れ
た
道
路
資
産
等
の
評
価
方
針
及
び
高

邁
隣
総
導
体
鏑
蛔
詞
依
田

秀
則

脩
年
12
月
号
発
177
号
)
"
頁

速
道
路
事
業
の
会
計
基
準
等
の
骨
子
に
つ
い
て

迫
紹
榧
の
目
醉
国
霞

一解
説

道
路
関
係
四
公
団
民
営
化
関
係
法

一

〇
高
速
道
路
株
式
会
社

大
臣
官
房
道
路
関
係

;
ミ

、
l

i
』

‘
、≧
4
'

:
‐

四
公
団
民
営
化
関
係

大
塚

久
司

16
年
9
月
号
(第
騨
号
)
拂
頁

組
織
設
立
準
備
室

o
独
立
行
政
法
人
。
本
高
速
道
路
保
有

債
務
返

緻
縦
嚢

藁

大
塚

久
司

蜷鐇

支
第
鬱

郛頁

済
機
構
法
①

o
独
立
行
政
法
人
。
本
壺
道
路
保
有
債
務
議

縱離

鱗

大
塚

久
司

旛
年
n
目
方
(第
g

徘
頁

済
機
構
法
②

o
日
本
道
路
公
団
等
の
民
営
化
に
伴
ぅ
道
路
関
係

猷
銅
離
僻
憲

清
水
奈
緒
美

晦
年
物
月
号
(第
m
量

費

法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
①

組
織
設
立
準
備
室

。嶽
鰯
雛
廓
婚
靴雛
う
道
路
関係
猷姫雌癈

孃

清
水
奈
緒
美

"年
月曼
第
醉
謠

頁

組
織
設
立
準
備
室

◎
米
国
州
政
府
に
お
け
.
道
路
行
政
ま

ま
章

酵讓

謎

鰭
大
庭
孝
之
範年
9目
蕊

鼾
蔀

頁

ト
の
取
組
み

○

｢成
果
志
向
｣
の
道
路
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

実
践

未
知
普
請
と
住
民
参
加

道
路
局
企
画
課
道
路
事
業
分
析
評
価
室

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
道
路
部
道
路
研
究
室

16
年
物
月
号
(第
m
号
)
粥
頁

発　



一未
知
薹
嗣と
住
民
参
凶

◎

｢未
知
普
請
｣
の
取
組
み
に
寄
せ
て

◎
公
共
性
ビ
ッ
ジ
ョ
ン

｢未
知
普
請
｣
に
つ
い
て

◎
未
知
普
請
全
国
大
会
m
近
畿
の
開
催

◎
打
ち
水
大
作
戦
2
0
0
4

谷
ロ

未
知
薹
銅研
究
会
事
務
局

寺
本

博
昭
16
年
10
月
号
(第
筋
号
)
4
頁

博
昭

16
年
10
月
号
(第
筋
号
)
5
頁

博
之

雌
年
ゅ
月
号
(第
175
号
)
“
頁

一一幅
臓
匹

◎
道
路
特
定
財
源
制
度
に
つ
い
て

◎
有
料
道
路
事
業
の
財
源
に
つ
い
て

道
路
局
有
料
道
路
課

竹
林

真
ニ

17
年
1
月
号
(第
178
号
)
3
頁

秀
基

17
年
1
月
号
(第
178
号
)
=
頁

◎
公
共
空
甜脚を
活
用
し
た
利
用
し
た
地
元
参
加
の

拌
榔
帰
郷
姉
繃
鱗
認

植
村

俊
明

16
年
め
月
号
人
第
筋
号
)
“
頁

賑
わ
い
の
創
出

一様
々
な
道
路
の
管
理
手
法
一

◎
道
路
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

道
路
局
国
道
･防
災
課

十
枝
内
美
範

灼
年
=
月
号
(第
176
号
)
4
頁

◎
避
路
の
デ
ザ
イ
ン
指
鈎

の
検
討
状
況
に
つ
い
て
盤
癩

群

鰯

◎
郡
山
駅
前
大
通
り
彰
ボ
ル
口
I
ド
事
楽
に
つ
ぃ
て
鞠
齦
窪
鸚
酵

打
ち
水
大
作
戦
本
部

浅
井

重
範

16
年
ゅ
月
号
(第
肪
号
)
幻
頁

◎
J
H
日
本
道
路
"公ニ団
に
お
け
る
“局
練
鮒道
路
等
マの
芻
郊
潮
絲
髓
鍛
舩
鬮
讓

小
笹
-
浩
ご司

16
年
11
月
号
(第
176
号
)
9
頁

管
理
手
法
に
つ
い
て

◎
首
都
高
速
道
路
に
ぉ
け
る
道
路
管
理
へ
の
取
組

鰭
盛
鑓
覇
磁

繃

木
暮

深

蜷
年
#
号
(第
筋
号
祷
頁

み
に
つ
い
て

◎
阪
神
高
速
道
路
の
維
持
管
理
手
法

舷
州劉岾編
梵禰
鐵終鰍
鰯

西
岡

啓
治

範年
=月
号
(館
弼
号
)
"
頁

◎
本
州
"四
国
連
絡
橋
…公
団
に
お
け
る
道
路
の
管
理

躰
州
鎚
団
鍋
絡
賄
公
鬮

手
法
に
つ
い
て

◎
歩
道
融
雪
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
舗
装
冷
却

鶴
岡
市
建
設
部
都
市

(C
O
O
L

R
O
A
D
)
に
関
す
る
研
究

計
画
課
都
市
計
画
係
長

◎
景
観
法
に
つ
い
て

◎
既
存
道
路
に
お
け
る
道
路
景
観
評
価

(道
の
景

観
の
通
信
簿
)
に
つ
い
て

都
市
･地
域
整
備
局
都
市

計
画
課
都
市
環
境
計
画
係
長

関
東
地
方
整
備
局
道
路

部
道
路
計
画
第
二
課
長

平
原

伸
幸

16
年
11
月
号
(第
鮖
号
)
“
頁

有
地

裕
之
16
年
=
月
号
(第
筋
号
)
“
頁

中
須
賀

淳

16
年
乾
月
号
(第
瀦
号
)
1
頁

鮫
島

寛

瓱
年
12
月
号
(第
m
号
)
7
頁

望
月

拓
郎

熔
年
12
月
号
(第
吻
号
)
範
頁

阿
部

昌
昭

16
年
12
月
号
(第
177
号
)
釘
頁

◎
新
潟
県
中
越
地
震
に
お
け
る
道
路
の
被
害
と
復
旧

麗
罐
嘴
絹

蝦
藤

前
田

隆

“
年
2
月
号
(第
夢

)
4
頁

◎
台
風
一
八
号
に
よ
る
大
森
大
橋

(
一般
国
道
三
=
九
号
神
宙寓
n村
)
の
被
生
口軸杁況

靴
海
繃
開
総
局
縫
設
認

加
藤

博
美

17
年
2
月
号
(第
ゆ
号
)
8
頁

◎
来
る
大
規
模
地
震
と
津
波
に
備
え
て
、

今
準
備
で
き
る
こ
と

◎
掴
箱
物襄
入
場
颯
墹
地
区
道
路
斜
面
監
視
シス

◎
走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

◎
道
路
･
河
川
等
監
視
情
報
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

つ
い
て

○
阪
神
･
淡
路
大
震
災
か
ら
10
年

｢道
路
防
災
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
｣

一各
国
の
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
状
況
に
つ
い
て
一

◎
諸
外
国
の
道
路
課
金

(ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
)

制
度
に
つ
い
て

◎
英
国
の
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

◎
米
国
の
バ
リ
ュ
ー
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

鷲
鞭
鱗
巖
酷

服
部
龍
雄
"
年
2
月
号
(第
夢
)
贄

青
森
県
畢
壼
筥
緒
路
課

中
谷

雄
二

17
年
2
月
号
(第
鱒
号
)
鱒
頁

近
畿
地
方
整
備
局
道
路
管
理
課

雅
貴

"
年
2
月
号
(第
鯲
号
)
“
頁

好
夫

17
年
2
月
号
(第
鱒
号
)
錠
頁

16
年
11
月
号
(第
176
号
)
特
賞

…
橋
大
学
大
学
院

◎
欧
州
に
お
け
る
大
型
貨
物
車
課
金
施
策
の
展
開

商
学
研
究
科
教
授

財
道
路
経
済
研
究
所

鰯
醒

鼬
翳
鶴
武
藤

祥
郎

り年
3
月
号
(第
閲号
)
4
頁

　
　
　
　

　
　
　

け
年
3
月
号
(第
節
号
)
7
頁

㈱
三
菱
総
合
研
究
所
政
策
科

学
シ
ス
テ
ム
研
究
軟法
･会

須
藤

計
･
制
度
研
究
チ
ー
ム

　　　　　　　　　　　
　　　　　

計
･制
度
研
究
チ
ー
ム

長
明
生

“
年
3
月
号
(第
胸
号
)
踞
頁

飜
牀真
轍
細
17年3月号
(第脚号)%頁



衿道
路
の
行
事
等
一

○

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
管
理
課

○

｢道
の
日
｣
(八
月
一
〇
日
)
に
つ
い
て

道
路
局
総
務
課

○

｢道
の
日
｣
ス
テ
ー
ジ
2
0
0
4

0
｢道
の
日
｣
中
央
行
事
報
告

○

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
行
事
報
告
に
つ
い
て

○
平
成
エ
ハ年

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
地
方
行
事
報
告

熟道
路
関
係
重
点
･
予
算

一

〇
国
土
交
通
省
重
点
施
策
(道
路
関
係
)に
つ
い
て

○
速
報
版

平
成
17
年
度
道
路
関
係
予
算
の
概
要

一海
外
視
察
報
告
,

16
年
7
月
号
(第
寵
号
)
塩
頁

拓
年
7
月
号
(第
鯰
号
)
簿
頁

16
年
9
月
号
(第
朋
号
)
口
絵

○
道
路
占
用
許
可
申
請
手
続
き
に
お
け
る
オ
ン
ラ

道
路
局
路
政
課

高
見
沢
靖
二

16
年
10
月
号
(第
175
号
)
"
頁

イ
ン
申
請
の
普
及
促
進
に
つ
い
て

。
穀
癰
解
離
朧
雛
窿
瀞
罐
培鶏物
灘晦
鮎
瀞
鰍
録
荒原
和愛
"
箸
尋

(第
脚
号
)
"
頁

m開
園

○
行
政
に
対
す
る
司
法
審
査
機
能
の
強
化

行
政
事
件
訴
訟
法
の
一
部
改
正

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
談
栃
係

○
裁
判
の
充
実
と
迅
速
化
へ
の
対
応

道

民
事
訴
訟
法
の
一部
改
正

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　 道

路
局
道
路
交
通
管
理
課

熔
年
4
月
号
(第
169
号
)
引
頁

郎
年
4
月
号
(第
鰡
号
)
第
頁

16
年
4
月
号
(第
169
号
)
"
頁

熔
年
4
月
号
(第
@
号
)
俎
頁

16
年
4
月
号
(第
贈
号
)
碁
頁

16
年
6
月
号
(第
朔
号
)
知
頁

道
路
局
総
務
課

柳
橋

隆
則

16
年
9
月
号
(第
開
号
)
払
頁

道
路
局
道
路
管
理
課

佐
久
間

誉

16
年
9
月
号
(第
開
号
)
範
頁

16
年
ゅ
月
号
(第
筋
号
)
"
頁

道
路
局
総
務
課

道
路
局
総
務
課

16
年
8
月
号
(第
鵬
号
)
糾
頁

口
年
1
月
号
(第
178
号
)
卸
頁

o
米
国
出
張
報
告
目
oく崇

瀞
g
ooに
つ
い
て

鱗
轆

轉
議

武
藤

祥
郎
郎年
4
月
号
(第
鰐号
滋
頁

○
イ
ギ
リ
ス
･
ス
ペ
イ
ン
･
フ
ラ
ン
ス
の
有
料
道

路
事
業
会
社
に
お
け
る
会
計
基
準
、
官
民
リ
ス

道
路
局
総
務
課
課
長
補
佐

勝
又

正
秀

17
年
1
月
号
(第
178
号
)
“
頁

ク
の
分
担
等
に
つ
い
て

o
ァ
メ
リ
カ
の
E
T
c
に
関
す
る
調
査
報
告

爾
路
酵
有
料礪
路
鰊

中
田

裕
人

り
年
3
月
号
第
180
号
)
髄
頁

　　
　　
　
　
　

○
路
上
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
道
路
占
用
の
好
事
例

等
に
つ
い
て
①

○
路
上
イ
ベ
ン
ト
に
お
け
る
道
路
占
用
の
好
事
例

等
に
つ
い
て
②

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

16
年
5
月
号
(第
170
号
)
努
頁

蜷
年
6
月
号
(第
凱
号
)
牡
頁

○
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
道
路
の
管
理
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

○
平
成
15
年
度
国
土
交
通
白
書
に
つ
い
て

道
路
局
総
務
課

○
萬
代
橋
の
重
要
文
化
財
指
定
に
つ
い
て

○
無
電
柱
化
推
進
計
画
に
つ
い
て

北
陸
地
方
整
備
局
新
潟
国
道
事
務
所

0
新
燃
料
嵐
鞏
の
開
発
導
入
謝留
及
び
衾

の
鰤
道
魂
蝋

究
野

梶

見
通
し

転
地
迫路
雑
済
研
究
期
菊
池
‐

㈱
三
菱
総
合
研
究
所

、
く

サ
ス
ナ
ビ
リ
テ
ィ
,月
}"村

研
究
部
主
任
研
究
員

同同
"

研

究

員

永
村

研

究

員

真
野

○
圏
央
道
工
事
差
し
止
め
訴
訟
の
現
状
と
今
後
の
展
望

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
班

魂
認
避
畦
縦

齋
藤

博
之

郎年
6
月
号
第
膠
)
巽

太
郎
16
年
7
月
号
(第
172
号
)
%
頁

剛
仁

信
之

知
之

秀
大

16
年
7
月
号
(第
齪
号
)
料
頁
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○
道
路
交
通
情
報
提
供
に
関
す
る
利
用
者
意
識

節
日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
調
査
部

16
年
8
月
号
(第
173
号
)
壕
頁

。
鱗鞠
嚢

騒
搦
鍬讓
廉
覊
%瀞
会
道路局企画課課長補佐
橋
本

幸

蜷年
#
号
(饒
号
)
贅



○
平
成
一
四
年
度
道
路
管
理
瑕
疵
実
態
調
査
に
つ
い
て

○
平
成
一
四
年
度
道
路
交
通
管
理
統
計
の
概
要

○
ゆ
き
な
み
ネ
ッ
ト

家
、期
道
路
情
報
シ
ス
テ
ム
と

実
証
実
験

○

｢使
え
る
｣
ハ
イ
ウ
ェ
イ
に
向
け
た
取
組
み

○
有
料
道
路
回
数
券
の
偽
造
問
題
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

千
木
良
敷
之

16
年
10
月
号
(第
175
号
)
ゆ
頁

舘
鸚
麗
融
閼
横
田

　　　　　　　　　
　　
　　

　　　　　　　　　　
　　　

直
樹

16
年
=
月
号
(第
筋
号
)
粥
頁

俊
興

17
年
1
月
号
(第
認
号
)
ぁ
頁

雅
彦

17
年
2
月
号
(第
179
号
)
郎
貫

一訴
訟
事
例
紹
介
一

〇
原
因
者
負
担
命
令
取
消
請
求
事
件

○
暫
定
的
な
構
造
で
供
用
中
の
道
路
に
管
理
瑕
疵

が
認
め
ら
れ
た
事
例

○
沈
砂
池
に
転
落
し
た
幼
児
の
行
動
の
予
見
可
能
性

○
原
告
適
格
と
裁
量
統
制

○
ア
セ
ス
原
案
の
非
開
示
処
分
の
取
消
事
件

○
仮
置
き
盛
土
の
設
置
管
理
の
瑕
疵
、
担
当
者
の

虚
偽
説
明
で
責
任
を
問
わ
れ
た
事
例

○
道
路
管
理
者
が
土
地
の
明
渡
し
を
求
め
た
事
例

○
不
法
占
用
の
放
置
と
行
政
の
責
任

○
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害
が
認
め
ら
れ
た
事
例

○
国
道
四
三
号
特
車
基
地
設
置
工
事
損
害
賠
償
請

求
事
件

○
路
面
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ
プ
が
争
点
と
な
っ
た
事
件

○
行
政
の
規
制
権
限
不
行
使
に
よ
る
国
家
賠
償
責

任
を
認
め
た
事
例

-と
ん
び
の
広
場
一

〇
み
な
と
ま
ち
神
戸

○
い
わ
て
の
道
路
提
供
情
報
サ
ー
ビ
ス

○

｢日
見
峠
｣
雑
記

○
川
崎
っ
て
ま
ち
は
!

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

16
年
4
月
号
(第
鰡
号
)
“
頁

道行セ 2005 3 7メ

16
年
5
月
号
(第
加
号
)
鬼
頁

範
年
6
月
号
(第
肋
口豆

帯
頁

16
年
7
月
号
(第
172
号
)
親
頁

道
路
局
有
料
道
路
課

八
木

孝
裕

り
年
2
月
号
(第
脚
号
)
劇
頁

o相碎艇雍燃幅蠣勝踏縄射禍
効々磯癪
離
洲ぶ
"
道路局有料道路課
端琳
麓
"
年
3
月
号
猜
鮒
号
)
“
頁

一論
説
.道
路
管
理
一

〇
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
未
設
置
に
よ
る
管
理
瑕
疵
に
つ
い

広
島
修
道
大
学
教
授

て

(そ
の
3
)

○
降
雨
の
た
め
全
面
通
行
禁
止
(道
路
法
四
六
条
)

し
て
い
る
区
間
に
お
い
て
例
外
的
に
通
行
を
認

l
す
ぎ
く
≧
く
とむ

め
た
緊
急
自
動
車
が
落
石
等
で
損
害
を
蒙
っ
た

匡
±
箭
ナ
芍
勢
拶

場
合
に
道
路
管
理
者
に
損
害
賠
償
責
任
が
あ
る
か

北
原

宗
律

16
年
5
月
号
(第
節
号
)
俎
頁

藤
村

和
夫

16
年
6
月
号
(第
胡
号
)
躬
頁

○
原
因
者
負
担
金
制
度
に
お
け
る
非
原
因
者
へ
の

広
島
修
道
大
学
教
授

北
原

宗
律

範
年
7
月
号
(第
齪
号
)
牡
頁

負
担
金
命
令
に
つ
い
て

一道
路
法
令
関
係
Q
&
A
一

〇
道
路
管
理
者
に
よ
る
通
行
止
め

一道
路
占
用
Q
&
A
｣

○
管
路
の
占
用
に
つ
い
て

(第
牡
回
)

○
電
気
通
信
事
業
法
の
改
正
に
伴
う
道
路
占
用
の

取
扱
い

(第
挽
回
)

道
路
局
路
政
課

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

郎
年
5
月
号
(第
制
号
)
範
頁

熔
年
4
月
号
(第
贈
号
)
“
頁

16
年
5
月
号
(第
170
号
)
“
頁

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

千
木
良
敷
之

蜷
年
9
月
号
(第
嗣
号
)
難
頁

千
木
良
敷
之

ぁ
年
9
月
号
(第
脾
号
)
鮨
頁

千
木
良
敦
之
16
年
10
月
号
(第
175
号
)
“
頁

千
木
良
敷
之

蜷
年
u
月
号
(第
176
号
)
鬼
頁

千
木
良
敦
之
16
年
乾
月
号
(第
肪
号
)
"
貰

千
木
良
敦
之
け
年
1
月
号
(第
178
号
)
事
頁

千
木
良
敷
之

り
年
2
月
号
(第
筋
号
)
難
頁

千
木
良
敦
之
17
年
3
月
号
(第
鱒
号
)
$
頁

神
戸
市
東
百
事
務
所

小
島

省
一

16
年
4
月
号
(第
169
号
)
“
頁

岩
手
県
東
京
事
務
所

吉
田

正

蜷
年
5
月
号
(第
節
号
)
範
頁

長
崎
県
十塁
R事
務
所

前
田

佳
朗

“
年
5
月
号
(第
節
号
)
難
頁

川
崎
市
車
曇
務
所

小
松

利
行

16
年
6
月
号
(第
胡
号
)
"
頁

○
岐
阜
県
の
新
し
い
観
光
名
所

岐
阜
県
塵
g事
務
所

奥
田

克
彦

16
年
6
月
号
(第
鯏
号
)
範
頁



○
道
路
事
業
あ
れ
こ
れ
!

群
馬
県
十塁
R事
務
所

石
田

哲
保

蜷
年
7
月
号
(第
寵
号
)
“
頁

○

｢明
日
に
つ
な
が
る
道
｣
宮
崎
県
の
高
速
道
路

宮
崎
県
臺
崑事
務
所

押
川

定
生

16
年
7
月
号
(第
肱
号
)
難
頁

○
第
三
の

｢副
都
心
.
蘇
我
｣

千
華
中車
臣事
務
所

矢
口

和
之

16
年
8
月
号
(第
173
号
)
“
頁

○
額
に
汗
し
て

(毎
日
が
サ
ウ
ナ

!

･)

京
都
府
車
=事
務
所

堀
本

恒
秀

“
年
8
月
号
(第
173
号
)
“
頁

○
み
や
ぎ
の
社
会
基
盤
整
備
あ
れ
こ
れ

宮
城
県
十墾
曰事
務
所

丹
治

一
也

脩
年
9
月
号
(第
脾
号
)
“
頁

○
お
い
で
ま
せ

｢山
口
｣
へ

山
口
県
塞
。事
務
所

植
野

浩
美

16
年
9
目
ぢ
(第
弼
号
)
“
頁

○
信
州
人
の
『東
京
見
聞
録
』

長
野
県
臺
冥事
務
所

越

一雄

16
年
ゅ
月
号
(第
175
号
)
“
頁

○
秋
の
御
堂
筋
に
寄
せ
て

大
阪
市
十塁
崑事
務
所

溝
淵

正

葹
年
m
月
号
(第
筋
号
)
“
頁

○
そ
ー
な
ん
け
ー
、
富
山
ち
や
“

富
山
県
奉
幅事
務
所

松
井

明
澄

16
年
11
月
号
(第
騰
号
)
%
頁

○
く
ま
も
と
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

熊
本
県
塞
亘事
務
所

森

格

16
年
=
月
号
(第
筋
号
)
"
頁

○
『琵
琶
湖
夢
街
道
』

滋
賀
県
塞
冨事
務
所

高
木

渉

16
年
12
月
号
(第
肪
号
)
“
頁

○
広
島
は
え
え
と
こ
じ
ゃ
け
ん

広
島
市
稟
亘事
務
所

芝

敬
造

16
年
12
月
号
(第
177
号
)
“
頁

○
『秩
父
往
還
物
語
』

埼
玉
県
十塁
報事
務
所

加
藤

和
美

“
年
1
月
号
(第
弼
号
)
狗
頁

○

『天
崎
鍾
乳
洞
』
を
公
開
中
!

高
知
県
塞
R事
務
所

黒
岩

章

17
年
1
月
号
(第
寵
号
)
"
頁

○

『青
森
の
う
め
も
の
食
っ
て
み
で
け
ろ
っ
じ
ゃ
』

青
森
県
塞
亘箪
･務
所

柴
田

金
吾

17
年
2
月
号
(第
鯲
号
)
範
頁

○

『横
浜
へ
行
か
な
く
っ
ち
ゃ
-
』
で
す
よ

横
浜
市
墓
R事
務
所

住
吉

重
紀

17
年
2
月
号
(第
誇
号
)
鶏
頁

○

『愛

･
地
球
博
』
い
よ
い
よ
開
幕
!

愛
知
県
臺
軍
務
所

小
島

裏

17
年
3
月
号
(第
180
号
)
“
貫

一連
載

社
会
実
験
｢

○
官
民
協
働
で
確
立
し
た
交
通
安
全
対
策

鎌
ヶ
谷
市
土
木
部
道
路
河
川
管
理
課

16
年
5
月
号
(第
測
号
)
=
頁

元
岐
阜
市
市
長
公
室
交
通

総
合
政
策
室
主
査
(中
部

運
輸
局
自
動
車
交
通
部
)

○
岐
阜
市
総
合
型
交
通
社
会
実
験
に
つ
い
て

総
合
酪
報
主
査
命
部
青
木

保
親

16
年
6
月
号
(第
171
号
)
部
頁

0
東
和
町
地
域
住
民
に
よ
る
涎
び
の
歩
道
｣
創

鸚
線鴎
浦
義
盪

猿
舘

祐
子
燧年
7月
号
窮
g

"頁

出
実
験

叉
荘
宙蒸
籔
締
役

o
道
路
空
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
イ
ン
化
イ
ン
博
多

郵Po癩多ま秩
て
勣
稲
舛

積

16
年
11
月
号
鯆
筋
号
)
“
頁

○
通
学
路
の
安
全
を
取
り
戻
す
た
め
の
社
会
実
験

九
州
地
方
整
備
局
佐
賀
国
道
事
務
所

16
年
12
月
号
(第
177
号
)
“
頁

大
阪
市
ゆ
と
り
と
み
ど
り

〇
御
堂
筋
に
ぎ
わ
い
空
間
づ
く
り

振
興
局
文
化
狢簑
都
築
各

天
野

伊
作
口
年
1
月
号
(第
178
号
)
“
頁

推
進
担
当
課
長

○
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
通
り

歩
い
て
楽
し
モ
1
ル
社

松
山
市
総
合
交
通
課

石
井

朋
紀

17
年
2
月
号
(第
朔
号
)
④
頁

会
実
験

“ 道イテセ 2005,3




